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第一部　ハーバーレーダー関係

コツサーハーバーレーダーに1りいて

罎．　は　し　が　壷

商船大学 庄　司　和　民

　ハーバーレーダーについて我が国でも関心が高まって来たことは，我々船に乗り組む者にと

って非常に嬉しい限りである。たまたまこの時コツサーレーダー会社のハーバ・一レーダーに関

する説明書が手に入ったので，何らか参考になれば幸いと，これを訳して御紹介する次第であ

る。

　この説明書にはShore－based　Radar：For　Harbour　and：Ferry　Supervisionという表

題がついているが，コツサーハーバーレーダーはリバプール港とマン島のダグラス港の連絡船

用として両地に用いられている。

　船用レーダーとしては容積や重量から制限を受けて，遽距離からの陸地初認と近距離に於け

るパイロツテイングの両方の役に立てるための折衷案として，1948年の英国運輸省で作製さ

れた船用レーダーの規格が出来たのである。然しハーバPレーダP（叉はシヨアベースドレー

ダρ）としては，どのような制限も受けないので完全に要求をみたすことが出来る。その例と

しては，曲りくねった狭水道や，高V・山で囲まれた入りこんだ港のような所では，船にある1ノ

ーダーではその一・部しか分らないため，船を動かすためにはインフォメーションが足りない。

乙のような時に適当な場所に携えたレーダーはいかに役に立つかは自明の所である。

　コツサーの説明書では，シヨアベースドレダーの必要な理由として次の二つをあげている。

　1．船が港を出入する時の海難が最も多く損害類が大きいから経済的見地から言っても必要

　　　である。

　船にレーダーを持たなくても航行を：安杢に導くことが出来る。

2。構 逡

コツサーハーバpレーダーは次の四つの部分から域立っている。

ユ．　Display　Console

2．Main　Rack

指示器に当る

トランシPバに当る

　　　一1一



　3。　SCanner　　　　　　　スキャナ

4．Motor　Alternator　　モーターヂェネレータ

　これらの装備については，スキャナからメインラックまでは30択まで以内，メインラック

からディスプレーユニットまでは100択までのばすことが出来る。

　保守整備に当って迅速にそして簡単容易に出来るように，モニター用メーターやモニターの

ためのテストポイントを多く器内に作ってある。叉内部点検に容易な構造になってV・る。

　3．ディスプレ臨コンソール

　船舶との無線電話装置や二つのブラウン管指示器に対して共通の調整器を備えだ箱を中央に

して，左右に15吋のブラウン管指示器をもつた第1図のような形になってい惹，

左右の指示器はP・P．1．で夫棚ミ立的に次の調整器がついている・

　　ノf　　Brilliarlce

　　ロ　：Focus　　　　　　　　　　　　　　第1図ディスプレーコンソール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「『’…喝～～　　　　一一

　　　　On－Off

　　賞　Indicator　Light　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．

　　ハ　Swept　Gdain（STC）

　　二　A口to－Manua1＆tu油g

　　ホ　R．H：．　F。；Radio　Cgmmunicat圭on　Equipment

　ブラウン管は15吋のもので，P．P．1．用として当然二重螢光膜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（blue－flash　＆　　yellow・

after　glow）を有し，コハク色のブイルタを透して見るようになっているσP．　R　I。の映晩像

面は約20度の傾きをもって装備されている。

夫㊥オフセンター装置はスイープの中心を画面のど惚でももρて行鵬ようになってい

る。

距離測定用としてのCalib輔・n・ingは0・2海里敏表わされる。叉可変距離目盛は1％

以下の誤差で直読目盛と共に表示される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

刈」

．ノト

　ブラウン管の電源は10kVの高圧と安定したフオPカス電源で，常に鮮明なフォーカスが

得られ，20MCのIFバンド幅と10　MCのビデオバンド幅はパルス波形の歪みを最小に押

えている。

　W　メイン『ラック

　メインラックは高さ581／4吋，幅1731／4吋，奥行221／2吋であって，次の四つの部分が重

ねられて一つの箱に納められている。

　　イ　Transmitter－Receiver

　　　　　送信回路と受信回路の中間周波数及びA：FC回路が含まれている。

　　ロ　Modulator　Unit

　　　　　送信パルスを出すための変調回路と，ブラウン管に時聞軸を供給するためのトサガ

　　　　　一回忌，それに遅動リレー等を含んでいる。

　　ハ　Power　Unit

　　　　　安定した．PC電源や，リレー電源を作り出している。

　　二　：Lock　Unit　l

　　　　　calibration　VingとSTC用の電源を作り鼠している。

　又以上の他にこの箱の中にはドライヤとプロワがあって温度湿度の調節を行っている。

　V　ス　串　ヤ　ナ

　スキャナは従来の英国型を破り，第2図のようにベラボリツクシリンダ型で米国式になって

v、る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　スキャナ
　ホーン型アンテナがこのスキャナから出る主ビームを：は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ＝

ば高い程よく，最小探知距離から定まるとも云える。即ち

：最も観察するに望ましい陸上近距離物標がその最：小探知距離の限界に存在するように設置され

るべきである。

　第3図はダグラズ港で選ばれた場所を示したものであるが，波止場の突端から265眼で高

さが60阪の所にスキャナがあってスキャンにかげが出来な》・ようになつ℃いる。但しダグラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一一二
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ス港のスキャナは古い型の小さい6眼スキャナである。

　級母一三オルタネータ

　DCをACに変えるもので物論必要に応じて据付られるべきものである。　、

　入力は100又は220Vで，出力は5GGサイクル交流ユ80　Vで，ワーキングロードは1112

kWである。

　通　通信　装　置

　乙のレーダー局と船の通信のための無線電話装置は勿論その地方の当局から割当てられた周

波数のものであるが，1．T．　U．の大西洋都市会議で協定されたこの目的のための周波数は，

150MCから160　MCの間になっている。この割当周波数は少し違ってV・てもよい・し，乙の

点についてはよく確しかめてから器械を定めればよ》・。

　乙の無線電話装置は発振周波数をクリスタルでコント”一ルされた低出力の癸信機と受信機

からなっていろ。24Vの電池で作動し，取扱が簡単で使用に際し信頼し得るようなものにな

ってい・る。

　叉船にV。H．F．の装置がない時パイ翼ツトが持って行く携帯用のものも備えている。

　罹綜合　規　絡

　大体以上述べて来たことと二重になることもあるが，取まとめて綜合規格として紹介すると

i次のようになる○

　コツサー一一バレーダー規格

　ユ．電　　　源

　　　消費電力は各ディスプレーコンソールに対し夫々C。4kWつつ，其の他の部分につい

　　て1．5klWとなる。

　2。送　信　機

　　　　送信器，変調器それらの附属回路は受信器の前段回路と共にメインラックに収められ

　　ていて，これとスキャナは導波管で結ぶ。レーダーの作動の完壁を期するには，この導波

　　管を出来る丈短かく，そして出来る丈真直ぐに導かねばなら汝い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一

嶋

ノ奴

3．　室中線叉はスキャナ　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　．　．

　　スキャナは送受共用型である。主ビームの下にはすれて置かれた一個のホーン型室中線

　とパラボリツクシリンダの一部分の形をしたリフレ・クタ門からなっている。

　　リフレクタは360度自由な回転装置の上につけられていて，その回転能力は80節

　（130km／h）の風速に於いても定回転を持続するようになっている。

　　ホPンとリフレクタの位置は大きさから，次のようなビームを得る。

　イ水雫ビーム幅

　　　電力半値幅で0．6度

　ロ　垂直ビーム幅

　　　電力半値幅で15度，そしてその方向は水雫より上に1度，下に14度であって，

　　：最大輻時は水亭は水李下6度の所を指すようになってV・る。

　ハ　副　賞　ブ

　　　最初の副ロブは主ロブより少くとも25db低い。

4。　受　信　機

　　高周波部と中間周波部の一部が送信器の方にあって，残りの中間周波部とビデオ部がデ

　イスプレーコンソールにある。だからコンソールの位置は何等の制限なくどこにでも選べ

　　る。

5．　表　示　器

　　二つの15吋の陰極綜管が用いられ，中心を：すらせるζとが出来る。表示法はP．P．1．

であって，三つの測定範囲をもつている．喪心の大きさは1mm以下である』

　　二つのP．P．1．に対して，夫々別に伽らくゲインコントロールがついて居P，又Pre－

　set　contfOnによって好きな方位に映像を回転させて表示させることが出来る。

6．　コンソール

　　ニ組をもつて》喝が場合によっては勿論一つでもよv・。これはある角度で内側をむv・て

　いて，一入の人が同時に両方を取扱かえるようになっている。

7．　　星巨離沢U定

　　可変距離目盛はその時使用している測定範囲の1％以下の誤差で測定出来る。又特別

　に安定した回路で作り出される固定距離目盛が距離測定用及び可変距離i目盛の検定用に使

　用される。

8．　クラッタ消去装置

　　蓮続可変のSTC回路をもつている。

9．綜合作動監視器

　　もし要求があるならば綜合的感度試験装置を備える○

　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



　コツサーハーバーレーグーの作動値は次のようである。

　1．　周　波　数

　　　9，500Mc／sと9，600　Mc　lsの間である。

　2．パルス繰返数

　　　短かいレンヂに対しては2，COO　c／s長いレンヂに対してはユ，000　c／s

　3．パルス幅

　　　パルス幅は0。1μSで，中間周波増幅器の周波対特性は：20MCにわたって大体フラツ

　　トである。

　4．方位精度

　　　外郭に於いて±0．5度である。

　5．　方位分解能

　　　方位分：解能は0．7度である。

　6．距離精度

　　　使用中の距離範囲の1％以下である。

　7．距離分解

　　　2浬レンヂ以下では15ヤード，2浬以上のレンヂではそのレンヂの1％以下である。

　8．　最小探知盟離

　　　最小探知距離は50ヤー・ドである。

　9．最大探知距離

　　　測定範囲についていえば三種に切換えられ，最：も小さいのは0．6浬レンヂでこの場合は

　　10吋が1浬にあたり，最も大きいのは15浬レンヂで，この時は1吋が◎．5浬にあた

　　る。叉特に注文により大きいレンヂをもつけられる。

　双　緒　　　論

　大約以上のように説明されてV’・る，最：後にその特長として次の5つが挙げてある。

　1．　Reliability

　2．Routime晦intenance

　3．Mete鋤g

　4．Test　Equipeme批　（コツサ’一マリンレーダーオッシ皿スコPプ，ユニバーサルメータ

　　等）

　5。　Hand　bookl

　乙れで一応コツサーハーバーレーダーの紹介を絡えるが，以上の資料から検討して見ると，

次のようなこ乏が言えると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一6一

・↓

叡

（イ）パルス出力については書いてないが導もしマリンレPダPと同じく22kWとすれば，

少し匙齢のでは伽だろうか・勿論次唖国定鞭との麟もあって・礁のよう畷

　大として15浬レンヂしかなV塒は充分だが，次に跳べるやに30浬～50浬のレンヂを

　つけるとすれば，やはり40kW～50kWの出力が，水葬線上に表われる汽船のマストを

　探知せんとするには必要でなV・かと思われる。

（ロ）測定レンヂも3⑪～50浬が後一つ欲しい気がする。これはその地の地形にもよるが，

　水雫線に表われるマストは計算によっても次のようである。（計算は2・23》1顧による）

　　　　　　　　スキャナの高さ　　　船のマスト　　　レーダー現認距離i

　　　　　　　　　　25m　　　　　　　　　　25m　　　　　　　　 系勺　22．3セ里

　　　　　　　　　　18m（約60　ft）　　25m　　　　　　　グ　20。6浬

　　　　　　　　　　18m　　　　　18m　　　　　〃19　浬

　　　　　　　　　　16rn　　　　　16m　　　　　〃17．8浬

　　　下れから見ても少くとも15浬では少ないように考えられる。

（ハ）スキャンロスについて調べて見ると，パルスが0．6度のビーム幅で的をうっている時

　tは
　　　　　　　　　　360×20
　　　　　　t一α6÷一一…齎一竺0・005・ec

　　　　　　・can　1・ss一（÷）養一4・

　　　即’ち感度はsearchlightingに比べて40分のユになるわけで，承れを15　r．　p．　m。2

　　度のビーム幅のものの19分の1に比べると大分感度が落ちる乙とが老えられる。

　　　又，一一スキャンにおけるパルスのヒット数はt×2，COO及びt×1，000で，夫々10及

　　び5という数になる。これ，は一般に25hito／bearnwidth以上欲しいといわれる［（艮CA

　　Reviewによる）のに比べれば随分少い。インフォメーションが少ないのでなかろうか。

　　但し英国製レーダ門は一般に少く12，ユ3といった所である）

　（二）　オフセンターの装置のあることは便利と考えられるが，この上望むならばアンテナの

　　回転を管制出来てセクタースキャンが出来るとよいかも知れない。

　（ホ）：P．P．1．の二つあることは大変よいと思う！、，且つ乙れのゲイン（ビデオでない）が

　　夫々別に変えられることはきっと使用に際し，非常に便益をもたらすことが期待出来る。

　次に乙れはハーバーレーダー共通の事であるが，通信が無線電話を主とする傾向にあるか

ら，その周波数は海図に書き弾んで（印刷することが望まれる），常に船はその港に入V・る時は

連絡を行うことが必要となる。しかも，その連絡はなまの言葉だから，航海士の英語の素養が一

段と要求されることになるのではなかろりか。
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1．概

1ノイセオンのノ・一バ・一・レーダーについて

兄
昌
＝
口

日本機械貿易株式会社御所十四郎

　「一般に言はれている灘湾用レーダー　（Harbour　Control　Radar略してH．　C．　R．）は，港

湾内の岬又は高丘に据付けられ見透しのきかない悪天候の際出入港船舶に対して有効な航行指

示を与へ航行の安全と能傘化に寄与するレーダーの総称であろう。港湾の状況により種類も雑

多であるが，波長は航海用レーダーの波長と同様3cm及び10　cmが用いられ，船舶からの

要求によりその位置方向を通達すること恰も航海用　G．C．　A．＜Grouhd　Co批rol　ApProach

Radar）が飛行機の着離に利用されると同様である。

　港湾の惰況によりその用法を異にするが，現在下記の諸声に施設されている。

Lo鍛g　Beac：h，　CaL　U．　S．　A。

Le　Havre　France：

Liberpool　EnglaDd：

Rotterdam．　H◎11and．

New　Orlea簸s。　U．　S。　A．

Ph．量1ad．e1P五ia。　疋J。　S。　A．

Portland．　　　U．　S。　A。

Oregon．　　　　U．　S．　A．

One　Ship　Boad　Type　Ra（1ar

One　Specia／ly　Engineer

Narrow　BeamユO　cm　Raytheo強Radar

412dicators

One　Special　Radaτ

61n（iica乞ors

4S搬011　Radar

Special　H。　C．　R．　for　every　2G　miles　6εchanneエ

Shir暗ani＆TapPi　Cape，　japan　Eaeh　olユe　16ノノ3cm．：Radar　to　detlct　the　f10a－

　tillg　mine．

2・H・C・R設置に当り考慮すべき事頂

　§2－1経済的価値の検討

　港湾が悪天候によP蒙る損害は一ケ年を通じて総計すると実に莫大なもので特定港に就ては

次の式で与えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一

め

z、

　　　Cost　of　Delays一（一年を通じての航行不能の月数）×（出入船舶数1日）×（般舶の2ド均

　　　運行費）

　過去一年間を通じてのKew　York港に於ける研究と実験の結果によると明らかに経済的

で有望である乙とが実証された・即ちN・wY・・k港に於いて一年を通じ悪天候の為に船舶

の蒙る損害は　＄300，0CO．　CO　に昇り，一方　H：．　C。　Rゼ・の引導費並に償却費を含め年約＄

ユCO，oeo．00であった。：第一表に莫国天文台調査による世界各国主要港の．1‘Days　of　Fo9”

の数字を挙げた。

　これらよりして経済的価値のあるζとに異論はなV・が，港湾出入船は世界各国その国籍を異

にしているため，自然国際的見地から航行の安全及び能率化の意味で設犀計画の樹立が要望さ

れる。現在Liverpoo1，：Le　H：avre，：Rotterdam．：Long　Beach，　Losangelesに於いては聯

邦政府（：Federal　Authority）又は地：方当局（Local　Authority）により運営されている。

　§2－2　波長の撰定

　従来Raytheonに於いては10　cm及び3cmの何れの波長も用いて居P，10　cm波は

機器の安定度高く且つ据付後の維持費が3cm機の半額近いことよりOceam　Goingの大型

船に用いられ，3cm波は4mile鼠掘ge内で’10　cm波より映像は鮮明である。何れも特徴

がありUnited　State号には10　cm及び3cm波の両者が据付けられた。3cm波の減i嚢は

10cm波の20～50倍で雨，雪，　Choppy　seaからの反射は10　cm　より多い。映像の精細

を要求される場合必然的に室中線が莫大なものとなるが，後記仏国：Le　Havre港H．　C．　R．

の如く41択（世界最大）塞中線をも敢て製作する処にユOcm安定性の特長が高く評価され

ている乙とが予想される。

　ユ1月！7日附Raytheon　Newsによると最：近NewYork港Staten　lslaudに於v・て米

海軍の要求により41眼塞中線（10cm波）：H．　C．　R。が試験中である旨報告されているが，同

港に於いては嚢にSperry及びRaytheon　3　cm　Radarの港湾用としての実験が為され，今・

爾ほ続行せられ，ている。

　（註）10cm波で41響町中線は0．70ビーム，之は3cm波の時15吠室中線に相当

　§2－3通信方法其の他

　ユ948年Atlantic　Cityに於いて開かれた国際ラヂオ会議（亙Dternat至。澱1　Radio　Confere・

nce）に於いて港湾運用上に使用される電線電話の周波数はユ56．8MCとして承認された。

然し乍らV．H．F．技術の点で今だ国際的に利用される段階にないようである。

　LiverpGol　Englandに於いては，　H。　C．　R．用として1579　KC．　H雛bour　Pilotとして8

M．C．か用いられている。

現在各RCR．に於いては，まち’ ﾜちの周波数罐弘法赫囑されて幡が漸次国際的に

旧約化さ矛しることが要望され，る○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9一一
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3・Franee脱：Havre港に取樗けられた鷺ayt畑on　H：．　C．　R．

　婁にRaythe6nがFrance：Le豆avre港宙として製作したH：．　C．　R．は波長10　cnユ塞中

線41feet　spanを有し，商用室中線としては世界最大で指示機は16吋管四個を並列に設置

し，Reflectior　Plottenの探用並びに超短波中継方式による映像伝達に依り映像は極めて鮮

細且つ安定で，レーダー号に一大センセイションを捲き起した6

　昨年本機が積出し前の検査として7月30日より8月10日まで：Boston港Deer農に

据付けられて予備試験が行はれたが，蝕にその概略をのべる。

　§3－1据付試験機無配．置図

　第1図が据付試験が行はれたBosto旧劇の全景及び機器の醜置図である。

　　①：入港する船舶

　　②：Deer島に据付けられたレーダー塞三線

　　③④：レーダー映像伝達用超短波中継機

　　⑤：船舶に蓮絡する為る無線四面室中線

　超短波中継方式を用V・ている孝め映像伝達が任意の地点に出来ることが特徴でこのため室中

線②はBosto獄港内外の見透しのきく最も適した場所に置かれた。　Catchさ航た船舶①は超

短波中継機③により④へ送られSou施Boston港Master　Control　Station内の指示機中

に現はれる。この場合蟹。C。　S。と各船舶とが全く視界がきかなくても問題なく，垂電蓮絡装

置⑤によ診船舶①に適当な指示が通蓬される。

　6．

　　御参照）

　本機に於いては機器の信頼度を高めるために10cmr波が用いられた。更に映像を精細にす

るため　12。2m　wiδe×2。4m．　hlgh　め．只efle6tor　とし，　Horizontal　B6a血0．7。±0．・1。

Ve姫cal　Beem　10。±1。とした。重量2，300　kgr室中線駆動電動機はユ2　kW，室中線廻転

数8±1r。P．m。である。

　6。については詳細な記録が入手されていないが，レ高ダ“映像を任意の遠隔地に伝達する方

式の樹立は，今後益々利用され得ると思はれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ0

§3－2本機の特徴

σ。あらゆる気象状況に応じて安定に動作し且つ信魑度を高めるために10糎波長の探用

み。心線を精細に描くための高分解能41眼塞中線の探用

6．レーダー指示を任意の遠売地に伝達するための超短波中継方式の探用

¢　探索区画を指示面の中央に置くために用いられた中心移動式　（Off　Centering）直視

　16時大指臨機

　　：Reflection　Plotterの採用（第五部雑5，レイセオン，リフレ’クシヨン，プロッター

δ

へ
－
「

　¢のH：．C．R．に於いて1個の指示機により港の全般を：監視することは指示能力からして不

可能である。第2図に見られるように四個の指示機が置かれ，Boston港を入航する船舶航路

の各部分を三つに区切り監視され，相関性を保つため全体を監視するものを一つ置v・た・この

場合中心を移動し得る‘‘Off　Centering”式としたため従来の16吋管の指示能力を増倍す

るのに役立つた。

　因みに本機の価格は25万弗であった。

　第1衷
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スペリーハーバーレーダーについて

智

東蒲藩製造所落．嘉徳臣

　レーダーの最：近の実用的傾向として主要港にハーバーレーダーを設備し目視の利かない場合

船融の港湾出入に対して誘導援助を与えて居る。

　ハーバーレーダーを必要とする理由として次の諸点が考えられる。

　1．主要な大型船舶の大二三は舶用レーダーを装備して居るが，港湾に出入する二三が総て

　　レ＿ダ＿を装備して居ると限らないから，目視の利かない天候の場合レPダーを装備して

　　ない船舶が航行の自由を失うと他の艀舶が其の為に妨害を受ける事が多い。

’2．大型般程航路上に在る障害を早く予知する必要がある。自艦のレーダーだけでは水路が

　　湾曲して居ると其の先方の状況が明確に把握出来なV・事が多V・。

　3．　レーダーの諸元はそう精密なものではなく，総ての必要諸元を与え得るとは限らない・

　　所がハーバーレーダーでは通繕設備を備えて居るので‘舶用レ｛ダーでは求められないよ

　　うな必要諸元を船舶に与える事が出来る。

　4．経済的方面で利益する所が大である。多数船舶が出入亥る大きい港湾では回船が出入港

　　に時間を塞費すると船の経費損失は相当額に達する。例えばニユヨーク港で各船が1時間

　　宛遅れると1ケ月に10，000弗にもなる。特殊の気象の場合，特に多数船が同時に入港す

　　．る場合には，1時間以上になる事もあるので1ケ月に50，000弗に蓬する事もあると考え

　　る事は決して架室のものではな㌔㌔

ニ　スベリー　ハーバーレー凝一の実例に就いて

ハーバーレーダーを設備する港の條件に依りハーバーレーダーの具備すべき諸元が異って来

るので型式は1種類ではなく，其の都度設計を行い必要條件を満足するようにして居る。スペ

リーのハーバーレーダーに就いて其の代表的なものを二・三挙げると次のようである。

　1．　にングビPチのハーバーレPダー

　　　此港ではBoard　of　Harbor　Commission♂がパイロットを含み全港湾施設を管理し

　　般舶に対して自由にハーバーレーダーに依る航法援助を与えて居る。

　　　ロングビーチは第1図に示すように外側に直線の防波堤があり，相当大きい出入口が2

　　箇処ある。此図の中心附近に主要口を持つた内港とドック地域がある。左側には他のドツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一



　ク地域に通する入口があP，之は時には主要港の内側に通する。入港する多くの船は防波

　堤を通過すろか若くは防波堤の先端を迂廻して比較的最：短距離を通って内港に入る事が出

　来るのてハーバーレーダーの必要條件は比較的に簡単となる。

　　パイμツトハウスは内港ロの南側に在り，ハーバーレーダーの設置一処としては理想的

　な処である。レーダーは其処に設置されパイにツトに依り運転せられる。第2回は其のレ

　ーダー図である。防波堤の出入口，内港の細部，側方の出入ロ，2箇の橋の架って居る水

　路等が明瞭に現はれて居る。レーダーは内港迄，時としてドック迄誘導するのに使用さ

　れる。

　　アンテナは125眼の高さのオイルデリックの頂上に設置され，インデケーターはパイに

　ツトハウスの床上に置いてある．（第3図参照）装置は：Xバンド即3cmである。1度の

　ビームを与える8眼スカナーが使用されて居るが，船舶が防波堤の出入口を通過するに充

　分な分解能を有して居る・パルス幅はγ4マイクロ秒で50礪ID距離分：解能がある。12吋

　のCRTを使用した1箇のインデケー・ターが使用されて居る。

　　梢困難な問題は援助すべき船舶を識別し常に其の航路を保持する事である。ロングビー

　チではパイ獄ツトが乗り込む時，船を監視して誘導の回る近船の位置を刻々プ泣ツトレ航

跡を探ρて居う。パイ・ツトのボートカミ般に行くための方向を決める時は，船に特殊の運

　動を行はせて識別するようにして居る。又1／rダー操作者が船を見失った場合も同様であ

　る。

　　誘導に使用する通信には160麗Cを使う。海岸局は簡易なアンテナを使用した6◎ワ

　ツト送信機を持って居る。携帯用の方は1μワットであり通信距離は15浬である。

2。　リバープルのハーバーレPダー

　　此港湾は或る特殊状況があるのでレーダーを特に必要としてレーダーに具備すべき要求

　も特殊のものとなる。ドック地域は第4図に示すようにマーシP河の航行可能区域の先端

　の所に在る。河口から海上に11浬に亘り人工的水路がある。此水路は2列の一連の石垣

　で輪郭が出来て居り其の石垣は低い潮でも洗はれる。

　　リバPプルの潮Q亭均は約30眼であり，潮の高低のため船舶を普通の港に繋留する事

　は殆ど不可能である。其れ故ジバρプルのドックは出入pの所にロックがあって水位が高

潮の時と等しくなるように保持されて居る。従って各潮に対して僅な時闇しか船はドック

　の中に入れなV・事になる。潮を上手に握む必要がある事とリバーブルの気象が悪い事から

　リバープル港としてはレーダーの必要性を痛感し特殊なレーダーを設備した次第である。

　　80西塔の上にユ4眼スカナPを設備したコ（バンドの装置である。スカナ門は1／2度の

　ビームで船を11浬水路を経て入口に導くに充分な分解能を持って居る。パルス幅はエ／4

　マイク揖秒で充分な距離分解能を有する。（第5図参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一

塾

し

　　インデケーター1箇で全水路を指示すると操作が不必要に困難になるので6箇のインデ

　クーターを使用し4箇で各々異る区域を受持たせ，他の1箇で全区域を指示するようにし

　残の1箇を：予備として居る。此等のインデク』一三ーは15吋CRTを使用して居る。

　　レーダーの設置場所には円柱のコンフリー・ト；塔があって，アンテナを設備して居り，其

　の近くに鉄塔を建てて通信用指向性塞中線を設けて居る。通信用塞中線は片道16dbの

　利得があり有効距離を増大するようにして居る。水路の一側には相当大きV・浮標があり他

　側にはレーダーレフレクターを附けた浮標がある。大きい方の浮標は救命艇の形をした小

　i型鋼鉄船で50沢の長さがあり38択の燈台を備えて居る。

　　レーダー　インデケ・一景ーの各々はCRTの前面に透明板を備え其の一面に浮標を彫り

　赤色に照明して居り，他面に格子目を彫り緑色に照明して居るQ照明を適当に調整すれば

　浮標又は格子目だけ又は両者共観察する事が出来る。

　　船が水路の或る手序に入ると其の位置は刻々透明板上にグリース筆で記録される。此等

　の点を線で結び船の前方に延長する。最：も大切な事は船が浮標線と蛇行の航路を採って居

　るか否かと云う事である。次に船が浮標を通過する毎に浮標からの距離を知らせてやる。

　之はスケールを透明板の上に当てて測定する。

　　通信用として160MCを使用して居る。海岸局は40ワットの送信機を有し16　db利

　得の塞中線を使用して居る。移動局の：方は1／4ワットである。通信距離は20浬以上であ

　り場合に依っては30浬以上にも帯する。

3．　船の識別機

　　此考案は英国のスペリー・で出来たものでリバープルで試験したものである。パ’イロツト

　はオーキー，トーキーの外に小型マイクロウエーブ受信機を携行して上船する。パイロツ

　トがマイクロウエPブ受信機の室中線を：ハーバーレーダーの概略：方向に向けると，レーダ

　一からの信号が受信出来る。此出力でオーキー，トーキーの160MCを変調す・る。オー

　キー，トーキーのパルス出力はレーダP局の特殊受信機で受けられ，検波増幅してレーダ

　一の映像信号の中に入れると，レーダースコープ上には其の船の反射像の外に半径方向に

　延びた点が出る。之のようにして船の識別が出来る○

　　爾本識別機はニューヨーク港でも使用されて居る○

三　結 雷

　ハーバーレーダーとして船舶の港湾出入に対して，充分な航法援助を与え得るためには，次

の事が必要である。

　　（1）高分解能を有するレーダーである事　（2）　レ・一ダー操作者と援助すべき船のブリ

　ツヂ上に居るパイロットとの直接連絡を迅速且充分ならしめるため同時送受話蓮結機の性能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一15一



、が優秀である事　（3）援助すべき般の識別を容易にするための手段を講ずる事

術今後の問題としては交叉交通に対する附加的操作法拉に一港湾に設備するレーダーの必要

数量等に関するものがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　第 図
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英国におけろハーバーレーダーについて

1．概 要

安立電気株式会社田島一郎

　無線航法としてのRadar最近の応用の一つは，所謂H：arbour　Radar或はPort：Radar

或はShore－based　Radarと呼ばれるものである。

　港湾当局はこれによって港湾全域の艀舶を絶えず監視し，ブイや：L量ghtshipの位置を点検：

し，出入する船舶に対して碇泊中又は進行方向にある他の船の有無を通知し安杢な航海を：促進

し・その遅延のないことを期しているのである。又衝突のあったときその位置が直ちに判明す

るので時を移さす有効な手段をとることが出来る。Pi亙otはP量10t　boatで入港して来る船の

情報を：Radar局から受けることが出来るためにユ50　Mc！s帯のWalkie－talkieをもつて》・

る。

Harb・ur　Radarは各港湾の地理白勺條件に従って，一つ或は二つ以上の局から成立しており，

主レーダは全域を蔽うもので，スケールの大きい地図に重ね合はせることが出来，補助レヴ

ーはそのうちのある小部分を対象とするものである。すべての情報をうけ且つ指示をを与へる

のは港湾当局の本部であってゴこれはレーダの設置場所からはV・くらか離れており，二丁の建

物等で見通しが十分でないことが多いので一般には：Remote　Co貧trol　display　unitを使用

したいという要求が生れて来る。

　鼠　二二年の国際会議における講論及び英国の国民繭見解

　ユ946年5月Londonにおいて無線航法に関する国際会議が開かれたが，この席上Shore＿

baseδ：Radarに対する要求があるか，もしあるとすればそれは如何なるSerをしなければ

ならないかということが提案され，この回答として

　　紛　ブイの位置を監視し点検すること。「

　　5）水路の妨害物を発見すること。

　　の　漕難時に救助般を向ける乙と。

があげられ・Sh・ve－ba・ed　Rad・・には広誌用のあること灘認されたのである。

　当時莫国政府はHarbour　Radarに対する技術的見解を発表したので，次にこれを：紹介し

ておこう。

　使用周波数についてはMaximum　RangeとAvailabi玉ity　of　Equipmentの点から10　c瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18一一

▼．．

，

し

と3cmとの間でなければならないことは明かであり，雨の中のVisibilityの点からは10　cm

帯が遙かに影響をう廿ることは少ないのであるが，一方0．5。以下のピPム幅を与える塞中線

の大さが非常に大きくなるので3cm帯に落着かざるを得ない。出来れば5cm程度か最：も

良いのであるが，英国におV・ては，適当な真塞管がなく，比較的少：量の機器に対してこの生産

を始めることは好ましくなく，且つ必要な時期に対する実用化を遅らせることも望ましくない

という見地から3cm帯を採用した。

　3cfn帯において水亭ビーム幅を0。50にするためには，塞中線の水平部は6mとなる。

又副輻射を主ビみムに比し一30db以下にするあ要がある。船の最：大速度は約40　km／hで約

100m以下の位置の変化を観測する必要はないと考えれば，廻転速度は陛か6－10r．P．m．で

あり塞中線の大さから出来るだけ低いこξが望ましい。又最大距離の要求に適合するためには

室中線を少くとも30mの高さに設置しなければならない。

　距離分解能をあげることと，送信機の雫均電力を下げる点から考えれば，送信パルス幅を挾

くする程良いが，乙れが狡くなる程受信機の帯域幅は広くなれけばならす，従って受信機の感

度が低下する。この閤の安協として送信パルス幅0．2μS．受信機帯域幅最少7，5Mc／sが適

当であろう。乙の場合距離分解能は約30mである。

次に繰返周波数については，先づDisplayに明瞭さを与さを点から考えれば・例え1埴径

25cmのP。　P．1．の上のスポットの直径が0．5mrαであると中心から周辺にあるスボツト

をさしはさむ角度は約0。250になり，従って繰返周波数は最小240P／sとなる。一方最大距

離の点から考えると例えば120kmの水雫面上に陸地があればこれからのエ・コーの帰って来る

時間は730μSでこれは1，400P！・に租回し・繰返周波数はこれより小さくならなけれぼなら

ない。実際には繰返周波数は1，0COp／sが適当であると思はれる。

　3cm帯においては尖頭値30　kWと200　kWとの2つの型のMagaetronがあるが，ビ

Pムが狡い点から塞中線利得は従って大きく，もし受信機の雑音指数が15db以下であれば

低電力管で十分であるから，高電吻管を採用する点は見出されなv・ように思はれる。

　実際のDisplay　Systemは港湾の形状及びレーダ群の位置によるものであって，主レーダ

は全域を蔽い地図にかさね合はせるもので，補助レーダはある小部分を対象にするものであ

る．Di，play　sy、t・mの主なる問題は，実際のレーダの位置から10　km以上離れた所まで図

形を移動して港湾の地図に投影するという乙とである。

3。英国におけるHa雌or聡磁arの一，二の翼例

　Harbour　Radarの設置について要求される内容は各港湾によって異っているが，小さい港

湾用のものと，大き》港湾用のものとに大別される。前者に対しては普通の船舶用レーダがそ

のRangeを適当にして用いられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一19一
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　Isle　of　Monnにおける．Dougla＄，港におけ．る．レ1．ダは．・Liveerpoorとの定；期船を監視

．しているもので，非常に簡単な．HarbOUr　Radar、．の例である6：・，後者に属する1ものとしては

しi▽erpoo1のGladstOng．DQck．に建設・された・耳arbOur　Rad盆r．、で．あるbこのRadar局は

直径15吋め．6つの、．P。　P．1．．から威立っていて．1つは全体を他はその曽部分を拡大して見る

．ものである・．．．・・．．・．’一．’ゴ．■．．、　　・：’∴：．一．・1■一．・で

　　そのScan簸erは約14灰の長さで水回ビーム幅、0．7。・・であってRadar・局は無綜電話で

Pilotに通知する外・港湾当局どはテレタ．イブと電話で二二し，．更に：Light．Ship，．救助船，．

無線局えは無線電信で蓮回する。天候の良い時にはすべての船の位置．天｛観通しの程度．そ

の他重．要な注意の通告が4．時闘毎1τ1天候の悪い時には30分毎に次の形式の通知が5分毎にな

される。．例えば

　　　‘‘You　are　now　abeom　of　C　8　Red，　distaRce“200　ft三．your　present　course　Inad今

　　　good　shQu1母take　you　the　same　distance　of£the．hext　busy三．There　is　one

　　　vessel　at　an・h・・．皿id－cha・nel　b・tw←・n　C　8．Bla・k　3nd　C11　R・d；．yQ・・p・e・ent

　　　coufse　m，ade　good　shoロld　tak：e　y◎u．well　clear◎fP　to　port”，　or‘‘you　are　now

　　　slightly　on　the　red　side　of　m三d－chan簸e1，　Burbo　Boot　Bea60n．bears』210。

　　　δistance㌻wo　cabエes，　the℃ourse　you　are　mak：董ng　good．　is亡rending　towards

　　　the　busy　li▽e．’1

4・　夢e¢㈱耳雛do腿rR卑d鐸の紹：倉

・船舶用レーダーで画期的成果を蚊めたD6cca会社はHarbour’Rad激としての妻求を満

足し，且つ安衝なる機器・の雲用化に．既に過去31ケ年を費した。その威；果と．して昨年始め

Sou塩a艶虞onにおいて現場試駿を行った。

現在三野のゆは大き議湾用と噂・さ蜷湾職P二種類である、・前都ついては室暢

は所謂“H謡磁eese”と云．はれる・もので大きざユ4．駅ブかく季ビ＿　．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　6、図．

ム幅。．眠副輻射29晶以下で，回れは次欧示されている．又パ

ルス幅は0．郷応で著し．く分解能を・1上．げ℃v・る：Display　unitは直径

15．吋4）・P．：P。工．．である。すべてのUniガは二台宛あって事故が三三

されたときは，直：に他に切換られるようk濠っているd又もう二つめ

特徴はRada・からの信三無緯よつで．．2。哩まで蜘た地点え伝

送しここのDi・play　unit．に指示を与魅油狙・1ay　link．の実

用化で毒って，既に7哩離れ．た地点㊧．：Re韓ote　dis診1ayを彷かす

民a面1i磁の試験購舛年騰迷続されている・．一方小さ蜷湾に

薄しては前述のもの．「は．経済的でなくもっと簡単なRad雄．の要求が．あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　7

，

ρ

るので，従来の船舶用Radar　12型く直径12吋のP・P・Pを多少変形した．ものでP・P・1・

は0錐ceuterとし，室中線は6訳H：alf　checseで，ビーム幅1．25。副輻射291db以．下の

も．のを推畢している。　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　．．．　　　L．

敵せよ，瀧の状灘轡るbi・play　unit．の数Rang・・ca1…任一ceuterの襟・

パルス幅等の要求，更にRadio　linkの方法について，港湾当局と打合せる用意のある乙とを

伝えて来ている。　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　一

5・世算餐国1こおけるHa而our盈麟継の所窃地

近着の“Th・」・umal・f．　Thr　l独・t蜘n・f　Navigati・n”によれば手952年．4臓在

に紳て搬商糊．として現存乃至計画中のSh・・e只ada・は次衷・の如く．層である。

　　　　　　　　　Shore　Radar　Insta1互ations，　in　Existence　or　projected，　for　the

　　　　　　　　　General　Us60f　M：erchant　ShipPing，（AS　ATへpr簸1952）

Locafio1ユ

Antwerp

DQuglas，　Is！e　of

　瓢a簸

Descr量ptive　Notes Re加arks

3－c∬1．marine　radar5　v．　h．　f．ノr．　t・

　communicat量on　with　similar星y

　equipPed　vesseis．

Le　Kavre

　

110－cロ1．special　radar．4displays．
I

　　v．h．　f．／r．　t．　communication　w三th

I　pilots
l　　　　　　　　　　　　　　　　．．rr「．．　．．　．．『＿．．＿．一．『＿．．．．』一．＿＿＿＿．＿＿＿一一一．．．一一．．．．＿一．．

Experimental　station，　sited　near

　Kruisschans：Lock，　Scheme　for

　Scheldt　Estuary　under　consi－

　deration

3－cm．　special　radar．6displays．

　v．h．　f．／r．　t。　communication　with

　pilots　carrying　walkie－talkies

Funy　operatiollal　in　conjunction

　with　passenger　vesselsτnaking

　short　sea　passages．　Sited　at

　▽ictoria　Pier

Equip、ment．built　and　tred　out　at

　Boston，　U．　S．　A．　previous　to

　費tting　at　Le　H3vre

LiverdooI

　Fully　operationa旦；used　with　aU

l・正asse・．・f　vesse　tak呈”g　PilotS・・

　　Sited　at　Gladstone　Ddck

Rotteroa軍n

lE・p・・im・ht・亙・t・ti・・at．Waalha－

　　ve11．Seri．es　of　i難stallations　pla－

　　nlled　for　the　New　Waterway

Southampton．

lP欝搬器・畿da£l
lC。1、h。・C・き・lea・・n七・a・・e・・

1．Southa蜘to慧Water

Spitzbergen

3－cm・1蜘・e・ad・・．阻．　f．『 ^L　t．．

　com阻uhicatio鍛with　ships

lUsed　wh臼n　port三s　openinsum一

　　卑…Transmit・且x…fShip・・

i　also　ice　information．　Sited　at
I

l　　Isfjord夢n．ζ3dio　station

珍1
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瀞

．Sunderland

Ymuiden

Baltirnore

Halifax，　N．　S．

Long　Beach，　Ca1

Los　Ange亙es

New　York

3・…・・ine・ad・U　h£ノ庶IF・童1ヨ。P。。ati。、繭、記wi，h。1i

commun五・ati・・with　pi1・t・1・iasse・・f　vessel　t。ki。g　Pi五。t。．・

ca「「yiむgw・1kie－t・！ki・・　ISit・d・tPi里。t　L。。k。ut　H。。。e

3－c瓜・peci・1・ad・筑2di・p1・y・一F・11y。perati。。aL蕊』“面葱」

肌h．£／L・・mm・・i・ati・・　1．t。　Am，t。。伽C。。。正

　faci1｛ties

3－cm．　marine　radar

憶儲論意酬・器鷺1Σ証言一
3伽rad・uh鰍…m］E曲。P。。。、i。。。L　Si、。d。、　Pi1。，

municatio：n　with　pilots　carry－

iれgwa里kie－ta正kies

　　　　　　　　　　　　　．≦

　　　　　　　　　　　

舩n舳羽

Stat1oh

2－d三sP王ays。　r．｛：．　co鵬munlcati。n　l

with・hip・　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　i
3一・m・m・・五・e・ad・二肌h．　f．嬬10。　t。i。B。。12　m。。lh、．　Sit。d

C・mmu麓lcati・n　w三th　pil・ts

ca「「yi即a互k呈e鴨ta至ki・・ @．1
at　Fort　Wadswo曲，　Staten
Island

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

｝3－cm．職arine．radaL　Tw。　svn－

1・h・・ni・ed　ae・i・且・．　m．乳鷹

1・・m翻・a・i・脚量・b・hip・

…

陀・・」・・t・d

i

▽ancouveエ，　B．　C．

lA。。k1颯N。w

iZea玉and
i

Operatio纂aL　Sited　on　first　Nar－

　rows　bridge　o▽er　Fraser
　River

Ex『｛エS・・N・・ad・L蟻・・憩一IU・ed　f・・di。e。ti。9　Pi亙。t　b。at

　阻聰icat圭。鍛with　pi豆ot　boat

6．結 二

七上期に溺るHarb…Hada・について鋤したつもりである魁筆者の見聞の痴

ため誤り伝えたる点の伽か認驚もので，この点御教示を得れ噂甚である。
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田島；英国の］質af1ne　Radarに関するSpec置catioねについて。

電波航法研究報告’ 謔Q輯昭和26年6月
5L蹴eP・gel“AS・・vey・fR・q・i・e螂・f・・P・・tR・d・蹴Th。　J。。m。1。f　Th母

In・t輔・n・f．．Navig・tf・n，　V・1．5，：N軌3，　Ju1y，1952

　　　　　　　　　　　　　　－22一
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：本邦に於けろハーバrレrダ門について

一　緒 言

船1．主 協 ム諏

　港湾にハ・一バー・レーダーを設置することによP，．般舶に対してのみならす，各方面に亘って

時間と労力をセーブし，船舶の危険を防止する為多大の便益を与えられる乙とは，欧米に於け

る先例に明示された処である。　　。

　牛馬に於’ても，海上保安庁では東北，北海道方面の夏野の濃霧の際，偶々基地帰投中の巡視

般があれば，これは港口附近に出動させて，レーダーを利用して入港船の誘導を計っておられ

る。方法は，巡視船でレーダーにより入港船の位置を測定針路を決定してそれを当該船に通報

して頂き，入港船はそれによって安全に入港しているのである。多忙な海上保安庁関係各位の

斯る御努力，殊に巡視船は偶々入港中を斯る任務に使はれるのであって，海上に聴く者として

は勿論の乙と，般主としてもこの積極的な御好意に深甚の謝意を表すると共に，今後共御継続

を希うものである。これらの場合，両網間の通信は海上保安本部の通信所を経由して，無線電

信によって行なうと言う，不便極る方法で為されたのであるが，それでも爾，可成Pの威績を

挙げているのであって，今後この点が改善され，舶と百々通話出来るようになったならば，一

層有効であると思はれる。

　このことは，使用の方法によっては，比較的簡単な斯る方法ででも，充分役に立つことを証

明するものであって，その目的で早縄された。ハーバーレーダPが一層海上の安全を増進する

ものであることは論を侯たない。

ニ　ハーバーレーケーの効用

　
　
　
　
コ
　
　
　
リ

ー
み
9
臼
3

港内及附近船舶の航行援助（特に視界不良時に於て）

港湾管理者が何時にても，港内及附近の船泊全船舶の位置を知り得ること

港ロに近づいた船を早期に発見し得ること。（特に視界不良時）従って水先入も皐くか

　ら港外に出て待つ必要がなくなる。

4．視界の如何に拘らす，何時でも浮標，灯船等の位置をチエツクし得ること。

5。遭難船の位置を知り，救難般の行動を援助すること。

6．水路内及附近に突然出来た障碍物の早期発見と速報。　．

7．　ハーバーレーダ【設置に伴い，充実する．無線電話を，他の一般通信連絡に利用出来る

　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
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三　ハーバーレーダーの二三すべき條件

1．その港の地形，その他の事情に応じた特性を有するものであって，船舶の安全運航に充

　分寄与し得るものであること。

　例えば

　　遠距離の物標を正確に測定を要する場含

　　高度の方位並亘離の分解能を要求される場合

　　スカナーの位置とステPシヨンの遠隔する場合

　　P。P．1．中心可動式を要求される場合

2．　バー・バーレーダーは一元的且能率的に運営し．得る乙とφ・

四　ハーバーレーダー設置希墾場所

　第二項に述べた如く，ハーバーレーダー設置により受ける利益は多大であって，吾国に於て

も，何れの港と難も杢く無用と思はれる所はなく，船舶に携はるものとしても新設を望むこと

は勿論である。而して，一聯だけでなく、，関聯ある各港に設備する方がより有効なることは，

サンタ讐ランドの実験で証明された処である。然しハ’一バーシーダ・一設置の最大の目的は，視

界不良時に於ける入出港船の航行援助である。吾国主要港の視界不良時闇と，入出船舶数を調

査した処，別表の如く，視界不良野竹の多いのは中部以北，特に東北北海道方面が多く，而も

それは季節が限られていて，夏分の大半は霧に閉されてV・るのであるが，入出港般は少い。入

出港船の数と視界不良時聞とを勘案して設置希望の場所を挙げると次の如くである6

　1．大型船の出入港多く，’且視界不良時も比較的多い場所

　　　東京海湾

　　　大阪湾及和泉灘

　2。　関門海嫉

　　　関門海峡は

　　　イ　水路の大角度の屈曲多く而も前途の見透しがない。

　　　ロ　港湾中心部は山に囲まれた水道内にあって，東西の入ロを見ることが出来なV・。そ

　　　　の為，検疫錨地に着いてから長く待たされる場合が多㌔（6

　　　ハ　狡水道で念潮流がある6‘そめ為

　　　　　σ．操船が困難…なることは勿論，危険も多い。

　　　　　ゐ．浮標が流失或は移動し易V・・。

　　　　等の理由で，視界木良時こそ少いが，入出港船も多ぐ，通過船をも加えると利用度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一

rF

曳

　　　多大と思はれる。

3。・視界不良時間の特に多い港及附近

　　　東北北海道方面の諸港

4．視界不良時間が特に多く，比較的通航般の多い澹岸海面

　　．津軽海峡，北海道方面の澹岸

以上の如くであるが，回れらの場所に・・一バーレーダーを如何に設置し，如何に運営するか

は残された問題である。

　五　む　す　び

　以上の如く，航海者として，ハーバーレーダp設置を熱望するものであるが，治れが一層有

効に作用される為には

　1。無線電話の普及

　2．港湾の行政管理，水先業務等を一元的に統制し得る強力なる管理機関の存在

　　　が必要である。リバプールに於て，早く容易に実用に成功したのは，大戦中から前記條

　　件が揃っていたからである。

　　　無線電話はハ・一バーレーダー設置により必然的に普及することも考えられるのである

　　が，後者については，吾国の現状を：見る時誠に二丁たる思いがする。現状のままでは，折

　　角の施設も果して満匙利用して行けるかどうか疑は．しい・ノ・一バーレヴー設置に当つ

　　ては，この点改善の要あPと思はれる。

昭和26年度外航船の港別出入状況並視界不良時間調

［却1∫∴歪評1禦：．

函幽外国麗　351…226，9・・1
　　　　　　　　計　　　46！　285・2571

丁露2，。。。米

恒下・繭

　　　　　　1
視界1，000米

以下ノ時間

325 112．5
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第二部　レーダー規格関係

米国コースト・ガード制定の航海用レーダー

最低推薦規格

海上保安庁松行利忠

　まえがき一米国コースト・ガードでは，商船用レーダーを海上における人命，財産の保安

により多く役立たせるため，その設計の統一と，標準北を計ることを目的として，最低推薦規

格なるものを作成した。その作成に当っては，戦時中に得た知識や，商船用レーダーと各種航

海援助施設との関蓮及びレーダーが将来航海法規の改訂，並に保険傘の低減に及ぼすであろう

影響等を考慮に入れつつ，海軍及び放射技術研究所（R．adiation：Laboratory）の脇力，援助を

得て草案を作り，更に之を製造業者や，造船関係業者との会議にかけて改補，完成したものと

いわれている。そして之はあくまで推薦するという程度のものであって，将来技術の進歩と共

に改訂すべきものであり，且決して一般商船塔載装置の検査や監督の基準とするものではない

と断っている。本推薦規格は1945年に制定されたもののようである。

　1　航海用レー夢一装置の最低推薦規格（雌露m腿m．Advisory　Specif且cation）

　　　暫定第玉号（3emレー夢一）

　1．　使　用　目　的

　　　ZF面捜査及び航海用レーダー

　2．概　　　　　要

　　　これは3cm李面捜査用レーダーで，主として太洋航行船舶用として設計され，公海に

　　おいて他船及び航海上の障害の近接の早期発見，並びに制限海内の航行に当り，高度の分

　　：解を可能ならしめるものである。

　3．運用上の要求

　　　技術的素養が少いか，又は全然無いブリッジの人が使用出来るように設計してある。本

　　装置を使用することによって，船内の航海用機器スは通信施設に妨害があってはならな

　　い。又逓常搭載する他の電波機器から，レーダーえの影響を防ぐため，充分遮蔽しなけれ

　　ばならな》、。レー・ダーの指示器は，6ブイート以上の距離にあるマグネットコンパスに，

　　目に貝える程度の誤差を生ぜしめてはならない。叉レーダーの他の部分も15ブイート以

　　　　　　　　　　　　　　　　　一27一
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　上離れて装置した場合，同じくマグネットコンパスに誤差を生ぜしめてはならない。指示

器から磯械的糖購か漸で2・フか似上脚磯奴肱弦い・
4．　動　　　　　作

　　範　　囲一一

　　　最　　大……30浬”　　　　　　　二

　　　∫｛乏　　ノ」、……100ヤPド

　　分解能一
　　　　この推薦規格の他の部分で記録した通りのパルス幅と，アンテナビーム幅とをもつ

　　　適当な設計のレーダーについては，最小距離目盛の場合距離分解能は100ヤPド，方

　　　位霧雲能は20でなければならない。

5．指示及び出力

　　．指示器一

　　　　最小7インチの孕．P．1．（Plan　Position耳n“icotor）．スロープとする。掃引の直

　　　線性は・最初及び：最後の10％は偏差≠5％以内・その中間は三差士2％以内ξ

　　　する。

　　蹉三目盛一

　　　　購入する人の要求により，次の限三内にて指定すること，が出来る。

　　　　　2～5浬・4～15浬，ユ5～30浬，但駐巨離目盛指示が設けられなければならない。

　　距離指示・一

　　　　500ヤードから30浬までの可変レンジマーカーを附する。その確度は士2％又

　　　は士50ヤード（大きい方の値でよV・）とする6又は直読式距離指示器とする。

　　：方泣指示一

　　　　固定p．p瓦指示（真方位指示），方泣カーソル，般首方向指示器，可変方位盤照明

　　　器を附する。

6。完杢動作指示器

　　レーダーの全機能が有効な衝突予防，、又は航海上の情報提供に信超出来る程度であるか

　どうかを示す指示器を設簾する乙と。

7．　ア　　ン　テ　　ナ

　　切断勉物面又は同時のものとする。

　　ビーム幅一．

　　　水国幅……電力半減の点にて最：大2。

　　　垂直幅……水雫線上にある物標に対し，船が．士7。．5。ローリングしても送信電線が

　　　　之から外れなV・とと。乙のためにはアンテナは水雫保持式にするか，又は垂直幅を

　　　　　　　　　　　　　　　　一28，一

－「「

　　電力半減の点で15◎にすること。

取　　付一

　　海軍の標準フランジ（161／2インチのボルト締付用円周に13／16インチのボルト穴が

　8個あっておP，中心線上の前後に2個の穴があること〉

回　　転一

　　規定の通信機及び変調器特性におv・て，1分間6～ユ5回の連続定速回転とする。よ

　り高速回転が必要なときは，アンテナ1回転当りの電波の照射数の減少による反射の

　減少を，充分補う乙との出来る程度に，尖頭出力及び送信機並びに変調器の他の特性

　を向上せしめなければならない。回転は装置の主開閉器で動作する乙と。’部分走査

　（sector　scan）するため，アンテナ逆：転ス・イツチを備える乙とが出来：る6　帽

サイドロμプー「

　　　　少くとも25db低㌔（こと。

8．送　　信　　機

　　　勧告周波数・一3cm帯，9320～9430　MC。

　　　無線周波電源……マグネトロン6

　　　変　調　器……水素入りの硬質又は軟質のサイラトロン，叉は同等のhもの。

　　　主任送線……無線周波電源から輻射器までの総合減衰は，片道3δbを超えては

　　　　ならない。

　　　尖頭出カ…・・最少15kW．，

　　　パルス繰返周波数……最小800pls

　　　パルス幅……：最大α5μS

　　　トリツガー出カ……→一10～十50V（高インピーダンスにて、

9．　受　　信　　機

　　　中聞周波，高周波，映像周波通過帯域幅……パルス幅に対して最適に選ぶこと。

　　　総合利得……：最低120db

　　　映像出カ……2。5士0．5V（75Ωにて）

　　　回忌乱雑苦電圧に対する総合雑苦出カ……最大ユ5曲

　　　要　　項…一周波数調整OAFC），　FTC，　STC又は海面反射及び悪気象條件による

　　　　妨害を減少させるための同等の回路

ユ0．　電　　　　　源

　　装置は単相葺5V，電圧i変動士10V，60c／s，周波数変動±2c／sの電源によって動

　作するように設計すること。百流電源の船舶が，電犀変動の多い船舶に装置する場合に

　，は，補助電源を必要とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29一一
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11．　使用者の調整個所、

　　開閉スイッチ（杢電源）

　　方位測定用カーソルのツマミ

　　蓮続可変の利得調整器

　　距離目盛用のツマミ

　　輝度調整器（焦点調整は輝度とは無関係とする）

　　距離i範囲切換器（距離目盛指示器をつけること）

　　STC及びFTC選別切換器（海面反射と妨害抑圧装置）

　　方位下用照明灯の調整器

　　アンテナ回転方向反転用スイッチ（任意）

　　取扱者が調整個所を操作する場合，装置を損傷することの無V・よう安全装置を附加する

　乙と。

12．構造関係
　　シャーシー組込型の取替可能なユニットとする。フューズ，警報装置をつける乙と。指

　定装備に対しては，耐熱性，耐水性に関して適当であること。

13。取　付　関　係

　　アンテナ部は，全水雫面に対して見透しのきく場所に取付けねばならないQ指示器は操

　舵室に取付ける。全ての船舶に対してこの配置が容易に出来るために，無線周波部とアン

　テナ部と指示器部は，分離し挺セットとして製作することを勧告する。

14。将来の変更に対する特殊の要項

　　将来3cm　1／僻ダービーコンは，3cm商用レ・一ダ｛の設計と対応したものとなる筈で

　ある。依てレーダ側としては，上に示した周波数範囲内に於て，同様上に示した尖頭出力

　を以て送信することが出来且設計換により，又は僅かの変更によって9310MCを受信す

　ることが可能にする必要がある。

15．任　意　事　項

　　海図室，司令官室に設置するため，主指示器操作装置とは無関係な操作装置を持つ遠隔

　P．P．1．は，或る級の船に於ては有用である。このような遠隔P．P．1．は航海用海図と比

　較して見る場合，又はP．P．1。の一部分のみを拡大して指示させる場合に意味がある。

　　時間の経過と共に劣化する部品を，寿命が来る前に取替えるために，便利な使用時間計

　をつける。

16．注　意　事　項

　　アンテナ部取付用の海軍標準規格のフランジ，標準映像出力及び標準トリツガμ出力

　は，容易に軍用に転換出来るように規定しておくものとする。上述の「又は同等」という

　　　　　　　　　　　　　　　　　一30一

「
。

》

言葉は，上述の杢ての事項に対して適用する商のである。．レダーは日進月歩の状態にある

ので，之等の規格は相対的且自発的始点を示す意味に於て測定しだものであう。

この規定は，現存のレーダーの回路や設備に対する発達，改良を制限するものではないこ

とを，再び彊回しておくものである。

葺航海購レー夢一装蜜の最低推薦規格暫定第三・σ脱艦レーダー）

1

2

3

4

5

6

7

使　用　目　的

亭面捜査及び航海用レーダー・

概i　　　　要：

3cmとする外，3cmレ・一ダーに同じ。

二二上の要求

3cmを10　cmレーダーに同じ。

動　　　　　作

範　　囲一

　最：　大……30浬

　最：　小……100ヤード

分：解能一一

　　この推薦規格の他の部分で記載された通りのパルス幅と，アンテナビーム幅とをも

　つ，適当な設計のレーダ・一については，最：小距離目盛の場合距離分解能は100ヤ阿ド，

　方位分解能は4。でなければならない。

指示及び出力

3cmレーダーに同じ。

完全動作指示器

3cm　1／・一ダーに同じ。

ア　　ン　　テ　　ナ

切断批物面又は同等のものとする。

ビーム幅一

　水雫幅……電力半減の点にて最：大4。

　垂直幅……3cmレーダーに同じ。

取　　付一

　3cmレ’一ダーに同じ。

回　　転一

　　ユ分間6～15回の蓮続定速回転とする。回転は装置の主開閉器で動作する乙と。

　　　　　　　　　　　　　　一31一
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　　　部分走査するためのアンテナ逆転スイッチを備えることが出来る。

　　サイドロ鱒プー

　　　少くとも25db低いこと。

8．送　　信　　機

　　勧告周波数…一10・m帯・鋼0ρ～3，246MC，（14項参照）

　　無線周波電源……マグネトロン

　　変　調　器……水素入の硬質又は軟質のサイラトロン，又は同等のもの。

　　’主伝送線……高周波電源から輻射器までの総合減衰は片道1．5dbを超えてはならない。

　　尖頭出家…・・最少15kW

　　パルス繰返周波数…・最少800c／s

　　パルス幅……最：大0．5μS

　　　トリツが割出カ……十10～十50V（高インピーダンスにて）

9．　受　　信　　機

　　3cmレーダーに同じ。

10．電　　　　　源

　　3crnレーダーに同じ。

11．　使用者の調整個所

　　3cmレーダPに同じQ

12．構　造　関　係

　　3cmレーダーに同じ。

13．取　付　関　係

　　3cmレーダーに同じ。

14．将来の変更に対する特殊の要項

　　ビーコン周波数が3．256MCである外は3cmレーダーに同じ。

15．任意な事項

　　3c皿レPダーに同じ。

16．注　意　事　項

　　3cmレ門ダ・一に同じ。

斑　航海用レー二一装置の最低推薦規格　暫定第2号（羅面捜査及び

　　　航海罵レ’一夢一）

1。　使　用　目　的

　　卒面捜査及び航海用レーダー

　　　　　　　　　　　　　　　　一32－　9

多

　2．概　　　　　要

　　　これは3cm叉は10　cm捜査層面用レーダPで，主として太洋航行船舶用として設計

　　され，公海におV・て他船及び航海上の障害の近接の早期単解，並びに制限海域内の航行に

　　当り，可なりの分解を可能ならしめるものである。

　3．運用上の要求

　　　ブラウン管指示の見方について，技術的素養が少いか，又は杢然無いブリッジの人が使

　　用出来るように設計してある。この装置の運用が通常般舶搭載の他の航海及び電波装置え

　　　妨害を生じたり，又は夫等から影響されたりしな》・こと。

　4．　動　　　　　作

　　　範　　画一

　　　　最　　　大……　30セ里

　　　　最　　　　ノJ、…　一・400　ヤρ一ド

　　　分解能一

　　　　　本規格の他の部分が記載した通りのパルス幅と，アンテナビーム幅とをもつ，適当

　　　’な設計のレーダーは，最小距離目盛の場合200ヤードの距離分解能及び6。の方位分

　　　　解倉旨を持た；なけ津しばなら：なV・0

　5．指示及び出力

　　　指示器一

　　　　最：小7インチのP。P．1．スコープとする。

　　　　　掃引の直線性は，：最初及び最：後の10％は偏差士7％，その中間は偏差±3％を：

　　　　超えないものとする。

　　　距離目盛一

　　　　可変2～5浬，4～15浬，15～30浬，但距離目盛指示が設けられなければならない。

　　　距離指示一

　　　　　固定距離目，盛碓i度は士2％か，士100ヤードかどちらか犬きい方とする。5っ

　　　　以上の距離環がブラウン管上に現れな》・こと。

　　　方位指示一

　　　　　方位カーソルによる真又は関係方位指示。アンテナから指示までの杢部の絶対方位

　　　　確度は士3。

　レ・一ダーの総体的運用が，有効な衝突予防並に航海情報を提供するに役立つかどうかを示す

効果的な手段が設けられなければならない。

　6。　ア　　ン　テ　ナ

　　　切断批物面又は同等のものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一
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　　ビーム幅一

　　　水＝雫幅……電力半減の点にて最大5。

　　　垂直幅……電力半減の点にて最小15。（水電線の両側7．5。つつ）

　　取　　付一一

　　　暫定第1号に同じ。

　　偏　　波一

　　　水：雫又は垂直

　　回　　転一

　　　蓮続36◎。回転，回転速度毎分6～15回転，主開閉器で操作。

　　　部分走査するため，アンテナ逆転スイッチを備える乙とが出来る。

　　サイドロPプー

　　　20db低V・こと。

7．送　　信　　機

　　勧告周波数……3，000～3，246叉は9，320～9，500MC

　　無線周波電源……マグネトロン。

　　変　調　器……水素入りの硬質又は軟質のサイラトロン，叉は同等のもの。

　　主伝送線……無線周波電源から輻射器までの総合減衰は，10cm帯では片道11／2　db

　　　を超えてはならす，3cm帯では片道3dbを超えてはならな＼ρ。

　　尖頭出カ……上記伝送線減i衰値に於て，3cm帯で15　kW，10　cm帯で7kWとする。

　　パルス繰返周波数…・最小800P／s

　　パルス幅……最：大1μS

　　トリツガー・……十ユ0～50V（高インピーダンスにて）

譜信難論・糊』
10．使用者の調整個所

　　開閉スイッチ（全電源）

　　方位測定用力陣ソルのツマミ

　　距離目盛強度調整用ツマミ

　　蓮続可変の利得調整器

　　輝度調整器，‘焦点調整は輝度調整と無関係とする。

　　距離範囲切換器，距離目盛指示器・をつけること。’

　　深度可変STC及び：FTC選別切換器（海面反射抑圧装置）

　　：方位盤用照明灯の調整器

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一34一

－
～

　　アンテナ回転方向反転用スイッチ（任意）

｝1：欝謙暫定第・下郷

13．将来の変更に対する特殊の要項

　　レーダーは，10cmレーダーについては3，256　MC，．又3cmレr一ダーについては

　9，310MCのレーダービーコン信号を受けられるよう構造的に，若しくは僅かの変更によ

　り可能でなければならなV’・。レーダーの填用周波数が，ビーコン周波数に出来るだけ近V・

　レーダーバンドに在るならば，ビーコンの運用も改善されるであろう。

14．注　意　事　項

　　暫定第1号に同じ。

W　航海用1ノ＿夢幽。装置の最低推薦規格　暫定第3号（衝爽予防用レーダー＞

1。　・使　　用　　目　　白勺

　　衝突予防用レーダー

：2。概　　　　　要：

　　これは元来衝突予防用装置として設計されたもので，航海の目的には限られた価値を持

　つものである。

3。運用上の要求

　　技術的素養が少いか，又は全然無ρが，指示デPタの解説については取扱訓練を受けて

　いる操舵室の人が使用出来るように設計してある。この装置の運用が通常般舶搭載の他の

　航海及び電波装置え妨害を生じたP，又は下等から影響されたりしないこと。

4．　動　　　　　作

　　最：大宮三一

　　　　本装置は7浬の距離に於てC2型貨物船又は之と同等のものの存在を，絶対的に

　　　指示出来なければならない。

　　　最　 ノ」、……500ヤF一ド

　　　看窪　　　度……；士　5％カ〉　士5GO　ヤF一ドカ〉イ司1れカ〉大きい方。

　　方　　位一

　　　　本装置は7浬の距離に於けるC2型貨物船を物標として用いた場合，士5。の総合

　　　：方位確度を：与え得るものでなければならない。

5．指示及び出力

　　指示器一
　　　5インチ又は之以上のブラウン管，P．　P．1．が望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　一35r一
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　　範　　囲一

　　　第4項の要求を満足する電気的又は機械的の方法による。

　　方　　位一

　　　機械的ダイアル又は同等のもの。

　1／Pダーの総合的運用が，有効な衝突予防並に航海上の情報を提供するものとして信頼出来

るか否かを示す効果的な手段がとられてV・なければならなV・。

6．周　　波　　数

　　　商用レーダーに使用を許可されるどれかのチャンネル

　7．　ア　ン　テ　ナ

　　　モーター駆動機構を備えると共に，方位決定用として手動駆動に切換える装置が備え

　　られる。最小回転速度は毎分5回とする。Aスコープを用うる場合，若し衝突予防の彷

　　きをさせようとすれば，馴れた人が継続的に動してV・なければならなV・ものと承知すべき

　　である。若しP．P．1．スコープを：用うるとすれば，手動駆動装置は省略し，回転速度は毎

　　分ユ5回に増加してもよV・。垂直面に於けるビーム幅は少くとも20。でなければならな

　　い。

舶用レーダー仕様書案

東京計器製造所落合弁韓

　亙、装置の輿酌

　本装置は船舶に装備し航路上の障害物の早期癸見並に近海航行の場合本船の位置及び針路の

判定等に使用し航行の安全を図るものとする。

　藍　レーダーの綜合規格

　1。最：大　距　離

　　　スカナーを水面上40択の高さに取付けた時，装置は次の範囲で明瞭な指示を与え得る

　　ものとする。

　　（イ）海　岸　線

　　　　　地表が200択の高さの時は20浬

　　　　　地表が20灰の高さの時は7浬

　　（悌）水面上の物体

　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一

｝

　　　　5，000噸の貨物船は7浬

　　　　30沢の長さの釣船は3浬

2．最小距離
　　第2級ブイのような小さな物体が見えなくなる限度80砺

　註・レーダーを構成するスカナー，送信機，受信機等に就いて其の綜合性能が前揚1。2．

　　　を満足するように各々詳細な検査規格を決めれば本項に関する試験は省略出来る。

3．距　離…精　度

　　使用している距離範囲（スケール）で得られる最大距離の5％以内の誤差で目標の正

　確な距離が求められるものとする。

4。距離分解能
　　一直線上の2つの小物体が若し100礪以上離…れて居れば両物体の存在を明瞭に指示し

　得るものとする。但し距離範囲は2浬以内の場合とする。

5。方　位　精　度

　　図形の端に於て最大1度の誤差で物体の方位を読み得るものとする。

6．方位分解能
　　等距離に煙る2物体の間際が3度の角度を挿む場合には両物体の存在を明瞭に指示し

　　得るものとする。但し両物体間の距離は200灰以上あるものとす。

7．　周波数と偏波

　　X周波数帯で動作し叉水卒偏波を用いるものとする。

8．走　　　　　査

　　最大60ノットの風速の中で毎分10乃至15回転，偏差士1回転，の割合で360度

　を蓮続的に走査するものとす。

9．図形の範囲
　　最大距離範囲は30乃至40浬とし4段又は5段に距離範囲を切換え得るものとする。

　　荷範囲に応じ適当な距離聞を挿入する処置を：講ずるものとす。

斑　レーダーを講成する野営部の規格

1．送　　信　　機

　（イ）周波数9，375士45MC

　（ロ）発振管　マグネトロン

　（ハ）変調器　水素入サイラトロン

　（二）尖頭出力　15kW以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　一37、一
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　（ホ）繰返し周波数　　800c／s以上

　（へ）パルス幅　　最大1／、マイク・秒

　（ト）　トリガー出力　　0．3マイクロ秒に於ける立ち上り最小25V，但し75オーム負

　　　　　　　　　　　　荷抵抗をかけた場合とす。

2．　受　　信　　機

　（イ）中間周波数の中心周波数　　30．0士0。5MC

　（ロ）中間周波数帯域幅　　　　6．5士0．5MC但し中間周波中心周波数出力の半分に

　　　　　　　　　　　　　　　　　相当する点に斯て測定するものとす。

　（ハ）利　　　　　得　　　　　　感度調整器を最大とした時，最小105dbとする。担

　　　　　　　　　　　　　　　　　し検波を含まざる申間周波増幅器のみとする。

　（二）感度　甘苦レベルは最：大7マイクロボルトとする。
3．　指　　示幽　器

　（イ）指示方式　　　最：小7吋CRTを使用したP．：P。10方式とする。

　（ロ）相対方位の場合の船首方向精度1／2度以内○但し方位目盛零度に対する船首方向の

　　　　　　　　　　　　　　　　　偏位とす。

　（ハ）真方位の場合の船首方向精度　エ／2以内。但しレピ自噴ーを回転させた場合レピ榊タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一の角度に対する船首方向の偏位とす。

　（二）映像の中心　　　　カソー・ル線の中心から1／3、吋以内にあるものとす。

　（ホ）　中　　心　　円　　　　　　中心拡大装置を使用しない場合，中心円の直径は各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　離範囲に於て1／8吋以内とす。

　（へ）掃引線の直線性　　　　　　各距離範囲とも掃引線の直線性は偏差士2％とする◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　但し各範囲とも最初と最後の10％の範囲は偏差士7

　　　　　　　　　　　　　　　　　％以内とする。

　（ト）精密測距精度　　　　　可変測距の範囲は最小0．3乃至20浬とし其の精度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　2％以内とする。但し固定距離円と比較した場合の偏

　　　　　　　　　　　　　　　　　位とし，　ユ浬以内の固定距離円に対しては0。025浬

　　　　　　　　　　　　　　　　　とす。

4．　ス　カ　ナ　一

　（イ）　ビ　一　ム　幅

　　水　　雫　　　　最大2度　　　半電力点とす。

　　垂直　17度雲行半電力点とす。
　（に）サイドロ陣ブ

　　水　　李　　　主ビームの両側10度以内は25db以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　一38一

》

　　　　　　　　　　他のサイドローブは30db以内

　　　　　　　　　　背面輻射は35db以内

　　垂　　直　　　30度塊度は10db以内

　　　　　　　　　　他のサ’イドローブは20db以内

（ハ）アンテナのSWR（電力）

　　　　室闇に電波が輻射された；場合のアンテナのSWR（電力）は周波数9．345乃至9．405

　　　MCに対し2。00以内とする。街スカナーを回転した場合どの角度に於ても之の條件

　　　は満足されるものとす。

5．電　　　　　源

　（イ）装置は単相エ15V士10V，60c！s士2c／sの電源に依P動作するものとする。但

　　　し船の電源が直流の場合には十5％，一15％の電圧変動を持つたユ1⑪V又は220

　　　Vの直流電源に依って動作し得るように補助電源を附するものとす。

　（ロ）干渉の無いように充分遮蔽を施すもめとす。

　（ハ）全消費電力は2キロワットを越えなV・ものとす。

IV垂釣の他の事贋

①蓋電気的干渉

　（イ）本装置は無線装置えの又無線装置よりの干渉が無いように充分に遮蔽を施すもの

　　　とす。

　（ロ）』指示器は6択の距離に設備された磁気羅針盤に対する干渉が無視し得るものとす。

　（〉・）送受信機は15択の距離に設備された磁気羅針盤に対する干渉が無視し得るものと

　　　す6：

（2）耐塞　耐　熱

　　本装置は周間温度一30乃至十55度（摂氏）に於て異状なく蓮続使用可能なるものとす

　る。

③ll耐　　　　　振

　　本装置は垂直面内は1分間ユ30c／sで21／、吋迄，水雫面内では1分間240c／sで。．1

　吋迄の連続的な単三振動の下で充分動作するものとす。

一39一

9
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日本製：：RADARの規格に対すろ

航海者の要望

船 主　協　会

　（1）操作が二軍で故障の起らぬもの

　（イ）技術的素養の少い者，又は素入でも容易に操作出来ること。

　（ロ）第二次調整個所を極力少くする事。（例；STC，　FTCを：一本とする等）

　（ハ）綜合性能の点検が誰にでも容易に且つ適確に出来ること。（例；test　switc：hの如き）

　（二）　万一の故障叉は作動不良の場合を：考慮して警報装置を設ける事。

　（2）衰示装置はRPJ　Sys危emとすること

　（3）最小脚柱を95米約（鱒0ヤード）とすること

　現今の大型航洋船の全長は概ね135米前後であるから，その半分に30米を加えた95米～

97米が表示されればよい。之を実船について検討すると，某丸では

　Fu11：Load　Draftに於ける：Fore　qastleの高さ・・…一…9米

　Fu11：Load　Draftに於けるScannerの高さ………………27米

で計算に依り，船首の前方約35米は死界（角）となること（別図参照）が判P，最小距離95

米は適当であるq蓮にLight　Condition或はBallast　Conditionでは，商船は一般にTrim

をかなりby　the　sternとする関係上，船の前方の死界はFumoadの場合に比し一般に増

大する。

　（4）最大距離1ま30」一40浬を適当とする。何故ならば

　（イ）経験に依れば，船舶は概ね15浬にてcatch出来るが

　（員）　接岸航法の場合，又は外洋から陸岸に近づく場合には，少しでも早く旧注を　catch

　　　しなくてはならぬこと。及び

　（ハ）将来の高速船出現を予想して

　　　30浬～40浬を適当；とす。叉逆：に：最大距離を無品に大きくすることは

　（イ）それだけ，大きいPowerを要し，且

　（ロ）　誤差も大きくなる。

　　　等の欠点がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一

シ

（5）分　　解　　能

（の方位分解能；最小距離目盛の時，等距離に在って方位の開きが度の二つの物標カミ判然

　　と二つに識別されることを要すg

　　　角度2度の1浬に於ける開距離一・………64米

　　　　　〃　2浬　　〃　　…・…・一129米

　　　　　．〃　　3浬　　　グ　　…・……・・194米

　　　　　〃　4浬　　グ　　…………285米

　　　　　〃　5浬　　〃　　……一・・323米

　　となP，霧中出入港等の際には・h即筋位辮能が極めて必要晒る・因に醜主

　　要港の：Break　water，　entranceを通常の入港針路上距離1浬から見海開角を列挙す

　　ると次の通P。

　（イ）　横浜港外防波堤入口　　　　8。

　（ロ）繊浜港内防波堤入ロ　　　　7。

　（ハ）　神戸港第二関門　　　　　　3。

　（二）神戸第一港関門　　　　　8。

　（ホ）㈹大阪港防波堤入口（南口）7。

　（へ）室蘭港入ロ　　　　　　　　5。

　（ト）釧路港入口　　　　　　　2．50

　（チ）小樽港入口　　　　　　’3。5。

（の方位精度
　　　画面の端に於て最大1度の誤差で物標の方位を読み得る乙と。

（の距離分解能
　　　最小距離目盛の時，同方位で95米隔った二物標が，判然と二つに識別出来る乙とを

　　要す。

（6）距離目盛及び距離指示器

　固定：及び可変range　markerを備える乙と。

　固定markerの目盛は，購入者の選択に任し，可変markerは95米から30三三測得

出来るものでその誤差は±2％又は士45米以内とし・直読式指示器を備えること。

　（7）方位の指示装置

　TRUEとRELATIVEの二つ備えること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一41一



　　（8）　Scan韮erの回転の蓮さ

　回転はなるべく速V・：方が望ましい。回転がおそいと

　（イ）ran暮e切替の三等に，旧immageが長く残り

　（ロ）immageも暗く

　（ハ）errorも拓きv・

　欠点がある。

　（9）Se撒鵬rを所要の範囲にのみ翻限して回転忌辰ることが豊恋しい

　之は航海上重要なことで1所要方向の物標捜索特に前路警戒に必要である。

　（丑0）風羅に対しS艦勲erの回転を一定漣度に保つこと

舞の棋鴨北栖洋で屡贈遇する様濾烈爆圧に対してもScann・・は常に定速

度で廻転していなければならぬ。さもなV・と精度の低下を来す。

　（U）　三面拡大レンズ蛋用いる時（小型聡δeめ1ま必ず鰹鞭吋以上

　　　　　とすること

　（12）　電圧の変動1こ欝する搭置

電灘圧変動の逝き樋脇多ゆら，変動に対魁得磯置両替助電瀧必要とする。

　（脇）大角獲の纒勲揺に際し，性能勢門持するぬ鱒の措置

　経験に依ると，大洋航行申は左右各舷え25度にも及ぶfO11量鍛gをなすこと屡々である。

依って・少くとも左右各繊10度の・・11ing（なし得れば15）度があっても，常に正常雄

能を維持出来る装置が望まひρ。

③項磯を例にとると・次敗示す様に・p軸tの時には畑im・m囎…恥9を

維持出来るが少しでもすれば維持出来なくなる。

　　　　　　　　　　　　殖撃待

5雌乙仁．＿レ

仇
＼

72

L＿＿ 38肌

一42一

α4）二二及び予備品について

（イ）部品，の予備品は総て規格品であること。

（ロ）予備品一組を必ず備えること。

（ハ）外地にて補給の場合をも考慮して，外国品でも間に合う規格とする乙とが尽しV・。

　　　　　　　　　　　i卜＼、
　　　　　　　　　2，7＿　｝　　　　＼一一一＿＿、

　　　　　　　　　　　　　　　　　9・！＼＼＼
　　　　　　　　　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　　　一　　　　　一一一一一　　　　　　　　　　　　　彪ノ亡67πし　　　　　偽免35πし
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国産レーダーの規格に面する要望

　　　　　　　　（中，小型漁船用）

東京水産蝉熊凝武晴

　漁船用レーダーは漁船の屯数及特殊性よP見て，大型船用，中小型般用の二種類に区分して

考える必要がある。

　大型船用レーダー（捕鯨母船その他各種工場船，トロール，キャツチャー等は大型と考え

る）に関しては船主協会の要望にほぼ一致するので繰返す事を省略して，中小型船用レ1一ダ

（50～500総屯）のものについて要望する。

　1．　駈　要　電．力

　　　交流の場合は2kVA以内，直流の場合は1。5kW以内が望ま：しく特に大馬力の甲板

　　漁業機械を駆動する関係上電圧の変動激しい為に直流の場合は少くとも士10％　（1，100

　　或は220V），交流の場合は士5％の完全な電圧補正装置を附すべきである。

　2。電　気　回　路

　　　回路は出来るだけ簡単で故障の起らぬ様に構造され，フォカス，ビデオ，等の第二次調

　　整部は外部に出さす作動は単一操作出来る様に構造する。

　3。周波数は3cエn望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一43一一
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　4．最：大尖頭出力

　　　7～8kW程度でよい。（但し受信感度を上げる事を併せ考慮する事）。

　5．　パルス繰返し周波数

　　　ユ，000～1，5COの一段で可である。

　　　パルス巾　　ユ0浬迄　　　　0．2μS

　　　　　　　　ユ0浬以上　　　0．5μS

6．エコー　ボックスは取P付ける事を希望する。

7．　レンヂ　マーカーは必ずしも可変レンヂ　マーカーを備える必要はなV・。（但し大型船は

　　可変レンゲマーカー付）。

　　スイープの巾は出来るだけ細いものが望ましい。

8．表　示　装　置

　　P．P．1システムとして，　C．R．　T。は7”を適当とする。

9．　最：　大　　星巨　　｝誰

　　　中小型般では水面上スキャナーの高さの最高は9m憶いと考えられるのでSea　hor－

　izonは6浬である。従って物標の大いさ（高さ）及び船速を考慮に入れて20浬あれば

　充分と考える。又レンヂの区分は1，3，8，20，が適1当と考えられる。

ユoJ分　　解　　能

　　a　方位分解能

　　　等距離にあるつの物標の間隙が3。の角度の範囲にある場合に両物体の存在を明瞭に

　　分離出来ること。

　　b　距離…分解能

　　　最小距離目盛の時，同方位と50m隔った二物標が判然と二つに識別出来る乙とを要

　　する。

ユ1．磁気羅針儀えの磁気影響は羅針賎の外側と受信機或はトランシーバー外端迄の距離1。O

　mで皆無であることを希望する。

12．振動に対する問題

　　中小型船の振動は特に亡きV・から作動状態に於て振動数200～300c！s振幅0．16c搬に

　5分闇以上互に直角な三方向からの試験を行って機能に変化なきことを要する。

13。衝撃に対する問題

　　毎秒一回の割合で最：小距離2cmの自然落下を蓮続500回繰返すも障害をうけないも

　のであること。（機関の急回転に耐える為）

14。　耐湿性に関する問題

　　十4⑪。Cで相対湿度85％の状態に耐える必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一44一

15．防　　水　　性

　　充分な防水性を有する事。

16．走　　　　　査

　　スキヤナドは能牽を下げす軽量として，風速70ktにお》・ても定速均一なる回転を維

　持することを必要とし，最高50。C，最：低一20。Cの：気温に耐えるものである事。（回転物毎

　分鉛回を加えたら如何。）

17．完備した説明書及び故障点検順位，発見方法，・処置等を説明する書類を附属せしめる

　事。

巡硯船レーダー規格に肥する要望

馨跳出蓄藤村 田

　海上保安庁巡視船は一般外洋船舶に比し小型であり，現在迄装備した約60隻に対しても

RCA，　CR　103及びレイセオン製ジユニアーが大部分であり何れも小型レーダPを採用して

いる。今後国産レPダーを採用するにしても小型で性能の良いものに落付くものと思はれる。

海上保安庁で採用するレーダーとして国産のものに対しては仕様が未定であるからこ乙には現

在迄の経験により仕様を定める際に考慮されるべき要点を記述する乙とにする。

1．一般的條件

　小型軽量であP占有面積が少く操作が簡単で，保守に便利な事は当然であり，専門家でなく

ても容易に操作し得る事が必要である。叉小型の漁船漂流物等も発見出来る様な性能が望まし

V、0

　2。所　要　電　二

三の電源配線等より考えて交流の場合2kVA以内直流の場合ユ。5kW以内の所要電力で

一切の動作をなし得る事，船内電源の変動に対しては相当広V・範囲をカバー・する電圧補正装置

を附する事。

　3．電　源　園　路

　毘来るだけM－Gより定電圧を得る様にしてレーダー用の直流整流回路においては真室管

の数を減し且つ且つ調整個所を減すために出来るだけ簡単な回路を採用する事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



　4。送信機回路

　パルサー回路・においてはHard　Tube　TypeよりLine　Typeを用いること。

　スイッチとしてはサイラトロンが最も良い0

　5．周　　渡　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　，

　小さな目標を：さがす必要と探知距離を上げるため3cm×Bandを探回する事。

　6・尖　頭　幽　力

　大きければ大きい程良いが機器が，大きくなったり所要電力が増えたりしたら困るから30

kW～50　kWが限度と思はれる。経済的に考えて7kW以下でも実用上あまり差支えはな

v、0

　7．パルス書痴周波数

2・000位と1・CCO位の二丁切換が望ましい・

　8。・パルス巾

遽騨四度瞳壷紳て・畑野は塑柊防囎せて2MCにして紘その際の．、，レ

ス巾は1μSが蝕と思はれる．近距離に紳ては鯛な魔得るためα2～q3μS巾が必

要である。

　9。　髭コ鵬求ツウス

極騨齢のでも髄中の錨感鰭すため賭慮さるべき筋る・．

　1⑪。　レン夢野一か一

　従来の経験により1，3，10，20浬の4段位が良いと思う。三二レンヂは適当に分割した方

が良V・。又バリアブルレレヂマーカーは必ずつけて貰いたい。

　1L　距離の精鹿

　スィープ及び球面収差をふくめておさえるべきでありUSCGζの規格を希望する。

　1震。距離引解能及最：少擬知距離

　パルス巾より定まるものであるからそれに応じた性能で良＼ρQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　－46一一一
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　13・方位澗定鑛度

ビーム巾及びシンク。羅給めて・2吋以上のCRTを肺るも魔・ゑ7醐下の

CRTを用いるものは2。以内にし1たい。

　14．電気的雑喬等

　電気的雑音機械的雑音は発生しない事

　15．磁気的影警

　各機器殊にインヂケぬタPはスイッチを切断してもエメPタβ以内の磁気コンパスに影響を

与えないこと。

．16・安全叢i置

　高圧に対する保安装置を設けること又アンテナ上の作業点検を安全にするようなスィツチを：

つけること。

　17。温度三三

　温度湿度に対する規格は一・般無線機以上に厳格に規定される必要がある。

　18．ア　ン　テ　ナ

　アンテナの廻転数は早い方が良いと思はれるがDRTゐ残像性との関係もあり又小型船艇の

動揺も考えて考慮されるべきである。1叉巡視船の如く台風時にも活躍する船に対しては風速

70節以上に対抗して全方向にスムースに廻転すること，伺小型軽量にする事は絶対必要であ

る0

　19．翼　　の　　催

　説明書等は完備したものをつけるべきであり，回路の動作の解析及び故障の際の処置方法等

も記載すべきである。

一47一
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第三部 レーダー実験関係

レーダーの綜合感度検査法

日本無線高橋修一

　レーダPの規格を決定する場合最大探知距離を如何なる方法で規定するかは検査測定溝とも

関連して色々と問題がある㌔

　※UKSpecificationではレ・一グーの綜合感度を実目標に対する最大探知距離によって規定

　しているQこれでは検査実施が困難である。Efεective　Target　Areaの概知な反射体を一→

　定距離に設置して其の場合のEcho　Signal　Intensiryの：Noise　Leve1に対する比を測定

　すれぼレPダーの綜合感度を算出する事が出来る。Effective　Target　Areaの既知な反射

　体としてはコーナーレフクタが最も便利であって広く利用されているが次の様な歓点があ

　る。

　σ）コーナーレフレクタを何等背景反射物の無v・中定に保持する事は出来ないので保持用架

　　構物体の反射が誤差に入り，背景の乱反射がNoiseと混同される。

（2）レPダーの最短探知距離から充分遠くしなV・と受信機のSupPreSSionを受けた部分で

　　増幅される事になる。以上の理由の為其の利用が極限せられる。

　近距離に装備した反射体からRetarded　Echoを得る方法が与えられ，独逸では所謂レー

ギツク（第1図及第2図）を使つだ。

ノ

第　　1　　図

那 変周 回

／ノ

局部
発振

‘一疹

　水晶発動子超音波邊延反射倣
　　　　　　び鷹託・oμ・ご刃

一48一一一
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第　　2　　図

。α〆εκ8ハ 変周 受　信機

　　　　　送信　　　　　　　　局発

これはConversion　lossが不同である為測定誤差が多く且10　cm以下の波長には適用困

難である。この様な検査目的に対しては

Echo　Boxが最適であると考える。

第3図及第4図の装備方法がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　図

　i
共振空洞

　

r隔、

0ヶεζ乙‘・肱乙6ゆ砂

　共：振空洞

’レPダーの送信出力

〃
〃
〃

第　　4　　図

送信室中線利得（電力の倍数）

受信室中線有効面積

尉探知入力槻灘認P。w。n）

角周知数

エコーボックスの受信室中線有効面積

送信塞中線利得（電力の倍数）

一49一
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　　　　　グ　塞洞の二負荷の際のQ　　　　　　軌

　　　　　　　とすればエーボツクス塞辮入力　還暦一

　　　…ボックス識電力儲舞ξ端彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　一州中線入力器L鷺難9ξ一一訓

　　　エコーボックスからの再輻射電力が多く受信機雑晋と判別出来なくなるまで滅褻する

　　　時闇をt。とすれば

　　　　　　　P麺＿饗鋼ξ一か

　　　　・・b臆面）一如＋・・（109101）ガ瓦一エ・bgガ欝

　　　第4図の場合Directional　ConplerのAttouuat量opを一方向1／Z）（電力数倍）

　　　数とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　一一ボックスの室洞入力争，一ダ畷信入が舞｝万彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P曲券ξ「靭

　　　　ユ・i・9臆n擁＋・・（109王01）♂

共振塞洞自体の設計に関しては多様の参考書がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　5　図
一例：Be11：Laboratories　Stafε

噂
⊥
2
つ
り

送信周数数測定

送信出力（P。）測定（第5図）

送信周波数スペクトラム測定（第6図）

　　　　　　　　　　　　　　第　　6
　　　「

　　　　　　　　　　八／o〃π混∠

、，　三鷹あr

口　　／

図

　　　L’

一5◎一

〃疵一物・

　βヲ姥・吻櫨〆i

　

｝

4．TR　tubeの作動，受信機のSuppressionの測定

5．送信パルスの分裂のチエツク

6。L．0．の周波数及powerの測定

レーダー・に依る表面流の観測

東京水産大学海鷹丸 原　田．勝　美

小澤敬次郎

　L　は　し　1が　壷

　表面流の観測の為に海流板（Current　drag）が使用されて居る事は衆知の通りであるが，

之れを使用して表面流を測定するに当っては，漂流して居る海流板に近接し，そQ私位から，

海流板の位置を決定し単位時間に於ける海流板の偏位に依つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1図
て，当時の回向及び流程を求めて居るのであるが，1個なら

ば兎も角，5個以上も渡に流して，一区域の激の大魏　　　　 1＼
知ろうとする様な場合には，比の作葉に相当の苦労と，三時　　　　　　民＼＼．｝／／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　’？　　　　　　1

あ翻琳の三三蹴ら鮒二三の良い雛の　　トー鰍ヨ
決定が不可能な洋上に於いては，海洋板に依る表面流の測定

は殆んど不可能になって来る。

　海流板に風圧に依る影響を与えなv・様なコ肝ナークレフレ　　　　　　　＿．

〃一を撒ものを漂融私との脚勺臨位跡　．…』　「

Pダーに依って求め，キ仁ラーレの精度の良い海面であれ　　　　　　　　　　　lm25

ば，私位をロラーレに依って決定する事に依り，海流板の相

対的偏泣も測定する事が出来る訳である。

　之等の実験を，昭和27年8月22日，八丈島神湊泊地に

碇泊中又璽23口新里瀬丘に於いて行い，その結果も得たの

で，その儘記して参考に供し度いと思う。

　2．通用器械及びコーナー

　　　　　　　　　レフレクター付海流板

一51一
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　　使用レーダー　　　スペリーマリーンレーダー。

　　　　ロフーン　　　　　スペリー　ロラーン

　　　　　　レ幽ダーのスキンナーの水面上の高さは　11米。

　　海流板　　　　　　　　　杉板製　　第1図参照

　　コーナー　リフレクター　真鋳針金にて枠を造り　30目の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴーズ　ワイヤー　を張ったもの

　　　　　　本海流板の最大探知距離はスキレナーの高さと，海流板に付けたコーナ帥リ

　　　　　　フレク細田の高さからして約2浬と推定される。

3・定点に1於ける測定

　　日時　　　　　昭和27年8月22日1730～1930

　本艀碇泊位置　　　八丈島　神湊泊地　　：Lat．33。7．90／N．，　Lon薯．139。48．68／E．

　従事入員　　　　　士官　　1名

　　　　　　　　　　学生　　2名

　観測値

番号
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1800に於ける気象状況
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　160
NWIN
　　2
　　2
　　8

　bc
1011．5

　28．7

　28．8

2’　scale

　　　1

1815海流板と等距離0●44に約15噸の木造漁船私が来たので，夫々のスポヅトがスコ

・一 v上で見えなくなるまで，Rcceive卜gainをしぼって，　Test　meterを読んだ所

　漁船　　0．295mA．　　　コーナー　レフレクター・　0。245　mA　を得た。

　　　　　　　　　　　　　　一52一一

！

作図

　作図は運動用図を使用して行V・，第2図の如き結果を得孝。

流向及び流程

第2図よりして1730→1815流向303。流程α84’／h・u払
　　　　　　　　　　①　　⑪

　　それより　1815→1900　　328。　　o・781／h・鳳

　　（＼η　　　　　　N一　・α5

　　　　　　　ア6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　・r一・　　0犀

　　　　　　　　ア∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　，　　　0つ
　　　　　　　　　　ア4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0／2
　　　　　　　　　　　0ア3

　　　　　　　　　　　　／2
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07

　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　鼻
　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

八
丈
島

6

5

4

十本船仕置

当時の潮汐

　　八丈島　神湊

　　　　高潮　　　　　　潮回　　　　　　低潮　　　　　　野洲

　　　　1830　　　　　1．6米　　　　　2355　　　　　0・8米

4．漂泊中に於ける観測

　　日時　昭和27年8月23日0920～1140
　　場　　所　　　　新黒潮上

　　　　　　　　　　　　　　　　一53一
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実施大要

　0910海流板を投入する。

　　　之の際，投入及び揚収に便利である様，径8耗，長約3米の索の一端に，径3

　　　寸の硝子浮子を付けたものを薄着した。

　本船海流板よP離れ．漂泊にうつP，0920より甲板部士官に依って，　レーダーに依

　り，海流板の方向及び距離を，ロラPレに依り蓮続的に4H6及び4H7に就いて測

　定を行い次の様な観測値を：得た。

観測値：

番号
　　　1
時　間l
　　　i4H6

ロラFンの読み取り

0920｝
　30｝
。94。i
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50i
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ユ・。引
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　　　16487．0　1
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備考　ロラーンの測定値は総てGround　waveを使用した○

　　気象状況　　　　　　　　　　　　　　レーダーの状況

　　天候　be　　Range　scale　1／d2！
　　風向　330　　Anti　Clutter　position　1つ’
　　風　　速　　　　5m／sec　　　　　Sea　return　　　　風上側エ。3ノ

　　海　　況　　　　2

作図

　位置記入用図，第6038号11を使用し，L3｛35。艮を33。30’NとしD．：Lat．10’

を11とする。

　：Loran　Tableより「4H6は1450～ユ500μS．4H7．は6450～6500μS．の間に於ける

　　　　　　　　　　　　　　　一54一

と

夫々10μS毎の値を比例に依って求め，予め認入船位Q決定蓼行ρたσ

　之の近海に於いては4H6の：Lopは曲線となる可きであるが，直線で処理したので，

之の為over　the　groundの位置の誤差はまのがれないけれども9声面流（P観測を目的と

した場合，考慮に入れる必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　図
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　　　　　　む　　　　330　　5＝08シなεo

摩3迄鐘

ρ

　　コーナ四　レフンツタ｝付

　海流板
各番号の矢印は当時の賭首方向

！

　船位を記入して行けば，第3図の様になる。2，3，7は測定上の誤Pが大きいので棄

却し，（ユ1）より（ユ8）迄1h10mに就V、て時三二の間隔を考慮し》スムースな線にて

結ばれる様に配列し，各船位から，レrダーに依る真方位及び麟陀用いて，コみナ｛

　　　　　　　　　　　　　　　、』一．55一
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レフレクター付海流板の時間的推移を記入すれば，第4図の如くになる。

結果

　海流板のdrifting　traceよリ

　　ユOh30　m（1）→11　h　30　rn（7）　回向　207。流程0．7／／hour

船の風圧に依る海流

　船邑海流板とが同一水塊に在って，コーナー　レフレクタ・一　〇一〇　船のdrifting

trace自身に当る風圧が，海流板に影響も与えなかったと仮定すれば　△一△　海流板の

drifting　trace船の海流板に対する変位は，船が風圧に依って偏流した位置の変化を示

すこととなる。

　第5図に示される様に，船は88。の方向に0．641／hの速度で漂流して居た事を示す◎

　当時の状況

風　向

F．D．

A．D．

Trin

330。

2．70M

3．70M

1。00M

風　　速5rn／sec

By　the　stern

5．コーナー　レフレクタ網付海流板

1．　風圧に依る影響

　　本実渦中の様に5m伍程度の風速では，海流板に左程の海流板影響を与えて居ない様

　であるが，之れに就いては，レフレクタPを：付けないものと，同一場所より漂流せしめ

　て，実験して見る必要がある。

2．今流に依る影響

　　波流に依る影響も，之の程度の風では，水面下約40糎の海流板に与えて居ないと考え

　ても支障無いと思はれるが，水面下1米以下に置く様にしたら宜しいと思う。

3．　コーナー　レフレクターの大きさ及び水面上の高さ。

　　電波反射体の有効面積から見れば，大きい三又被反射体の高さは高V・程良V・が，風圧に

　依る偏流及び傾斜を考えればa2灰　高さ3米が其の限度だと思はれる。

6．　利　　用

　1。船の風圧に依る影響を測定する場合レーダーと併用すれば，海流，潮流，吹送流等の

　　影響を消却出来るから，又観測も容易で，蓮用学上の基礎実験の材料となる。

　2．1度に10個程流し，レーダーのスコープ上で，10分間隔位にチエツクすれば，水

　　の移動状況を容易につかみ得るので，定置面場に於ける，流れの実際の観測及び港湾等

　　に於ける潮流観測に使用しても便利であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　一56一

1

7．　あとがき

　　以上は，海の流れ，の観測の為に，海流板にコーナー　レ’フレクターを付けて行った基礎

　実験の報告であるが，ロラーン　レーダーを使用すれげ，今迄の方法に依ってる不可能で

　あったものが，弱る程度可能となって来た事も示して居ると思う。其の他伊豆伊東の定置

　漁業も対象として一浬に10個の海流板を流し高潮位2時間から3時間に於ける流れの

　状況を測定して1ただ想像して居たものに比して，大いなる変化があった事を認めだ。海

　流板用コーナーレフレクタ桝の大きさとが高さの決定等と共に，更に之の様な実験を進め

　て海流潮流を求める為の海流測器と為す事を目的とし易い。「

　　勿論本報告は此の様な方法に依って表面流の観測が出来る事を示して居るので，八丈島

　近海の海流等を数的に表はしたものではない事を御断りして置く。

RCA：Radarの周波数測定結果について

三波工業池谷増噛太

　昭和25年1月18β附連合軍総司令部のRadar　Policyに関するMernorandamによ

P航海用レーダーの輸入使用が絡戦後はじめて許可せられたので，同年中期以後欧米各社の製

品が各種の船舶に装備使用せられる様になったことは御承知の通Pである。

　レーダーは昭和25年6月1日から施行せられた電波法に基いて冤許の申請並に落成後の

検査を：受ける必要がある訳であP同法に伴V・発布せられた電波監理委員会規則である無線局冤

許手続規則第五條によると，レ門ダーに関する工事設計の範囲及様式は下記の通り定められて

V・る。

　①　型式又は名称，周波数帯，中心周波数，送信出力，パルス帳及繰返し周波数

　（2）：最小及最大の測定距離の確度

　③　室中線の回転速度，水離面の主輻射の角度の幅及方位の測定確度

　（4）真室管（名称及個数による）

　（5）室中線系（室中線の型式，構成，塞中線柱の種類及高さ等

　（6）電線設備

　次に本論に入り周波数遡及中心周波数に就いて述べる。

　RCAのCR－101A　i型，　CR－103型及CR－104型レーダーは周波i数帯9320乃至9430

Mc！s（所謂3．2cmバンド）で中心周波数は9375　Mc／sである。即ちこれらに使用せられて

v、るマグネトロン725Aの中心周波数は9375　Mc／sであり，生産され完ものは士30　Mc／s

　　　　　　　　　　　　　　　　　－57一
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の偏差を許すこととなっているために，実際の周波数は9345乃至9405Mc／sの闇にある乙

とになる。ところが・マグネトロンの周波数は負荷や周囲温度の変化等のため更に約25Mc／sす

るものと見込んでこれらの要素を綜合すると　±55Mc／sの偏差が生じ得ること思なるから，

RCAレーダーの周波数帯域幅は110　Mc／s従って9320乃至9430　Mc／sの波周数帯と＼ρう

ことにプよる訳である（所謂3．2crr1バンドの周波数公開表の規定によれば932◎乃至950◎Mc！s

とな・つている）Q

　従って上記の数字で申請したと乙うが中央当局で資料収集中とV・う関係もあってか，実際の

測定結果を記入申請する様とのことで柳か間誤ついたのである。というのは，当時はまだ充分

信頼し得る測定表置の持合せが無いことは勿論であるが，一方輸入レーダーの殆んどが減税品

扱のものであるため税関関係から機器は直接施設すべき船舶又は造船所の保税倉庫に持込む必

要があP，サービスエージエントの工場等で作動させることが不可能であったからである。従

って当初は電波監理局の落成後の御検査の際に予備マグネトμンの周波数測定をも御願してそ

れを順送りに，』 氓ﾌ施設に使用するという方法を採った。然しその様な方法を続けるべきでは

無いので私共はRICA社に対してマグネトロンの一つ一つに就いて測定結果をその発送前に玄

室便で通知して貰い，これを申請書に書き込むこととした。

　その結果別表で見られる様に昭和26年夏秋の頃はRCAの測定値と落成後の監理局検査の

際の測定：値との間に十20Mc／sという略一一定の差のある乙とが目につ》・たのでRCA社に対

．してこの実状を報告すると共にRCAの測定方法並に測定装置の確度に就いて質問したところ

：RCAとしてはその測定値には充分自信があり，責任がもてるとの返事であったので爾来良CA

の測定値で申譜を：することとして来た。

　昨年末からは上記の一定偏差量は略＋10Mq／sとなっているが（別表参照）測定誤差とも

考へ難い点があり更に研究して見たいと考えている。然るに最近検査の際の測定結果によると

（別表参照・当10月31日第十二文丸での結果は著しく大きな偏差を示しているが，これは

測定の誤りであったことが再測定の結果間もなく判明）前述の様に一方に偏さる乙とは無くな

って所謂測定誤差とでも言うべきものカミ現はれているかに考えられる。何れにしても偏差：量は

千分の一程度以下になって来ていることであるから，斯程糎波測定装置の確度が一殺と赫土す

るまでは鰍測定値のこの搬の差は止むを得ないではある齢か。　　　　＼＼

　因に本年5月24部付の“船舶に施設するレーダー装置の三二について”電波監理局長か

ら各地方電波監理局長宛通達された所により

　（一）周波数帯は9320乃至9500Mc／sに制限して指示する乙と。

　（二）中心周波数についてはマグネト減ン725A　を使用するものは9375　Mc／sを指定す

　　　ること。

　ということになりRCAレーダーの申請上簡略に措置が出来る様になったことを附記する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一58・一
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表

RCAのRadar　Magnetron　Frequencyの測定

測 定
レーダー型式

月　日

1
船
　
名
炉 lr場　所

26－8－17 の　‘　　　　と
「大　　　　　阪 9356 9376 十20

1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@CR403　1　　　・　　1

8－28 こ　　し　　き 広　　　　島 9365 9383 十18 〃

9－10 ひ　　ら　　と・ グ 9370 9388 十18 1　　〃　　　1

11－16 こ　　う　　ず 新　　　　潟 9368 9381 十18 〃

27－2－14 五五口米丸 門　　　　　司 9373 9382 ・十9
〃

2－27 i那　智　春　丸 因　　　　　島 9371 9381 十10 C：R－101A

5－22 第一大柘丸 佐　　世　　保 9371 9382 十11 CR噌103
9－22 第十五：交丸 下　　　　　関 93841

　193841
・・1

〃

9－27

X－29

X－30

V

第　七　関丸苑諱{二蹴第　七　：交　丸1第　八　：交　丸 長　　　　　浦

@　〃
@　ヴ
@　〃

9367

U370

S9366

X374

9372

@i｡断
　　＋5　i
X378　＋8｝

@　＝l　　　　l

〃
〃
〃
〃

10－7 東　　栄　　丸 下　　　　　関 9377 9375 一2　　1 CA－104

10－31 第十二文丸 げ 9371 ※9436
＋65｛

C：R－103

国鉄青照連絡船：RADA．R鶴1；使用ぜる

マゲネトロ ン及びクラ イス ト ロンの
壽命調査について

国鉄電気局 木 本 裕　之
1

緒 言

　昭和25年青函連絡船ユ4隻に波長3．2cm，90CO　MC　RA：DA嚢を装備し，現在まで使用

して来たRADARのマグネトロンとクライストロンの寿命時間についで調査を行って見た。

此の調査は14隻巨船について行ったものであり，14隻中11隻はスペリ門製1型で，他の

3隻はRCA製CR．101型である。　RADAHの使用時間は，全航行時間。常に使用されて居

らす，必要に応じて使用され，各船に依って異り，昭和25年装備後2ク：年を経過したもので

も，2000時聞～35GO二間の間である。従って寿命調．査も此の時聞内にて行われたもので，現在

偉，使用中のものは，14隻中，マグネトロンは6隻，クライストロンは2隻で，竜う暫くン

寿命時間の調査をする必要があり，之を継続中であるがRADARの使用者，或は最：近本邦で

もRADAR用9000　MC帯のマグネトロン及びクライストにンの試作が始められているので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一
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3，壽　命　調　査

　寿命調査は，次表の如く船名，レPダー装備後の取替度数期日，真前管使用開始より発振

不能までの時闇について行ったもので，時聞はセットのタイムレコPダの読み取りに依る。期

日のi現；在は昭和27年11月30日

　
数
　
度
1

弘
購

潤
ン
　
丸

。
名

ト

ネ
　
爺

妙
．
船　
洞

－
．3

丸
丸

蹄
周

洋
摩

大　　雪　　：丸

第6青函丸

第7青函丸

第8青函丸

丸
丸

見
勝

北
十

渡　　島　　丸

日　　高　　丸

第11青函丸（R）

第12青函丸（R）

石　狩　丸（R）

　　　　　　　　期

　　　　自25．9．22

　　　　’自　27．　5．　5

0　　　自25．10．16

2　　　自25．11．8

　　　　自　26．　4．30

　　　　自27．2．14

1　　　自25．12。26

　　　　自　27。　1．22

0　　 自26．3．31

1　　　　　　　自　26．　1．27

　　　　自27．7．9

1　　 自26．2．10

　　　　自　27。　2。10

0　　 自26．2●26

1　　　　　　　自　26．　2。26

　　　　自27．2．28

0　　　　　　　自　25．　9．26

0　　　　　　　自　26．　1．29

3自25唖11．3
　　　　自26．3．22

　　　　自27．1．9

　　　　自27。6．2

0　　 自25．11．5

1　　　　　　　自　25。12．　2

　　　　自27．3．21

　　　－62一

　日

至27．5．4

至現　在

至現　在

至26．4．29

．至　27。　2．13

至現　在

至27．1．21

至i現　在

至現　；在

至27．7．8

至現　在

至27．2．9

至現　在

至現　在

至27．2．27

至現　在．

．至27．11．14

至現　在

至26．3．22

至27。1。9

至27。6。2

至27．エ1．5

至現　在

至27．3．25

至現　在

聞
働
鷲
鰯
三
三
鰯
鮒
欝
獅
説
踊
鵬
㈱
鰹
旧
窟
鯉
戴
聡
麗

時
ユ
　
　
ユ
　
　
　
　
　
一
1
ー
ユ
　
　
　
　
　
一
　
　
　
1
2
　
　
1 7
・
0
6
エ
Q
σ

3
・
4
5
0
◎
1

7
・
6
4
∩
δ
5

　
　
9
臼
噌
⊥

－
⊥

32．　クライストロン

　　　船　　名

　　摩　　周　　丸

大　　雪　　丸

第6青函丸

第7青函丸

第8青函三

十　　勝　　丸

丸
丸

島
高

渡
日

第11青函丸（R）

第12青函丸（R）

石　狩　丸（R）

2K：25

取替度数

　　1

1

1

1

3

3

剛
⊥
－
⊥

ハ
U
（
V
刈
⊥

π
噛

　　　期

自25．11．8

自26．5．4

自25．12．26

自26．6．5

自　26．　3．31

自26．10．2

自26．1．27

自26．12．6

自26．2．16

自27．4．6

自27．9．11

自26。2．26

自27．2．1

自27．4．8

自25．9。26

自26．1．29

自27．6．17

自25、11．3

自25．11．5

自25．12．2

自27．3．6

　日　　　　　　　時　閤

．至26．5．3　　　　　840

．至　現　　；在…　　　　　　　　　ユ170

．至26．6。4　　　722

至i現　在　　　　　2332

至26．10。28　　　440

至27ユ1．30　　1122

．至　26．12．　6　　　　　　　　716

至27．11．13　　　　　824

．至27．　4．　6　　　　　　　1215

至27．9．11　　　　　356

至現　在　　　　　188

至27．2．1　　　722

．至　27。　4。　8　　　　　　　　251

至27．10．11　　　　　413

．…至　27．11。30　　　　　　　1400

．至27．　6．17　　　　　　1985

至27．12．17（現在）　472

至27．11．5　　　　3467

至　27．11．30　　　　　　　2456

至27．　3．　6　　　　　　　1348．．

．至27．11。30　、　　　　　　652

　　3。3以上の如く昭和25年9月より昭和27年11月30日迄の調査に依勤，マグネト

ρン及びクラ・fストロンの使用率，即ち使用時間に対する消耗の度合は次の様なグラフとなっ

た。此のグラフに依るとマグネトロン及びクライストロンの消耗率はクライストロンの方が稻

汝悪V・。何れも200時間以内ならば，ユ00％使用し得るが，1000時闇使える真室管は現在の

ところ，入手真室管の数に対して48％乃至47％が予想されることになる。然しマグネトロ

ンにつV・ては現在使用中の真室管が1000時聞を越えており傾向としては1000時間から2000

時閤の間のカーブは相対的に上昇すると思われる。クライストロンについては30CO時闇を越

る球もあり，その反面300時聞から400時問程度のものもある。
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4，結

200　　400　　600　　800　／000　／200　岬0　1600　1800　200022002400　260028003000320034003600

　　　　　　　　　　　　使用時間　（時間）

言

　RADARを設置して2ケ年を：経て，その間1台のセットにつきマグネトロン・ク7イス

ト。ンの購本数は1本或は2本で非常に少憾であっ鋤㍉実際世用時間を調べて見る

と，通信管に比し相当短い。

球の故障については，マグ朴・ンは，オモ弱ドブイラメンLクライス樽ンは劉同の

メツシユ当りに問題があると思われるので，此の点，不良管につV・て調査を行って行きたV・と

思う。

　国鉄では現在4000瓢Cの多重通信は，和製のマグネトロン，クライストロンを使用してい

るが，その寿命は，マグネト・ンは3000時間を越え，クライスト・ンも1500時間亭均して

使用し得るので9000MC帯の真室管も此の程度の寿命を保ちたいと思っている。最：後に・本

調査に協力された青函鉄道管理局国務課小坂幸吉氏の御努力を謝す。

Comer〕R岨ectorに就て

ま　え　が　港

熊　凝　武　晴

　Comer：Reflectorがノ」・型で強力な反射体である乙とは従来より知られている処で色々の実

験記録がある。然し商業用Radarで果して遠距離i用の反射体として利用出来るかと云ふこと

が問題で，鮪延縄の流失防止或は縄成りの如何を知るために使用するCorner　Reflector付浮

　　　　　　　　　　　　　　　　　一64一

堕L、

標，鮭鱒流網用浮標，又は捕鯨用標識浮標としての可能性を確認する必要がある。莫国の

International　meeting　on　Radio　Aids　to　marine　navigationで行われた実験結果が可成

り良い数値を報告されて》・るのに反し，日本に於ける実験がそれ程迄の結果を：表わしていない

ので再確認の意味で実験を行うことにした。

　　　　実　験

　1．実験に使用したCorner　ReHector

　実験に用いたComer　Reflectorは日光商事株式会社の厚意に依って英国kelvin　heath

会社製のSolid型（各紙30糎，8面を有する重量40王bs．）及びRaft型（金網製，各辺

60糎，8面を有するもの）の二種類を用うることにした。このCornerReHectorの各面の

反射能は次式に依って定められたものである。’　　　　　　　　　　　　　　　嚢
　　　5。2A　　λ　Wave　length　of　the　radiation．

　　　　λ2
　　　　　　　　APro∫ected　area　of　the　ope：n　face　of　the　comeL

2．測定に用いた：RadaL

　　Sperry　rnarine　Raδarを用V、た。

周波数

尖頭出力

パルス繰返数

室中線回転数

P。P．1。　ロ径

Ascope口径

Sanerの高さ

　定

9345～94◎4M．C．
　　　　　　　　／
　　　　30K．　W．

　　1，0GOC／S

　　　　ユ5RIS

　　　　ユ2inchs

　　　　3　グ

　　　　15m

3．測

　Marine：RadearにAscopeを装置してAscopeとP．　P．耳．　scopeと両方で2．　OGO　m

に於けるAscope上パルス巾をstandardとしてGainの調整量を：mAmp．で読みとる方

法を用い，反射感交零になるときの値をとった。

　C◎rner　ReHectorめ鬼面：方法は第1図の様な方法をとって4節の定速で航走させて，後

部より追尾測定法をとった。Raderは碇泊中の海鷹丸を：用い両船で定時測定を行った。：Rader

に依る測定距離と七号艇上に於ける六分儀による船位より求めた海図上の距離との差は約1％

で合致したので測定方法は正確であったと思う。勿論各Corner　ReHectorと曳航索の長さの

改正は計算的に行った。曳航中Corner　Re且ectorは傾斜する乙となく，垂直に近い状態で

水面上の高さを極少にとどめることが出来た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　図
　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　　　Solid型　　　　　　　Ne七型

　　　　　　　　　　　　＼　　200／π　　　　　200侃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　噌　’「一

　　　　　　　　　　　　　　ロヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　，　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　・・　　　　曇．二＝．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多霧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

　　結　＝果

　乙の実験は昭和27年7月17日～18日館山湾で行ったもので第1表；第2表の値を得

π。抵抗減衰器が製作に手聞取って間に合わなかったので，やむなくGai貧の増減をm。　Amp。

で読む方法を用いたので測定精度に対しては粗雑なことは元より覚悟の上で大体の傾向を求め

ることが出来た。第2図は英国に於ける60crnのCorner　ReHectorの実験値で》今回の

実験旧離3図とは大分相違した。英国の実験は60cm　solid型で，本実験に用いたものは

30cm　so玉id型で反射能が自然悪くなっている。又60　cm　net型は3⑪cm　solid型とその反

射能に於て殆んど近似している。

　　　第　1　表　　　30cm　Solid　Comer　ReHec勧r　July　17　th．，1952

「
i　Hour
ト

0845

0858

0915

0930

0950

1010

1030

1040

m．Amp

0．360

0．319

0．280

0．190

0．218

0。200

0．18◎

0．160

actual
Distance

Radar
Distance

　　Mi

L・・

・．351

　　　1

、8。1

●　　　i

　　　t

210i

2．50i

2．90・・

3．20

3．40

1．08

1．37

M

1．80

2．09

2．50

2．91

3．21

3．41

Ascope Re組aτk

〃

＿八＿ノこ

weathor　B．

…卦｛謡13C

一

匹一エ・◎8mbl

Wind

Sea

WSW

3～4

4
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第　2　表
Solid（30　cm）＆Net（60　cm）Co：mer　ReHector　July　18塩み1952

Hour

1102

　07

　13

　17

　20

　30

　35

　40

　45

　48

　55、

1200

　05

　13

　30

No．7．1道nch

m．Amp．

．355

．332

．290

．317

．300

．323

．207

．202

．175

．185

．184

乙192

．191

．190

Dist．

5
5
5
9
1
9
．
9
1
5
8
5
5
2
4
5
．
0

6
9
3
5
8
4
8
1
4
6
0
3
4
6
7

M
・
・
工
工
L
a
a
a
a
a
4
・
4
4
4
・
ε

Solid　Refleter

m．Amp．

．320

．338

．280

．268

．261

．20◎

．160

．125

．120

．137

Dist．

M
．55

．85

1．20

1．50

1．79

2．29

2．70

3．10

3．55

3．95

4．29

4．35

Net　Reflector

！n二A艶p． Dist．　も

Rernark

ヨ

．300

．342

．285

．278

．278

．200

。158

．139

．158

．135

．158

．130

M
．47

．77

1．15

1．44

1．70

2．30

・2．63

3．04

3．50

3。91

4．19

4．28

1122　antenaを回
転した。

測定限度

7号艇消える

Weathcr．　C

　　　ピair　　22．1。C

Teｩ，ea　2躍C Pressure．1008mb wi・d．琴S・a　2

ス00

　30

　おり
遷．・・

壽・・

寒50

贈
鵡
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反射の傾向は大体に於て第2図，第3図にあるごとく相似の形をとって居る。

　第　3　表

Refiector

英国での実験
実験用Solid　型

　〃　net　型
七　　号　　艇i

稜の高さ　水面上の高さ

　Cm
60

30

60

m
4
2
2
闇
0

　
4
⊥
噌
⊥
3

、スキヤか幅さ降大蟹
　　　　　m16

P5

V

〃

M
　9

4．2

4．3

5。5

一67・一一
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　以上第三表より見ると

　1．Corner　ReHectorの反射可能距離は，その反射面積に比例する。

2．最大距離はComer　ReHecterの反射面積の外に海面反射のno1se　level以上でなげ

　　ればならないので水面上の高さに比例することも同時に考へられる。

　漁業用浮標の標識竿の高さは2～3米のものを用ふるから，水面上の高さを変えることによ

って最：大距離を延すことが可能である。solid型とnet型の問題であるが，　net型は風圧によ

る傾斜汚§極めて少いので漁業用浮標には好都合で反射能に就てはsolid型の2倍にすること

によって同一の有効量：を得られる。

む　　す　　び

　この実験は測定装置の準備が不充分であったので抵抗減衰器の完成次第両実験を行ふ積りで
蓼一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
あるが14総屯の木造船と殆んど近似の効果を有することがわかった。実験に当った東京水産

大学の練習船海鷹丸の各位並にAscopeの製作並に測定に御協力を得た東京計器製造所に対

し深謝して稿を回る。

一68一一

第四部　ロラ　ン関係

本邦におけるロランステーションの

選定について

Lはしがき

商船大学庄司和民

’電波航法研究報告（第2輯）に船主協会より発表されたロラン設置位置の希望が述べられた

が，今一歩北方の航路の安全を期するためにいろいろな場合につV・て考えて見たものである。

ここで考慮した差を列挙してみると，

　1．北海道東方海上の減ラン位置の線を増やす。

　2．　ロランで澹岸航海も行うため，北海道溜岸航海にも使えるようにする。

　3．　日本海側は一応塞間波のみにする。

　4．地点については卒面的にのみ考え，他の補給や電源，建設の難易，居住性等は旧く考え

　　す，この点は設置にあたって具体的になった時は，以下述べる附近で適当な所を選ぶ。（例

　　えば艇i崎については宮古にする等）

　5．将来キ島方面にもステーションを設け北大雫洋チェーンとの連繋も考える。

　6．経済的に考えて新設し得る局が四つ，

　　三つ，二つの場合等について考える。

　以上のようであるが，その精度，利用範囲，

到達距離等につV・ては次のように定めて考え

1たものである。

　イ．精　　度

　　　　地上波については，1μSで1浬以

　　　　内の範囲

　　　　塞間波については，2μSで5浬以

　　　　内の範囲

　ロ，到蓬距離

　　　　海上書間における地表波は750浬

　　　　夜聞塞間波は250以上1400浬

地
上
波
の
到
達
距
離
（
浬

一69一一一

　　　　　第　一　図
海上の到達距離60浬の状態における
介在陸地の量に対する到達距離の窄化

700
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S00
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　　イト在サる陸地の距離（浬）
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　　　夜間海上地表波は450浬

　　　陸地の影響は第1図による。

ハ．北太三洋ロラン利用範囲については米国水路部発行のロランカタログによる。

これらにつbては第2輯の鮫島直人先生の「ロラン位置の線の誤差について」を参照し距。

2．四局の縣設が許さ乳る場合　第2図

　　M犬吠崎／
　　　　　　　　基線厘毛380三里
　　s襟二三∫

筆灘｝基線約27・浬

　霧多い北海道浴岸航路にも利用出

来るように考えると，第2図のよう

に基線を交錯させることが最もよ

い。落石は次に将来千島列島中の得

撫島叉は新知島にS局を置くことを：

前提としてM局とする。

　尻矢崎から室蘭にかけての航路を

安全にするためには成可く直：角に交

錯させた方がよいので，ある意昧か

ら言って饒崎よりは八戸の方がよい

かも知れない。又それよりも尻矢に

近よると基地間に陸地をはさむよう

になるのでさけた方がよいと考え

る。叉，襟裳岬より室蘭によると，

　　第　二　図

四局設置の場合

6

9
導

」
♪

。（

　　　　　　襟．

　　　　　　鮭埼

犬吠埼

）！．

飛　憾石埼

）

三陸沿岸を基地間にはさむからこれもさけた。

3。三局の設置が許される場合

　この場合は次の二つに分けられる。

イ．大島の現在の局を犬吠崎にうつし，ここを共通のS局として，襟裳岬をM局とする

組をつくり，落石崎をM二二崎をS局とする一組とすれば，先に述べた場合と同じに

　なる。但し乙れは硫黄島大島の組局が‘硫黄島犬吠崎となるため，現在用いられているチ

　ャートやテーブルを作り直すことが大変となる。然しこのように移し直す例はハワイ群島

　や，アリューシャン等にあり，今思切ってやるならば，将来非常に役立つものと考えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　一一一70一

る。一時の混乱煩雑は甘受して大英断で張行ずることも必要ではなかろうか。大島をその

ままにして襟裳岬と組むこと鰭えられるが全基線難465浬のうち・の約半分にあたる

220浬が陸地を横断することとなP一寸無理ではないかと思われるからである。（勿論実験

の結果同期が充分とれるならばよいわけではあるが）。

ロ．尻矢崎東方海上のロラン位置の線の交叉を断念して，第3図のように鯖崎，犬吠崎，落

石崎に設置し，無崎を共通のM局，犬吠崎，落石崎をS局とする。

蟹吠露盤約24・浬　轟喰合

M鯖 ｬ基線約27。浬
S　落石崎ソ

4．二局の設置か許さ瓢る場合

イ．大島を犬吠崎に移すことが出来た

　らば，先の3のロ。の場合と同じ形

　が，犬吠崎を共通のSとすること

　によって可能となる。

ロ．大島を：共通のS局とし，無崎と

　硫黄島両方を受持たせる。無二を共

　通のM局とし，大島と落石崎にS

　局とする。

　　M藍崎！基町37。浬
　　S大島／　（陸上約150浬）

確認基線約27・浬

喝

　この時もし鮭崎大島問が無理ならば金i華山としてもよい。その時は局は次のようにな

るo

M金鋤 搭ﾟ24。浬
　S　大　島！　（陸上約120浬）

瀦露｝聯耀

5．む　　す　　び

以上いろいろのべたが，、そんな乙んなを：議論しているうちに，米軍では作戦上の必要から，

　　　　　　　　　　　　　　　　一71一
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新潟をM局として松前と米子にS局をお）・て，日本海側にロラン局を設置してv・る。この

揚合室間波を：利用するならば太乎洋の船舶にも使用出来るが，地上波は一寸太亭洋上では使用

出来な》・。これは航室用とするならばある程度以上の高度を保てば，太雫洋側でも地上波が利

用出来るだらう。

　然しこのように日本海側に出来てしまうと，太雫洋側に新しく設けることがなんとなく無駄

になって来る。というのは・遠距離から利用しようとする時は塞間波を使う他なく，塞闇波を

使うならば・前述のように日本海側でも差支えないからである。ロランは塞聞波を：利用出来る

ことが，利点の大きな要素であるから一寸新設が足踏みされる所以である。

　ここで大局的見地から浴岸及中距離航法の補助施設として・ランを使用するかどうかという

ことである。もしそうならば，日本海側に出来ていても，是非4局を設置して，最も澹岸航海

として危険多く利用度の高V・北海道航路を安杢にするため，2節の案を：用いなければならな

い・叉ロランは遠距離だけで，近距離及中距離の航法には，英国滑岸のようにデツカナビゲー．

ターを用いるかにラックを用いるというように，別に精度のよい電波航法を考えるならば，ロ

ランの局としては今の日本海に出来たので充分であることである。今こそ将来のこともよく考

慮して，日本没岸に於ける航海補助施設の一大計画を樹てるべきでなかろうか。これは電波航

法の面からのみでなく，視覚航法の見地からも叉航海のみならす門番の面からも，大きな計画

機関をつくって討議し政府の方針を樹立することを勧告するものである。

入漁忠臣湊泊地面懐中に於けろ：L・ran

の一書夜観測結果其の他

1．　は　　し　　カζ　き

東京水産大学灘丸原田勝美
　　　　　　　　　　　　小澤敬家郎

　　：Loranの取扱者として第1に感ずる事は，　scope上のsigna1ボground　waveである

　か，客sky　waveであるか，　sky　waveならば，それが1Hop－Eかその他のLoranの測

　定に使用されて居な》、sky　waveではなV・かと雪う事を心配する。

・　伝幡波の受信に於V・ては衆知の様に，noiseの年変化及び日変化の消長に依って左右される

　　から，required　signalも之に伴って変化する。本島に於いて取扱者がLoran　signa1に

　　なれる為の一手段として，夏季中緯度地方で，各局からの距離も夫々異った場所で，一書夜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一72一

⊥

連続して測定する事に依って，その大様をつかみ得た。

　それと共に，本研究会に於いて，船位誤差に関して，種々論議されて居られるので，その一

助ともなれば幸いで当時のde篭aその儘記載させてv一・ただき参考に供し度いと思う。

　本観測は洋上の定点に於V・て行へば，勿論最適ではあるが，洋上に於いては般の定置が不可

能である為比較的wav。が・ver　la鍼して来る事に依る影響の少v・と・思は鵬八丈島神

漢i泊地に碇置して行った。

　装備された：Loranを取扱∀・始めて，1年余になるので，此の間に於いて，気のついた事項

に就いて，取扱者の立場から附記するが，併せて参考と成れば幸いである。

2。八丈島に於ける観灘

ユ．笑　　施　　日

2．　使　　用　　器

3．観　　　測

4。　地

霊昭和27年8月22日1400より翌23日1200まで

械　　海鷹丸装備　Sperry　Loran．

者　　甲板部士官

点，八丈島　神湊泊地

　　　：Lat。33。7．90／N，　Long．130。48．681　E。

　之の地点に於ける：Loran　tableから求めたTime　difεerence．

　　　4H6　　　　　　　　　　　　1，671。0μS。

　　　4H7　　　　　　　　　　　　6，433．5μS．

　之の地点より各局までの距離

5．観測に使用した波

IW6　jima

Osima

OkiDawa

Ground　wave．

Sky　wavelHOP－E．

一73一

505miles．

94〃

735〃
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7．当時の気象状況
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ユ0ユ1．3　　Moon　age．

1011．9　　　　　22d．　　　1．5day

1011．6　Sun　set．　18　h　19　m

1011．1

1011。4　　　Sun　rise　　　　5h　　8　m

ユ01ユ．0

8．各観測の誤差

　　観測した教が少鴨に・判定を下すことは出来舳が，「応C・卑put・d・euadin窪

　を基として見れば測定値の90％は次の様に分布して居ると考へても差支へないと思わ

　れ・る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　，

＼

4T1

4H6　十3．6μ．S．±0．7μ．S．

4H7　－0．3μ．S．±1．4μ．S．

∠T2 4T3 ノ丁慮

十1．5μ．S．土2．0μ．S。
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L　I／

　　4T1の4：H6及び4H7に於ける十3．6及び「0．3μ．S．には，　Loran‘tableの其

　の精度に基く誤差とか又Indicatorのerror、等が含まれる。又±0．7及び士ユ．4μ．S．

　には，測定誤差（∠t）が主体であると考へられる。

　　Sky　waveを使用した場合に，∠T3の十1．5μ．S．」T4の3．1μ・S・には・sky

　wave　corrctionの誤差が含まれて来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　此の地点に於ける4H6のLOPは，双曲線の一帯として曲線になる可きであるが，

　：Loran　Tableを使用する時，回れを直線で処理する為に，第1図で見られる様な此の

　測定地点に於いては，のG！3約しOPのズレが生じて居る。

　　4H6では本図の五から∠S！4x　4．ノ1／50μ．S。即ち0！3！3．7μS。となり，約3．7μ．S．

　程度の誤差が生じて居る。之の値は∠T、の＋3．6μ．S．と略一一致して表われて居る。

9．：Loranのscope上に蜜ける各signa1の見え具合の変化。

　　前表のvisual　variation　of　Signalsを簡単な図にて表はして見ると次の様になる。
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　　執！のレ2　　0　　　　　　0400　　　　0800　　　　／〉乞）o／・し　　　　　／6　　　　　　20　　　　　24

　　　　　　　　　　／尉oZ〃η∠し　　　　　　505ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃

ト…一・
、＼
@＼×　　＼

／

x一×一一

＼、
?@＼　＼ 　　〆@〆�ャm^

／

一※一※一※一x
経一＋＿刈

× ／）ぐ ●

→（＼

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

~一一一1×」一一※一一一う《一一一うぐ

0 　4

05磁
8

几
ノ
伽
％

トー…．譜＼
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、）←一一）（
　　　　　　　　　　　　　　＼

ノ6 20 24

1

3
2
ノ

0 　4　　　　・8

んノ。乙πu

．／V∂o几『

505’

16 20 24

一一箞黶r←一弾一）ぞ一
＼

x一一一x一一一
^
．
）
（

＼、、

_＼　　　　　ノ←一一一x

o 　4　　　　　8

0ん照〃風

〈わ。几

　　　ノ735

16 20

つ
り
2
1
多

司
卜
1
」
忽

一77一

　



瞬丁’「

　1

紹

1
」

－．

b
－
甲

　
ヒ
ロ
．
1

　
　
一
丸
3
1

　
　
　
　
卜
　
1
．

　
　
　
　
　
　
　
㍗

　
　
　
　
　
　
　
－
1
司
卍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
－
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
1
凸
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
D
h
I
I
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
。
．
哩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
　
口

　夜間はsky　waveが顕著であるが，日出近くから減嚢し始めground　waveが日

出後4時間位は明かに認められるが，視正午近く，不安定となる。

　午後午前と逆で，日没後sky　waveカ§顕著になる。

　夜間に於けるsky　waveの測定には，1Hop－E以外の波と混同し易く，又，波形

『の変化も有って，明瞭に認められる割に測定は困難である。

3。あ　と　が　き

　1日の問に於けるTime　difだerence一の変花とか叉：LoPの誤差を：求める事は，観測数が少

かった事と，比較的良》・波数にのみ観測を行った為に，一般的な場合の誤差等に就V・て求め出

す事が出来なかった。

　しかし，取扱者としては，一書夜に於ける，又夫々のStationからの距離に於ける，’各波

の形をつかみ得て，その後の：Loranの測定に充分役立てる事が出来た。

4・附言（取扱い其の他に就v・て）

a）本艀に於いては，航海中其の海区に於ける，表面流の観測を行う為に，本邦太雫洋岸

　海図には予め4：H6及び4H7のLOPが記入されて居るし，又太洋弓海中には位置記

　入用図上に・各士官が当直の当初，航走すると予想される区域に：Lopを記入して，測

　定後の計算を省く様にして居る。

b）以上の様にLoran　chartを使用すれば，予め変針地点のTime　d遣erenceを：整へ

　て置いて，Scope上でmatchした時変針する事と出来るから，雑多な針路をだどる，

　海洋観側や・東海黄海に於ける漁船保護，監視，取締の航海にしぼしぱ使用された。

c）：LoranのLoP上を航走すればover　the　groundのcourseをたどれる訳で，澹

　岸航海中に在っても・犬吠崎から金…華山正横通過の航海紀伊水道南部から4H71，800

　μ・S・線上の潮岬沖への航海，観測中の微速に依る航法，特に黒潮流域横断航海等に利

　話して，Loranの非常に有力な器械である事を認めて居る。

　　Scope上で票均2μ・S・以上のmatchi貧9のズレは一目して判るから，その際針路

　を少しつつ調整して，Lop上に乗る様にして居れば良い。

一78一

第五部　その他

L　序

モナコの国際水路会議に出席して

水路部松崎卓一

　去る4月26日，私は水路部長に随伴して飛行機で東京を出発，29日からモナコで開かれ

た国際水路会議に出席，帰路英・仏・独の水路部を見学して6月7日帰国しました。本日はこ

の国際水路会議の模様を申心にお話しを進めたv’・と思v・ます。

　なお，解れからの御報告は，下身入が直接見たP聞いたり感じたりした事を；そのまま：お話

し申し上げるので話しが前後したり中には聞き違いや，v・わゆる皮相の感とv・いますか，事の

一面だけを見た結果を申し上げることもありますので，他の方の報告類とあるいは多少異なる

所があるかも知れませんが，その点は御容赦をお願いします。

2．出 発

　4月1日置渡航審議会で私どもの出張が決定したのですが，それから出発までの25日間は

　に多忙でしたQというのはちょうど15日から航塞料金が値上げになると聞いたので，その

前日、までに切符を買うべく奔走したからです。

　大臣からの発令，パスポPトの交附，目的国の大使館での査証，予防注射，さらに予算の組

替，ドル支払許可書の手続き等々，それに会議の準備，各自の個人的な準備もあるので，それ

はそれは海上保安庁，運輸省，外務省，大蔵省，日銀等の当事者にも非常な御無理をお願いし

たものです。こ乙でこの方の特別なおはからいに謝意を表しておきます。ただ，出国の時の予

防注射は独占的にセィロカ病院でやるようでありますが，これは他の病院でもよV・のではない

でしょうか，私見として申し添えておきます。

　欧洲へ旅行するのには，沢山の航塞会社があPますが，先輩の御注意や旅行日数の関係上最

短日数でしかも会議の前日にモナコに到着出来るSASの飛行機を選びましだところ案にたが

わす，途中は実に快適でした。往復ともで1CO時間飛んだ事になりますが，途中動揺を感じた

のは，印度大陸横断の時，カラチへ到着前のサンドスト幽ムに依るものと，ペルシャ湾上塞で

の1時間ぐらいと，帰路東京に着く1時間ぼど前，上下，前後に振れてやや不安な気持ちのし

た時のぽかは，実に静かな旅行でした。こんな長時間飛んでも発動機にも機体にも全撚故障の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一．
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おきない現在の門門事業の客となって昔の日本の航室をふりかえると驚歎の外ありません・・…・

昔の日本では飛行機は地上に居る方が長かったのですから。

3。患ナコと国際水路会議

　モナコ国は，モンテカロ市とモナコ市から出来ていて人口は約20万であるが，戦前に比べ

ると10万も減少している。

　町は私どもの予想に反して静かで，夜の9時ともなれば人通りもまれである。地中海の青と

室の青それに赤い屋根，緑の樹木，玉子色の壁，乙の自然の配色は見てウツトリとする風景で

ある。不思議なのは若い人が少く，老人の多いことで，老婦入でも香水をつけていて町全体が

よい香がする。目につくものはホテルと別荘と坂道の多V・乙と。熱海が東洋のモナコと称され

るがここには夜の女だけはい拠㌔

　仏国はだいたい物価の高V・所だが，その中でもモナコが一番高い。何にでも税がついてい

る。欧州の避寒，避暑地であるから5月半ろが一番入出が少く，、どのホテルもあいているらし

い。、このころを国際水路会議の会期に選んだものと思われる。モナコと国際水路会議は縁もゆ

かりもないように思えるが，実は現モナコ王の祖父，アルバート1世が大の海洋愛好者で，ヨ

ットを作り自ら海洋観測や海洋生物の研究をして世界的な三つの海洋関係施設を残しπ。すな

わち海洋博物館，国際水路局，モナコ港がそれである。

　国際水路局は，その建物をモナコ王が無料で提供し，維持費を寄附する関係上1921年乙の

モナコに創立されたのです。

　日本は創立当初からその有力摩一員として加入し大いに各国の水路業務に貢献していたが

1940年脱退した。しかし，絡戦後の1957年再び加入を許され，ζこに第6回国際水路会議

に戦後初の参加となったのであります。なお，次回も1957年の5月に乙の地で開かれる事に

決定を見ました。

4．第6圃水路会議

　今回の会議に参加した国は加盟国28ヶ国，非加盟国2ケ国でこのほかに測地，潮汐，海洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵯
等の学会並びにICAOの代表等75余名が集ま勤ました。

　4月29日は午前10時モナコ国王が臨席され，理事長ネーアス民の開会の辞があって開会

式を回り，同目の午後から浅裂回の総会が開かれました。

　会は莫国水路部長デー氏によってリードされ，議長にオランダ代表フアン・アスベツク中

将，副議長にスペイ，ン代表ガルシア晟が選出されました。会話は英，仏，スペインの3ケ国語

で，その翻訳は実にたくみでただ驚ぐばかりです。その後海図，航海，潮汐，財政，．法規，業

務，特別の7分科会が設置され，翌30日からそれぞれの分科会で討議される事になりました○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一80一 1

・叉，審議されるべき議題はヴ海図関係36，航海関係15，潮汐関係7，そめ他であります

が・残念ながら日本からは提出議題はあPませんでした。その日程は別奉に示してあります5

毎日午前は9時から正午まで，午後は2時から5時まででその間はフルに審議が行われ，開始

時刻もきわめて厳格で，正午になるとピタリと中止されて次回にまわされます。

　部屋も粗末な一室で，大きなテーブルの周囲に各代表が着席しそのいすも木造でクッション

もない至極簡単なものです。会議中はお茶一杯出るでなし，煙草を吸う人も少く，審議に熱中

しています。私もはじめての事であり，緊張そのもののため夕方ホテルに帰ると非常に疲労を：

感じて2週銅の会議を無事絡え得るかどうか心配したほどでした。帰国して先輩に話したとこ

ろ神経嚢弱にならすによかったとV・われたぼどで，実際，国際会議もこうなると命がけです。

つくづく語学不足のみじめさを痛感しました。、

　私は職務の関係上，海図，航海，潮汐の3分科会に出席しましたが，各国の代表は実によく

研究しておPま：した。山本側でも出発前約2ケ月以上連日調査研究して準備して行ったのです

が，なにぶん10年以上の室白の不利はま：ぬかれませんでした。各国代表は一議題について原

稿用紙1枚程度に意見を書いて来てこれを読むのですからその会議は実に速いのです。次の

57年の会議には少くと竜2年前から担当者を決めて蛇心準備して出席する事が肝要です。

　又，各代表とも日本には好意的で不快な事は一つもありませんでした。特に英，米，独，伊

はわれわれに親友のような厚意をよせ，東洋の代表タイ，インドネシャも日本に対して悪感悟

は全然なく，夜のカクテルパーチーでもよくドイツの代表と会談しました。書の会議につれて

ほとんど毎日夜は6時からカクテルノミ・テPが開かれ，シャンペンを十分に味わいました。米

の2回を最高に，英，仏，タイ，モナコ政庁，水路局からそれぞれ一回すつの招待があP，そ

のため，師君日の理事の選挙には，米，英，伊の順に当選，従来，英の理事長の位置が米の代

表とV・りかわりしたのは時代の変化を語っているとV・えましよう。私は夜の招待の準備に左，

タキシードを持参したのですが，一度も使わすに回りましたようなわけで，これも世の中が簡

素化された結果でしよう。

5．主　な　議題

　次に分科会で論議されたものの二，三をお話ししま二すげ

　一，灯高の基準面について

　現在，海図の水深は低潮面，一般の高さは午均水面を基準としている。しかし，英米では灯

高は高潮面を基準としている。それで灯高の基準面として雫均水面を使用すべきか高潮面を基

準とすべきかが問題となった。

　英代表の意見は「変更によってひき起される危険を回遜するため，すべての海員と世界を通

駐て英国海図を使用しでいるすべての入を再教育する必要がある。したがってこの修正は望ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81一
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「しいものではなV・。」と，また仏代表は「原則として賛成であるが訂正すべき箇所があまPにも

多く，この習慣の修正は出来な》・。」と，しかし小国側は平均水面に賛成，日本側も賛成，投票

の結果二二水面を基準面とする案が採択された。

　一，磁針図の廃止について

　磁針図の廃止についての各国の意見は次のとおPである。

　ノルウエP代表「漁夫を面くらわせる事になる，彼らは年5万枚の海図を使用してV・るか

ら○」

　デンマーク代表「10年前に海図から磁針図を取り去った。、その時漁夫から大きな抵抗にあ

ったがその計画は中止しなかった。」

　オランダ代表「私の国では既に廃止している。」

　ベルギー代表「将来廃止されるべきである。漁夫には二つのクラスがあり，その一つは遠航

でこれは真方位を必要とするQ他は短距離で，経験によって航路を知り，全く海図を：必要とし

なv・○」

　アルゼンチン代表「真に必要な場合のみ磁針図を使用する。」

　英国代表「世界の多くの船はいまだジャイμを有していなV’・ので，磁針図の必要を：感ずる。」

　米国代表「いまだ磁針図を保持しなければならな》・。われわれは変更しようと努めたが恐る

べき多数の反対にあった○」

　一，1／一ダー用海図について

　各国から現状の説明があった。

　莫代表「ロンドンの航海研究所で研究中である。現在第3版を刊行して意見を求めつつあ

る。詳細は国際水路詳論に記載されている。」

　ギリシャ代表「レーダー使用のため10，40，100，200，600mのコンターを記入した試作

図を作成中。」

　最近海図とP．P。1．の図形とを比較する器械がある。　P．　P。1。これで図形を海図に直接転写

できる，すなわち鏡の単一一な装置によって，海図上に直接P．PJ．図形の移動に成功したと婆

表。

　一，レーダーレフレクターと顕著なレーダーの図式について

　今，癸展段階の途中にあるので，図式の決定は保留された。

　英国ではテームス川の河口の全部の浮標に1／一ダーレフレクターの装置がしてある。それで

海図上浮標に対して記号を向かい側に書き入れてある。

　一，記号・略字について

　加聾因は，国際水路局に通告することなしに薪しい記号を探用してはならなV・。

　国際水路展はすでに海図，地図，航塞図に使用されてV・る他の記号との関蓮に関して研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一82一
一
．

し，注意すべきであり，また加盟国に配布しなければならい。

　彫れらの各国の具体的な問題については，次回の水路会議で研究されることになった。

　このようにして，海図分科会は5回，航海分科会は3回；潮汐分科会は1回で討議を絡り，

次v・て5月7日から総会が開かれ，分科会の報告を順次審議して採否を決定，9日午後の閉会

式をもつて第6回国際水路会議の幕は閉じられた。

　乙の11日間にわたった会議の議事録は，翌日には配布され，また，英，仏語の通訳者は1

名でその速記は婦入3名で処置されていた。もともと乙の水路局を，事務関係員，事務局長以

下8名で蓮回している点も大いに学ぶべきである。

　乙こで私どもは2日間の休養をとって次のプランである仏，莫，独の水路業務の見学に旅立

つたのであるが，この見聞記については部長からもいろV・うと御報告があることでもあP，私

の話しは一まずこれで隠りとします。　　　　　（昭27．7．15電波航法研究会総会にて講演）

国際水路会議日程表

5月29日

30日

5月　1　日『1

2　日

3　日

4　日

5　日

1020　－　1040

1430　一一　1645

1800　－　1930

09GO　－　1200

1400　－　1530

1530　一　ユ．700

1700　－　1800

09GO’＿　1206・

1400　－　1530

ユ530　－　1700

18GO

O900　－　1200

1400　－　1530

1530　－　1700

09QO　－　1100

1100－1200

1200－1300

1800

0900　－　1900

0900　－　1200

1400　－　1545

1700　－　1830

開会式

総　会（1）

水路局招待のカクテルパ門テー

海　図（1）

水路局の作業（1）

航　海（1）

講　演

海　図（■）

特別（1）

潮　汐（1）

米国招待のカクテルパFテF

海　図（皿）

水路局の作業（■）

財　政（1）

法　規（1）

図　書

講　演

英国招待のカクテルパーチF　於DalrymPle号

Excursion

海　図（lv）

航　海（■）

モナコ王国のカクテルパーチP

一83一



6　日

7　日

8　日

9　日

10日

2100　－　2230

0900　r「、．12CO

エ4qQ干’手799、・

1800

6966　一』『1030

1030　－　1200

一皇400・＿ユ6eo

1830

0900　一一　1200

1400　－　1700

1800

0900　一一　1130

1430　－　1600

1800

凶冷．、

航海、邸）

水路局の作業（皿）

佛国招待のカクテルパーチー　於Amiral　Mouchez一号

海　図（v）

総　会

総　会

一eナコ政庁のカク≠ルパーテ＿

総　早

臥　会

半国招待のレセプション　於Amauエy号

選　挙

閉会式

タイ国招待のカクテルパーテド

海洋博物舘見学

獣　
貯

「デッカ」（Decca），「ロラーク」（Lorac）

ミソーフアー（Sofar）

水路部長須田院衣
　縫雷　近頃音響測深の技術は著しく改善され，我が国でも極浅海図として，深さ20米内外

の処で士5cm程度の精度を持つたものが宗成され実用に供せられつつある。欧米では潮位や

水温，鹿分の補正まで自動的に出来る優秀なものが製作されて居る。処が深さの：方丈け精密に

測られても，其の位置の測定がそれに対応する精度を持って居ない以上其の測深は科学的に見

て甚だ好ましくない上，更に実用上種々の困難が起って来る。

　更に測深場所の丁丁も其の位置測定の精度に関し考慮す可き問題を提供する。例えば広莫な

大洋の真唯中では測深位置が数浬位V・違っても実用上には大した聞題にならない。処が狡い海

湾内では位置が仁義違っても大事件が起って来る。海図上に示した一寸した暖礁の位置の違い

の為め海難を起した例も少くない。港湾の修築に従事されて居る方々等も常に此の問題で苦心

されて居られる。此の問題の解釈には，デッカ，ロラークの如き四鏡機を利用するより外に方

法がないが，もとより筆者は電波工学に就いては素入であるが幸吟春モナコに開かれた国際

水路会議に出席した序にデッカ及びロラークの実験模様を：見学し，且つ実地利用の状況を見開

　　　　　　　　　　　　　　　　　一84．一

し得たので舷に其の大要を紹介して関係業者の参考に供し謳いと思う。もともと此等の製造業

者は此等測定器の重要部分の設計，技術の秘密を保持する必要上細部の見学は不可能なので鼓

では単に其の型録等によって外貌を説明する以上に出られない事を断って置く。

　在来の顎位測定濃　順序として先づ在来の船位測定法に就いて略述し其の欠点を拾って見

る。従来航海中の船舶の位置を測定するには種々の方法が提出されたが大別して地文航法と天

文航法とに別ち得る。前者は位置の正確に判って居る陸上の顕著な目標又は測量の必要上設け

た設標と船との関係位置から船底を決定するものである。現在水路測量には所謂三点両角法に

より測角した主幹分度機を用いて海図上に船位を点示する方法が用いられて居る。ゴロンゴロ

ンと動揺する小歌の上で船を中心とした陸上の目標三点のなす二角を六分儀で十秒以内の短時

間に測るには数年の修練を要し伸々生やさしV・ものではなV・。かかる優秀な測量手を：養成する

のは並大抵ではない。

　後者は経緯儀の読取Pと天体の観測とから船位を決定するもので主として地物の見えなV・沖

合で用いられる。これでは余程條件が良くないと数浬の誤差が入り，然も測定してから船位を

出す迄に復雑な計算を必要とするので測定後20職位いを要する。念ぐ場合には間に合わなV・。

　此等二方法の致命的欠陥はそれが視覚に訴える処から来る。たとい暴風雨でなくても霧，講，

霞，煙霧等で視程の悪い時は海は静で絶好の測量日和にも係わらす其の実施が不可能な事であ

る。過日も相模湾の真鶴附近の測量視察に出掛けた処，海はべタ夙で絶好の條件なのにも係わ

らす，その為め視程が悪く途に充分な見学が出来なかった。事実水路部の測量班が出掛けて実

際に外業が出来る日数は総日数の半分青いで，天候の廻り合せが悪いと3分の1位いの時さえ

あり，十数日を無為にして天候回復を待たなければならなV・事さえある。若し後述するような

電波計器を利用したら測量日数は半分以下になり，労力と経費の節約莫大なるものがあろう。

　昭和27年12月の南海大地震は海中に震源を有し大津波を伴）％四国，本州南岸に大惨害

をもたらした。水路部は其の当然の職務と米水路部の要請や，雪曇学会の要求に答えて2ケ月

余に亘って震源地附近の海洋を中心として精細な普響測深を実施し海底変化を探索した。然し

ながら，天候不良の為め沖合での天測が充分に行われす，従って測点の位置の測定が不確実で

結極われわれの学術的良心を満足し得る成果をあげ得なかった。

　狭v・港湾では特に一定間隔毎に標を付けた網を張って測定位置を：測る方法が用いられるが，

これとて波が高いと種々の故障が起るし，網が恵めると台輪が起るので決して推奨す可き方法

ではなV・。

　電波による譲位測定法　電波を船位決定に利用し始めたのは大凡1951年越後の事に属する。

此れは二つの虚血を経て発達した。其の第1段階は電波の直蓬田を利用したもので各種の方向

探知機がこれで夢P現に実用に供せられつつある。処が電波の直達と云う事は理想的な場合で

あって癸受信所の中間に陸地が夢ρたり，不蓮続線が出来たりすると可成に変針が起って来
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る。従って検数度の方向測定の誤差が入って来る事がしばしば起る。痴れでは船の無位を知る

には役立つかも知れなV・が精密を要する水路測量等には向かない。

　第2の段階は電波の速隻（1μ．S．に0．1617浬＝0．299692　krn，μ．　S．は100万分の1秒）

を利用し其の到達痔刻を計る事に依って目的を歯するもので，電子管工業の発達。と，水晶時

計の完威とに刺激され主として第二次大戦中出は大戦後に登達したものである。ロラーン，シ

ョラーン・E・P・1・デッカ・減ラーク等が此れに属する。此等の電波計器はもともと高速度の

三三機の位置を短痔間に定める目的で考案されたものが大部分であり，それを航海に都合の良

V・型に変えたものにすぎない。

　ロラPンは：LOng　RAnge　Navigationの略字で主として米国で笑用され，世界の可航海

域の約7割は米国の施設した・ラーン糸岡で覆われて居る。米国で馳ラーン航法は船員の常識

となって居り・近時の我が国船舶も漸次其の受信器を据付けつつある事は真に喜ばしい事であ

る。ロラーンは2つの発信所から電波が船舶に到蓬する時間差を計るのにオシオグヲフの上に

現われた時間指標を目当とする関係上精度はどうしても慮るく，詔旨地上波を利用する場合1

～2浬の誤差が生じ・夜間塞中波を用V・る場合には数浬の誤差が生する。勿論此の精度で大洋

上の航海には先分であるが水路測：量の如き高い精度を要求するものには不向きである。

　シヨラーン（SHort　RAnge　Nav量gationの略）は数年前米国の滑岸測地局でアリユーシ

アン列島附近の海洋測量に使用したのが手始めで漸次逸品しつつあるが海岸局に据付けてある

モニターが正確に一定痔間で彷かせる事が困難でやはり位置測定の精度が落ちる。そこでやは

り同一原理ではあるが電波を般から出してから海岸局に達し更にそこから帰って来るまでの時

閤を：1μ。S．の10分の1程度にまで計ろう：とする考案が出来上P　E．：P．1。（Electronic　Posi－

tion　Ind圭cator）と名命した。此の方法は最近完成したとの情報は得て居るが細部に亘る報告

がなV’・ので説明出来ないのは遺憾である。

Uレーダーは電波速度を利用すると云うよりも，電波が4周の地物，建物等から反射して来る

ものをオシオグラフの上に明示させるものでこれから般の概位を求める事は出来るが，充分正

確なものではない。之はレーダー画面上に現われた各部が果して実際の地物のどれに相当する

かを判定する事は熱練した技術屋でも洞々困難であるからである。

　此の外電波のみでなく電波と水中書波とを組合せて海上の退位を決定する電波音響測距法

（RA・R・Radio　Acoustic　Ran窪ging）がある。これは位置を知ろうとする船から電波と水

中音波を同時に発信し，それを澹岸の位置の明確に判って居る2ケ所以上の受信所で受信し，

電波を受けてから音波が到着する迄の時間を計って般の位置を決定する方法である。本法は米

国沿岸測地局が第一次大戦直後から考案に着手し漸次改良して実用の域に白した。r処が海中を

走る音波速度は水温，塩分及び深さの函数であるからこれ等の分布が単純な場所では，これを噛

適用して良結果を得られるが，海況が復雑で変化性が多い場所では音波の経路は復雑になって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～86一

i

来る．従って受儲温品なる鱗を持つ触の糀が勧て困難とな鑑局雛の灘に

大き嶽差が入って来福醐㍑つた。そ乙で今ま膜大綾用と労力を醐て完成した此

の方法を全く棄て去った。

デツ那騰雛の測定先撮糠デツ蝿達の歴史醗瀧翻して置譲％デツニヵ

は第二卵紅唖前米商オブラ仁ン（WJ・・’b・i・n）とデツ絵社の獅シュワルツ・

（肥S。hwarZ）の共融よつて螺さ轍・特膜国輝の雛四つ躇しく発展し・

そ禰QM．薙Decca鵬計器として矢・られた・鞘中は欧洲二四前上陸興行する

船の欝や，鎌の済んだ猟鰍搬力懸場合の道案蒔鍛惜し定・繊後レま繍省

の後援によつ磁計画し，今で繭騨於仲星巨離縮計器とし鍾視され・列ンメ玩

列ンーリサペス等唖船を始め細8・・叢記がデッカの受器を装胤四々増加の關

にある。

、947年オラガの鱒認めてデッカを糧に利肌た・そして主としびりPラン晒

岸の漁場の出血喰．翌48年にはスーデンの水郷で鰍蘇肌・主としてノミルト

海方面の縫銃溢した．臨なく石蘇索の為めデッカを利用する灘なリバーレン（Ba廿

rein）の石油会社購ってドルシや湾で薙諌た・．蘇デ勤の利下鱗業務鎌めと

し灘欝標，騨標の購品品の繍漁業の脇塑の糧継膜の欄に
益々増加しつつある．現鹸蹴始め仏，禾馬典諾三門西等の西欧諸国の水翻で

デツ魔臆し裾な両肱い．モナコの国際綴蟻でも…ンブルグの水畔B調康

際にも，日本でもデッカを利用するよう勧告された。

　　ヂツカの腿腔く。一ランと同一である．即ち凋の発漸から発する2つの離が浪唾片

す軽き顎に鮒腋受羅燵する迄の灘就言＋る敦よつて雛鰍定するものであ

る。時離・の繍・対の癸徽艦んだ醸の難2等分騨なる・齢畝以外の場魔

あると坊の発箭磁近づき，肪のぞ肋ら髄ざかるから輔差醐て来る・この醐

差の等し磯曲編と2つの発鰍礁点とする双三群㍑る・唯だ学齢齢着けでは

船が鯨か・本の醐の上賄纏力・判砿け棋嚇の上の何処かと云う事が判思い・ロ

ラーンでは更にもう尉の発信局臨けてそれに対しもう一つ下組の双曲繍購時間差醐

群を勅てそれが始めての双魚群撤回く直鰍交る写する・そうすると脚耀は2つ

の双曲繍申の糀齢持鍛2轍の校点として籔られる・デッカで硬に第3の一対

の蕪脆灘そ榔対応す綿3組の双齢群を勅る・従つびツカでは3つの双蠕の

交点として雛品定託る四通固定式の発働を持つ陸上のデッカでは峡に主発儲を

置き，それから約6・頭高脈所で然駐発信魔対し大約1・2・．聞隔鮪する所に赤・緑・

紫の3つの従属難所轍駐発信脆翻す福によって3対の飛騨と三組の双曲繍を

勅纏鷹って居る．然し携舗デッカでは峡駐蕪と其の両側方に赤・緑の醗信所
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を灘主発箭を共用する事三って2対の発信晩完売せる．前記の瑚繍所謂位置線

であって灘測量躾施しようとする地図又は海図上に予め描匠置く必要がある．これをデ

ツ姻と呼ぶ・墨筆はデッカ醐厩の船位瀧方法の概念図である。
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第1図 デッカの原理

「

船

　　　蹴AB間（緑）AC間（赤）⑩間（紫）の3っのデ・力蠕の交点として貼される．．

第2図は2対の発信所附する場合のデッカ晶晶がこ穐利用して測量を行いつつある状

澱・飛膿が航塞測量をなしρつある状況である．此の場合の如く船や飛行幽・デツ描線

に櫛て篠す砺法は位置の決定が最も正徹然も操作騨純であるから搬に推称されて

居る・此の方法をホーミング（H・ming）と

名づける・ @　　　　　　　　　1
「普通デッカ曲線は2つの電波の位相差が　　｝

18◎。異なる毎．に一本を画くのが常である。

使用上の便利を計って番号をつけてある。船

があるデッカ曲線から次の曲線に動くと電波

の位相はユ80つi変る訳けである。此の二曲網

間の室蘭をレーン（Lane）と名づける。普

逓デッカの受信器について居るデコメPタ＿

の指針の中，短い方はレーン数を示し長い方

はL雛e間の100分数を示す事になって居

る。従っ一と色別けしたデコメー・ターの示すレ

ーン数と其の100分数の読取りから直ちにデ

ッカ図上に位置を点示し得る。、第3図は緑の
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第2図　デッカの測：量への応用

し

デコメーターの丈字板を示す。内側

の円盤の文字はレーン数を示し，外

側のそれはレーツ闇の1◎0分数を表

す。此の場合は41．296が読取りで

ある。かかる読取りからデッカ図上

で位置を定めるのに僅かに1～2分

で足Pる。天測で船泣を定めるに要

する時計のユ0分の1以下である。

此の様に早くても高速度の飛行機の

場合には不充分である。そこで適当

な方法で飛行経路をデッカ図上に自

記する装置フライト茸ツグ（：Flight

：Log）が考案された。未だ船の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図デコメータFの盤面
に対しては出来て居ないが全く同様

な仕：方が適用されるであろう。

　デッカには其の規模に応じて3種類がある。即ち陸上の固定局用，重い携帯用及び軽い携帯

用とである。陸上固定用は約5kW．の電波を要するが，重い携帯用は2。5kW．軽v・携帯用

は0．75kW．で足りる。有効通信距離iは固定型で3～400浬，重v・携帯用で250浬・軽v・方

で150浬程度である。一般に塞電の多い熱帯地方で短かく中緯度以上の地方で長くなる。デ

ッカでは地球表面にそうて走る地上波を利用する関係上一般に長》・波長の電波即ち70～130

：K．CISの蓮続波を用いて居る。デッカ装置の中最：も大切な部分は其の発信方式にある。其の

詳細は秘中の秘で見学も出来なかったが大体主発信所は水晶振動子を用いて一定の位相数の電

波を出すようにして居P，赤，緑，紫の従属発信所では主発信所の電波を受け懸れで位相調整

装置が彷き，主癸信所から出る電波と常に一定の位相数を持つ海電波を出すようにして居る。

恐らく此の点が電気工学的に最：も困難な所であろう。

　　デッカの実験見学筆者はモナコの国際水路会議に代表として出席した際，幸いにも米，

　英，仏の優秀な測量般の施設を見学する事が出来た。特に仏の測量船アミラル・モウチエ　（A

　miral　Mauchez）六義ではデッカの実験を，米の測量船モウーリー（u．　s．　s．Maury）号上

　ではにラークの実験を見学出来たのは真に幸運であった。

　　モウチエ号ではデッカの軽い携帯用を用いて居ったが其の発信所は地中海の対岸のチュニス

　に主発信所，其の両側に赤，緑の2癸信所が位置して居るとの事であった。大体発信所からモ

　ナコ迄ユ50浬以上も離れて居るが然もデコメーター4）読取りから般位を出すと5万分の1の海

　図上では実際の碇泊箇所に全く一致するには驚V・変。乗組士官の話では其の誤差は±5米程度
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だとの事であった。

　痴で筆者は5月2・日・ンドンのテ払ス河上でデッカ会社の講艦で駿デッカの実

験観学した・これはコーズ三社の好意によ蛤てられたものである。此の鵬の発信所1ま

陸上固定局で・ンドンの北方のリツヂ（pu・k・・idg・）に主発信肺・効，これと約6。哩離れ

たワオー吻チ（W・・wi・h紫）・ノー・レ財チ（N・・w紘赤）及びリユース（L。w磁）

の3漸縦属発艦があり・鄭1水路部発行の五分の1テ仏ス河の二上にデツ柚蹴

刷腿むだデツ三図を肺た・デッカ会社の試験技師ポーウエル（C．P。w。11妖の案内でテ

Pムス河畔のブラツクフライヤース（Blachf・ia・・）で試験鎌剰込み，それよ跡流ダブ

ルガツジの間雄復して試験を行なった．実験方法としては鯛上蹴示されて居る躇な

目標餓ぱ細き礪のピャー・瀦に灘た罐場榊の辮標等約ユ5嫡を鋤それが

デッカで計った耀と如何儲斜脚一致するかを検討した．そ熊野三都・完全1に＿致

するもの1ユケ所趣く三三って居るもの3ケ肌同上でユ粍堤勉て居るものが、漸

であった・因砒の使用図は1万分の1であるカ・ら1粍の差は10米に相当する．然も前記の

ユ粍以上碗て居たのは辮標であ礁から恭ウエル氏は其の願欝標醐かの原因で原

位置から面し鳩めだろうと翻した謹1確って居ると云うのも鱒で2－3米ら込．く，

これはテ仏ス河蹴高館築物の影響であろうとの事であった。此の実験の結論はデッカの

精度が良説と・従って逆にこ縫利用する敦依って海中の沈設下等の移動の有範涙淀し

得繍とである・我が瀬納の様噂標の移動の多噺で平坪この施設が欲しいと痛感し

た。

デッカ鰯の糠デツ鞭用の利点デッカ齢路蝿補湾調査鞭附す砺合の禾U龍

次ぎに列記して見る。

ω測量磁の購一揃にも脚た力荘来の地概糊しての罐測定では，たと噛が

論で絶好の航灘和で蠣禰で視程力・球脚には蝿咄ようがない．鰯・此の様補

数は躰の龍澱の高跳で嫉タトに釦・デツ絵社で爆風以外の縮の日には蝿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が出来るから予定日数の20分の1で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足りると云って居る。それ程でもない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が少くも在来の半分で足りるであろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）設標不用　在来の方法で船泣を定め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るには入意又は天然の顕著な目標を利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用するのだが，実は其の数や場所が適

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当でないので，必要な場所に測量用の

　　第4図ワイ，島のデ蝦。よる航室鰹　　標謙偏のが常である・解の岩に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白肇を塗った白塗標や旗竿等がそれで
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　ある。デッカを用V’爪然も原図上に正しいデッカ曲線さえ描V一・てあれば，野阜はそれから決

定されるから設標の必要はなV・。一寸考えると設標なんてごく簡単に出来る様だが海岸が近

陸性で道らしい道もない所の小山の上等に旗でも立てる事になると先づ道を切り開いて竿を

運び上げなければなら胤（。其の上其の位置を他の既知の確定して居る目標物を利用して測

　らなければならなV・。其の労苦は実地に従事した入にして始めて判る程である。然も設標数

　が多いとこれに要する日数も赫々少くなV・デッカを使用すれば此の労力と日数が節約でき

　る。

③　醗酵測量の不用　こ乙こで澹岸測量とは溜岸の陸地の測量である。水路測量の基準には陸

　測の三角点を用いる。所が一砲域内の3角点はそう沢山なV・。そこで離岸の顕著な地物構造

　物等は目標として利用しなければならなV・。その為めに既知の目標を利用して小規模の三角

　測量をしなければならな㌔㌔実は此の滑岸測量と設標に要する日数は場所事情に依って異な

　るが雫均して全予定日数の3分の1か半分泣いもかかる。海の測量の準備にかように日数を

　費やしてはたまらない○

④岸線測量の不用　岸織とは海と陸地との境界で海の最大高潮面と陸地との切れ合いであ

　る。大体海岸に高潮泣に打ちよせられ元塵埃のたまって居る附近がそれに近い。在来岸線は

　セオドライトとポールを用いて実測し海がデッカを使用する場合にはデコメータFを：岸綜iに

　計うて動かし測量すれば岸線は自然に出℃来る。大きな島等で岸線が長V暢合には岸線上に

　言うて飛行機を飛ばせてデッカ測量をやれば短時間に，潜めて簡単に測られる。第4図は英

　国南岸のポーツマウスの沖合に横たわるワイト（Wight）島の岸線を飛行機で測ったもので

　小黒点はデッカで定めた地点である。それが実際の岸線と多少喰い遠って居るのは飛行機が

　沿岸直上を飛び得なかった為めである。

⑤　反復測量上の利点　遙か沖合の洋中で同一地点に2度3度行うと云う事は極めて簡単の様

　に思われるが，実は非當に困難なものである。よく世界最深所が見付かつたとかi新バンクを

　発見したとか云う場合，他の船が再度訪問検航しようとしても同一結果を得た事が少いのも

　此の為めである。今でも海図を見ると島やバンク，暖礁等の傍にP．D．（位置疑問）E．　D．

　（存在疑問）P．A．（概泣）等り符号が書いたものが多いのも沖合の船位決定が困難な事と同

　一地点に再度訪問が六ケ酬い為めである。そ乙でデッカを用い然も測量船が既述の如くホP

　ミング式の測量を行えば，次回にも全く同様のホーミングを行う事に依って全く同一線上の

　測量：が可能で，地震，津波，洪水，海底火山等の変異に基づく水深のi変化を端的に然も正確

　に求める事が出来る。この事は洪水等に依って水深変化の多い河内港等にも適用出来るQ

　以上を要するにデッカを利用する事に依って港湾水路等の測量は正確に然も日数，労力，経

費の節約を期し得る事莫大である。現在の如く港湾，水路業務は海運の登展につれ日一日と増

加するに反し入員減少の止むなき情i勢下での対策はデッカの如き優秀機を導入し，入員と経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一91一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の節約を計るよP外に方法がない。

　　　・・…P＿⊇　　筋　　　デッカ1ま既述の如く船髄正敵然も麟散決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定出来るから・デッカで測定した位置と船の推定泣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置との差から海流を見出し得可く然もこの作業は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2～30分毎位いに実施出来るから有力な海流測定機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となり得る。米国ではμラーンを此の目的に利用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては居るが其の正確さに於てデッカは・ラーンにま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さる事数倍である。以上の外デッカは位置の正確を：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要とする・陸地測量・地震計灘海底資源の探査，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地磁気測量』重力測定，海岸土木工事，燈浮標の維

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持等に利用して何れも能率を上げ得る。此の意味か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らデッカ技術の導入は我が国技術界の最：大要務と）一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つであると云える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品玉渡般位測定無量多一ク　ロラークは米国に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て地震観測の正確を期す幽くSeiSmographic　Se㍗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vlce　corporationで考案されたものであるが其の
　第5図　ロラークによる勲位測定原理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性能が海上に於ける地球物理学業務に適するので米

国東岸の湾瀬で難隷中でありメキシコ湾で依湘調戴の萌誰獄みっつある．。ラ

Pクの名徽LOng　R・n8・ACcurcy噸文字蘇って命名さ糠もので未だ臨a．て発

売されて居ら彌二物ものである・鞍は幸蓮1蝿モナコ眼て綱の世三一の麟測量

艦ウーり一粧で行櫨つつあった・ラークの鍛観学鴎た滋瞑の煙粥介す
る。

モウPり考は蝋62eo世界鰍の測量船で800屯の測量艇2隻縦・＼然難船には

約10屯内外の小六三が数鱗載さ蔵居る．従って必要醗曜モウーり一号を輪とし

て＋鞭の雌艇岬一業で濁三図な綴㍑つ溜る。船艦備として嬬海航海

計器は勿論印購工俺製図識室写真等の工場シユルスキ国入剰ヘクコプタ確力，

あり・測量船と云うよ蝿寧ろ導謝く脇と云殉蝿ので必要時に嫡海図力・測鞍2週

間で印刷発行し得恋の事纏る評ラークは其の貨物鵬の中で会社の出張員の手岬町供

覧諏て居た・・ラー授羅の外瀦全くデ勤と購であ棋の磐面卿央ぴラーク曲

線のいン数隔れ其唖分数が指針で胴上鍍齢示す撒なって脇．この度盛の読取

からロラPク図上で畿観付け肪法も全くデヅヵと同様である。精黙200浬の享蛤で

士5米との事であった・事罫ラークの受信用アンテナ磯上で数米動かしてもそれが盤面に

現れるの磯嘆した程である。　　　　　　　　・
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　ロラrクの原理も亦デッカと全く同様で浩岸の2つの発信所から船に至る迄の距離の差を，

2つの発信所から癸する電波の到達時間の差を計る事で無位を決定する。然も時閤の差を計る

のに到着電波の位相差を計る事に依って目的を達する所までデッカど似て居る。従って又にラ

1ク曲線も2つの癸信所を焦点とした双曲線になる事2組の鷺ラーク曲線が入用な事，位相差

180。毎にロラーク曲線を描いて居る事，2組のロラーク曲線を識別する為め赤緑等の色を用v・

て居る。事等総てがよく似て居る一定波長の電波を一定の位相差を保持して発すると云う事は

非常に困難な事でありデッカの癸信所も既聡した如く技術的に大きい努力を払って居る。ロラ

ークでは此の困難に打ち勝つ為め極めて巧妙な受信機巧を考案したQそれを第5図で概説す

る。ロラrクの使用波は大体4000KG『程度の中波長の連続波である。図の海岸局1は主怠者

所で海岸局2は従属発信所である。そして各々T、T、の発信所からflf2の周波数を有する

連続波を発電する。此の場合f、一f2の差即ち捻りの周波数は可聴的でなければならなV㌔こ

の電波は身上のRbの受信器で受けられヘト糞ダイン式にfrf2の周波数を持つた捻りが癸

生する。同時に同じくf1，　f2の電波は受発信所の受信器R、で受信されここでもfrf2の周

波数を持つた捻が出来る。この捻りは更に主発信所のTI、から発するfしの周波数を持つた電

波をモヂユレートして般の受信器Rしで受信される。　RLはモヂユレPトされたfしの電波を

受けて此れを復元し主癸信所のR、で出来たfrf2の周波数の捻りを再現する。即ちfしの電

波は此の捻りを般に運ぶ役目をする訳けである。

　船の受信器RbとRしで出来た1念りは波皇朝乙そ同一であるが位相は違って居る。即Rし

の捻はT1友T2からRb迄・の距離の差に，　RI、で再現する捻PはTI及T2からR、迄の

距離の差に相当する位相を持って居る。今船が動いたとするとT、，T2からRb迄の距離の差

は漸次変るからRbの捻Pの位相は漸次変って来る。然るにRI、のi渋りの位相は，　TI　T2　R1

共陸上に固定されたものだから変る訳がなV’即ち一定の位相を持って居る。従って乙れが位相

を比較する時の標準になるのでこれを“比較捻P”と命名して居る。そこで位相計でRbと

Rしとから生する2つの稔りの位相差を計ればそれから2つの海岸局1及び2から船に至るま

での距離の差が判って来る。普通は位相計の中央にロラーク曲線のレーン数が表れ，円周の度

盛上に其の百分数が指針で示される。若し船がロラーク曲線にそうて動けば位相計の中央に其

のレーン数を示す数が表れる潜けで指針は不動である。間がロラーク曲線を横切って動くと指

針は動pてレーンの間の詳しい位置を示す。針が一週するとレーン数は増加するか減少するの

で他の1／一ンに入った事を示す。

　一般に発信器は如何に巧みに出来て居っても気温，気圧，湿度等の気象的，其の他電気的の

影響で発信波長，従って周波数が変るものである。此れを防ぐのには伸々の工夫が入用であ

る。1 ?ｪロラークの場合には此の変調が2つの捻りの中に同様に入って来るから御互いに消去

して位相計の読取りに影響しない。これがロラークの特色ある考案だと云える。
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　　以上はロラークの一対の発受信に関する装置であるが立位決定には更にもう一対の装置が入

　用であるが其の詳細はここでは略する。

　　ロラークではR1で出来た稔りを船に送る為めにfしの周波数を持つπ電波を別に出す必要

　がある。此の込め主発信局のアンテナ其の他がデッカより大げさになる点が多少の欠点と云え

　る。

　　位相の比較から船位を決定する遣方の精度は使用電波の周波数に関係する。雄蝶りに’2000

　KCの電波を利用したとすると，其の波長は約5GO沢で，半波長は250沢になる。これは1

　レーンに相当する。位相計では其の百分の1迄読み得る精度を持って居るからロラークの最：も

　凝立の良い場合の精度は士2．5灰になる。勿論縛れは精度の最もよい場合であるがモウーり

　・一号上の実験成果と比較して決して過大昏怠ではないらしい。

、　地球の實形測定・地球上の物，のが位置前蓮の如く士5～1C米の範囲に正確に測定出来ると

　すると，敢に大きな測地学上の問題が起って来る。元来地球の形はクラーク，ベッセル又はヘ

　イホード等の廻転楕円体で表されるとされて踏む，現在われわれが使用して居る地図はこれ等

　を標準として各種の投影法で其の面を雫面上に表現したものである。日本ではベッセルのを使

って居る。処が此等楕円体は主として大陸上での測地結果から決定されたもので封地球面の4

爾の3を覆の海洋上の測地成果は殆ど無視されて居る事，海洋底の地殼構造は従来可成均等な

岩石からなると想像されたものだが最近其の細波技術の進歩につれて決して均等でなV・のみ

か，可成り不均等である事，実際飛行機等でデッカを利用して出した経緯度が地図上のそれと

比較すると説明困難な差異を呈する事がしぼしば起る事々によ財可とかして地球の実形を知ろ

　うと言う考えが欧米の測地学界の重要問題となりつつあり，種々な方法が提案されて居る。其

の第1は海洋の孤島上で重要特に鉛直綜の偏驚を：精測し，それを多数綜合分析して地球の実形

を求めようとするものである。第2は月の蔭に星が入る現象所謂星食を海洋の各説島上で観測

し其の資料を多数収集し丁度日食を利用して地球上の位置を定める様に地球の実形を定めよう

　と云う企が米国から提案され既に大西洋の一部で実施して其の可能性を実証し得た。米国では

1Qケ年計画でそれを完成しようと馬力を掛けて居る。鼓で思V・当る事は測定の精度を一桁上

げる事が如何に困難で，然も其の結果が如何に各方面にひびく事が大きいカ・と云う事である。

　海難救勘に不可欠なソファー（Sofar）乙れは電波応用の航海計器ではなv・。海難カミ「いつ」

「どこで」起つたかを念速確実に捕へて其の救難作業を有効適切に実施しようとするものであ

る。海中に起つた爆発晋を水中聴音機で捕へそれを真日管に依って増幅自記させる処に電波応

用の部門がある事と，明神礁の爆癸をアメリカ側でリーフアーで掴み，其の経過を調査研究し

た資料が入手したので，こエに併せて簡単な説明を加へて置く。

　　ソPファーに関する詳細な報告は筆者が米水路部のフレミング（：Flerning）野土の御好意に

より・ニューヨークのコロンビア大学のユーイング（M．Ewing）博士の論文を入手し其の訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一94一

文齢路要報第9号（昭和23年9月1白発行）に一側たから，・饗して頂くと好都合であ

る。

灘救助族施するに二つ撮駄切藤は出来る丈腱囎難場脆其嚇刻判る事で

ある。無線施設を持つた船なら危険状態が迫れば当然其の位置を報じSOSを打つであろう

が，突嵯の場合とて往々にして経緯度が間違つたり，或いは急激な海難が起つだ時にはSgS

を打つ聞の無い場合があり得る。，特に無線施設のなV・船舶では遭難を知らせる手段がなV・訳

だ。遭難状況や位置が不明の為め助かる可き人命も途いに救い得なかった例も少くない。

　ソーファーは習響遠距離測減定（Sound　or　Ranging）の略字であって1943年第二次世界

大戦中ユーイング博士が其の考案を米海軍，艦舶局に推称したのに始まる。そして米海軍の水

中音波実験所とウツヅホール（Woods　hole）海洋研究所の協：力により完成したもので，米海

軍の機密になって居たらしく筆者が1950年夏渡米した際に是非施設を三度V・と念願し尭が駄

目だつた。

　ソ・一7アーの原理　ソーファーは海中晋波を利用して遠隔な海上位置を定め様うとするもの

である。海水中の音波速度は理論上次式で与へられる。

　　　　　　　　v－4・毒

　乙こでvは米／秒で示した音波速度，γは定圧比熱。。と定積比熱qとの比，ρは海水

の現場密度，κは海水の真の圧縮率である。乙れらのγ，ρ，κは温度，塩分，水圧の函数で

あるからVは決して一度ではなv・。大体に於て・

　a）水温が1度昇る毎に速度は0．2％増大する。約3米／秒ます。

　b）深さが100米増す毎に速度は約。．11％即ち1．7米／秒程度ます。

　c）塩分が1％rます毎に速度は約。．07％，即ち1．o米／秒ます。

　以上の如く水温と水圧の影響が最も大きい。一般の船では水温は表面から躍層迄は割合に念

に降るがそれからは略一定である。従って海水中の晋波速度の深さによる分布を見ると表面か

ら800～ユ300米迄は速度が減少し，よP深V・処では，水圧の増加に依って増大する。即ち音波

速度の分布から見ると海洋中には音波速度の最：小な層が相当広く分布して居る

　今この最小層の附近で爆音を出すと最小層の方向の音波は無論それにそって直進するが，更

にこの層と120旧い迄の角度を持つた音波は此の層の上下で屈折して結局それに溜ρて前進す

る。第一図は海洋の一断面で右側のグラフに示す様な音速の垂直分布の場合に晋波が如何なる

経路をスネルの法則に従V・描いたものである。図の如く晋のエネルギーは音波速度最小層に集

る傾向があるから，此の方向へは晋がよく遠方まで達する事あたかも伝声管の如くである。そ

乙で此の組織をサウンドチャンネル（音筒と訳す）と呼び最小層を音筒軸と呼ぶ。晋筒の構造

や軸の位置は各海洋で異なるし，季節でも違って来るが蝕では触れない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一95一
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　今かかる性質を有する海洋上の船舶又は飛行機が海難に会い2～3封度の爆弾を海中に投入

したとする。此の爆弾は予め水圧の作用で晋筒軸の近くで爆発する様に出来て居る。此の爆音

は音三軸にそって進行するから・若し澹岸の既定の位置で然も音筒軸の深さに水中聴書器を据

付けて置くと・之れに捕へられて電気的エネルギー・に変り，更にそれはケーブルで澹岸観測所
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に運ばれ，こ乙で増副されてメーターに自言己される。第二図

は此の作用の説明田図である。若し溜岸で位置の正確に判っ

た3グ所にかかる観測所を作り爆苦を記録すると，相互の位

置と，到着時刻の差とから，“何碍”“何所で”と云う二大

要素が明にされる。これが海難救助を如何に急速有効にする

かは説明を要しな》・。其の精度は婿医件の下では1千浬の距

図2曲

墾

離で1浬内外との事である。潜水艦等から発する晋でも苦筒軸に対し十数度以下で入って来る

ものは，それに三って遠方に達するから，2～3千浬の遠距離の行動引手に取る様に判る・　乙

れが如何に国防上大切かは説明を要しなV・。

　ソーファーは海難救助上大切なばかりでなく，海底火山の発見調査，海中台地の発見等地球

物理等の研究，海中生物の発音等海洋生物等上にも重要な資料を供する。

　　　　　　　　　　　　　　　や
　明轟礁の爆発経遇　第五海洋丸の海難と云う未曾有の大惨事を少した明神礁の爆発の経過は

日本側ではたまたま附近を通りあわせた船や飛行機等からの断片的な報告によって得られπ不

完全なものであったが，アメリカのカリフォルニア澹岸に据付けたり一ファーでは4660浬と

云う遠距離に起つ）た爆発が完全に捕へられた。そして爆発開始以来の経過が明になP・9月24

日第五海洋丸を沈波させた爆破も明瞭になった。其の作用の精度の良いのに驚かざるを得な

しV、　o

　此の記録はサンジエゴの米海軍電子工学実験所のデイーツ（R．Dietz）博士によって研究さ

れたが，同博士の好意によ堕同氏が来日に際して持参したi資料を頂V・たので，乙乙に披露す

る。第3図は9月18月の明神礁爆発を画v’・たγ一フアづD記録で幅の太い緑が爆発音である。

大体爆習の中最初に来るものは針筒軸を上下に彊く屈折して来るから音は弱V・。次いで次第に

彊さをまし，最後に苦筒軸にそって直進するものが来るがこれは最も響く然も急に消失する

　　　　　　　　　第　3　図

　　　　明神礁の爆破記録（9月18日）

　　　（細い度盛線は時間を示す，度盛聞は一秒）

爺斌至識混1凱罵下菰羅濫轟舐瀞瓢蛋蠣鶏認・
ヤ｝へ・…一 ?ﾒ舐野崎薦隷馬藏心張砲艦
三三羅馬漏藤、照；奥議；温夏議藁認，罵逗罵；疏
　　　　　ド　ぷ　リド

ー厩幽繊融購鉱一編樺戸藤題疏藏
畿球趣轟罧悪鶉雲無
脇㈱灘蝉蜘蝕議撫詞曲年輪脇蜘蜘晦翻瓢民謡
　マ　メのほ

，慧磁幽鱒・灘灘　朝出
磁源三論　　・燃欝　　　・　　　　　　　　、、幽

＿蹴一紙＿葬＿＿＿＿幽。＿＿轍＿

三識鉱よ＝面蔵＝此k＿、、．＿

一97一

から，到着時・刻が正確に計れる

との事である。

　第4図はデイーツ博士がソー

プアーの記録から求めた明神礁

の爆発の経過図で，横に9月ユ5

日から26日までの時間を（グ

リニツチ時を使用，日本時間に

直すには7時23分を加へる）

採P，立線の長さは爆発の張さ

を5階級に別けて示したもので

ある○印は連続爆破を示す。此れ
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　　　第　4　図

明神礁の爆i三叉i過
（長さは爆発の強さ，☆は蓮続燥破を示す◎は第＝111海洋丸グ甥互難を起したものと思われる）
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　　　　　　　面

によると明神礁の活動は明神丸の発見

（9月17日）・前2日即ち9月45日よ

り開亥台さ才し，然も15日ヵ〉ら26日ま

での間に83回の著しい爆発があった

事になる。

　第五海洋丸を沈没せしめた怨の爆破

は24日12時ユ8分に起つたもので，こ

れは八丈島に於ける津浪の観測や船体

から出た漂流物等から推定しだものと

杢く一致する。

　わが国にも設備し度いソーファ四

三が国は世界でも有名な海難国であ

る。三陸沖合等では1000浬以上もの

沖合で海難が発生する。他面火山活動

も仲々盛でしばしば海底火山の爆発が

起る。そこで，北海道，三陸滑岸に1

組（3観測所）本州，四国の澹岸に1

組，日本海浴岸に1組と3組のソーファーを据付けたならば海難救助に役立つ事莫大で数年な

らすして設備費位い浮いて来るに違いない。更に此等が地球物理研究上，国防上有利な資料を

提供する事を考へると術更である。私は海洋関係の官庁，業者が此の問題に対し充分な考慮を

払われる様希望すると同時に・我が国の電子工攣の科学技術が打って一一丸となって電波航法其

の他の類似装置について日本独特の計測器を癸明完成される様御願したい。此の狡い国内で縄

張り争をして居る様では蓮痔までたっても欧米の後塵を拝する丈けであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12月12目記）

：Radar　Sもati・n　P伽ter　lこついて

水路部沓名景義
最近英水路部からRadar　Station　Pointerを送付してきたのでこれについて簡単に紹介す

るあ

本Pointerは縦横各24吋のPlastic製のもめで半径10吋の円を描き，その周囲を360。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一98一

に目盛ってあり，円の申心から縦横に1から10まで1吋ごとに目盛がほど乙してある。本器

の表面は鉛筆で記入し易v・ように乳白色のツヤ消しをほど乙してあるが，裏面は透明で光沢が

あり，海図上にのせた場合非常に解明に写るようになってv・る。

　使用法はきわめて簡単で，ますRadarのScopeによP映像物の：方位距離を測定し旋ら，

本器上でその方位をとり，鉛筆で軽く目標の位置を入れる。同様な方法で目標を2～3記入し・

次にPointerを現在使用中の海図上にのせ，円の中心からの縦横の線を海図の経緯度線に李

行に移動し，海図上の目標とPointer上に記入した目標の位置とを合致させ，中央の穴から

は図上に鉛筆でマークすれば，それが：Radarによる因位である。

　なお本器には次のような用途にも使用できる。

　α）：Radar　Response（応答〉の発見のため

　（2）Radarに表われる方位の誤差を測定するため

　③一運動用図としての使用

　④　三分儀で測角した角度を：本器に記入し，船位を測定する

　（5）位置の線記入用として使用する

　（6）海図上にDeccaによる船位を転移するため

　本器の右下すみに物標の高さによる視認距離が記載してあるので・塞中線の高さ・物標の高

さ等によりRadarの有効距離を計算する乙とができる。

．硬置塔一　　．翠玉琶畷．

一99一



第六部　船舶より報告のレーrダー翻ラン使罵

　　　　　　　実績について

商船大学庄司鵜民
　1．　は　　し　　カミ　き

　電波航法研究報告第2輯：に於いて述べたような調査用紙を配布した結果，各船から本当に一

重な資料を御送り下さった結果を取敢えす第一報として取まとめて見ました。御報告をよせて

下さったものは整理記号をつけまして，第一・表にあげておきました。この各船では忙しい中を：

詳細に書いてV’・ただきまして∫厚く御礼を：申し上げます。なお今後共何彼と特別な乙とがあり

ましたら御報告をいただけたらと熱望致します。今回はロランについては未だ統計的に論ずる

程集って居りませんので，レーダーについてのみまとめて見たいと存じます。

第一表　レーダーロランの利点及び使用上の注意事項調査報告一覧表

整理記号 船名 屯　i数

　　t
駈　属 三二議期間（脚 航 路

報告者名1

艦二1騨螺1呈蕪ll：；三三「∴ζ難難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』100一

’

　　　　　　　　　　　
嫉。17一晦光丸1498・

M。18＿R軽し19322大阪翻スペ・一、

T。。1－Ri無し14337・国有鉄道旨

　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　

三騰
Y・一2二1α1・（6）1南

TO。5－R函丸1315423

T。。6－Raw32。3〃
T・・7－R曹R14乞96〃
Too8－R響壷死i　　〃
iTOO9＿R・石狩丸・3146．32t〃

iT・1・一R1＋勝丸2911・771国轍道

』T。11＿R！臨丸i2911．81“

ト　　　　　　　　　　　　　　　　　

lTC12＿R日高丸・293乳01〃

lTd13－R｛昌凱136撒“

　　　　…　　l
　TO14一翼1徳寿丸13637．61　　　〃
　　　　　　　　　　ミ
M・G1－L罪春1683・構躰汽
　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1灘二騨課lll搬

　〃

R　C　A

　〃

　グ
スペリド

　〃

　〃

　〃

　〃

スペリP
ロラ：／

　〃

　〃

　〃
スペリ戸
レータP

27・8・12－27・11・30（3）1

2ロ1－2鳳30（4） P
27．　2．15－27．　5。15（3）　i

27。　1．　1－27．　5．31（5）

2ロ．卜27．531（5）i

　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

27．　2．　1－27．　5．31（4）　幽

27．　1．　1－27．　6．　5（5）

27．　2．　6－27．　5．21（4）

27．　2．　工一27．　5．31（4）

27，　3．　　一27．　5．　　（3）

27．　1．23－27．　5．31（4）

27．3．25

27．　5．　8－27。　8。　3（4）

27．　6．　6－27．　9．23（4）

27．　6．24－27．　8．　6（2）

27．　8．12－27．12．　　（6）

調査月日27．5　27．8

ユニ

青

阿　南　米

一ヨーク

函　蓮　絡

”
グ
〃
〃
グ
グ
〃
〃

青　函　蓮　絡

〃

佐世保釜山

佐世保一F』関

ニユーヨーク

ニユ伊ヨーク

北　　　　　米

ニユーヨドク

　　　　　　　t
一通菊池宮之助1

　　　　　　　　
二航艦越繁一i

二航工藤圭次郎1

船長　近藤　李市
　　　　　　　　
船長　山口　　正［

護鰐嘲
嘉難鷲奏1

船長　虻川　鉄治

二航　木村富士雄1

二航翻郁夫1
　　　　　　　し
二航　北西　　明

匡鷲當轍i

磐揺酬董箋1
　　　　　　　1二航　国松　　昇

二航津田　一男

＝二航　早川　　正

船長　山県　春雄

船長　福元　　四

二航　艦越　繁一

レーダーヒロランの利点及び使用上の

注意調査についての第一i報

2。レーダーがあっ角ため安全航海工手に確保さ劇

　　　3ζは和益を奄たらした実例

一般にかかる実例は枚挙に翫幌とをロを撒て述べられているが・船に乗組む者として

諏真底からの声であって，今までどれ耳苦しんで耽か蓮に分るものである・次に報告を紹

介して置きます。

一一一 P01一一
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第　　一　　表

資料記号

MGO　1－R

裁番号 月　　日
時　　刻 概　　位 天　　候

其の他

1

〃 2

　　　　　　「．　　　　　　　　　　　1

。8駅∵粥∵程。鴛

1　　　　　　　　　　　：

26．11．14

0＆0。～11・oo件o

シアトル三三　 霧

　　　帆1視程O／2

事

た硬磁蹴欝翻∴
防潜綱入口を二二通過し，猶横浜港

外錨地に仮泊する多数の船舶の間を

縫航してパイロットを待ち同港に無

事入港した。約1日以上の航海日i数

を短縮した。

グ

　霧中で港内航行麟が多数あったに

かかわらず無事出航した。数時間以

上短縮し得た○

3

←グー 4

　26．12．29　　　東　　京　　湾　1溺ミ

CαC・一。ﾊ門門視
　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　1
2乳1．15iN。，ugh。　i夜

21・CO～2ao。P入港1視
　　　　　　　　　　　　i

　　　1

程。室㌧碧灘導軽銀麓罐鍛

　　　　上短縮し得たG但し信号所が本船通

　　　　過を見逃したため港外にて仮泊数時

　　　　間にして漸く検疫官と水先入が来艦1

　　　　した・　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

間

51程

W・w・P・の紅灯が光鰯く，謝

〃

図にないS・gae　C。即anyの閃火1

　　　　　　　　　　　　　　　　ミ緑野があるため，方位誤認し数浬も1
南西方に寄っていたのをレーめで1

鋤醗脆く坐洲娩れた・　｝

〃

52鳳28名古屋i夜齢雨1夜回細雨をつ・・て三三三二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道を通るまで無事航海が出来た。一一
2aCO～。3・CO出 @酬α11眺・・繍・四型た．

6

〃 7

8

27．2．25

18．OC～24」OO

27．3．15

07．00～10．00

22．N陳間檬気
74・＿2。・W1　1・

　　　　　l

　　　　　l

　　　　　l∫
　　　　　i
　　　　　　
　　　　　l

　　　　　l

　クリストバル無類ユヨーク向北上

申，針路をCastle　ldに向け，西

方の海流を予測してSouth　cayの

東方約10浬を通過するようにして

いたが海流予想外に強く，South

cayに乗揚げようとしたが，危く1
　　　　　　　　　　　　　　　　　2．3浬手前で，レーダーにより発見1
し無事に遜航した。　　　　　　　l

F1。，ida縁　気

　　Strait
　　　　　　　　4’

北 方
風SSW4

　27．4．29

00．OO～08．0α

鴨西方廉強風豪
　　　　　［雨

　ニュヨークより　Ta凱paに向う

途中興orida　Straitに高いる前か

ら雪気のため陸鳥が全く見えす北方

に圧流されればBethel　Shoalがあ

って乗揚げの危険があったがJupi一

亡町hlet灯台附近の陸岸を15浬
でCatchしたので無；写真過した。

一102一一

　関門発長崎向航海中夜間卒戸島西

方を通過の際，騰風の余波を受け強

馳MOO　1－R

〃

51

W

工
、

程
s

視
風

9
　　　　　l　　　　　l
27．－ U．231パナマ南方1夜間降雨

Oα907

　　　　　　1

1視程ダ

1

10 ．27．　6．28

14．00～16．00
気
2

　
三
三
視
ソ
　
器

モヤィ
礁ダ
ド
灯

11
P27：1α71ごソ　パ瞬霧
b3．　C。～1λOd

l　　　諮
l　　　i

l　t
l　　l
l　　　l

　題程。．ノ1

港
i　i
　
l
　
l
　1

グ 12

MOO3－R 13

　　　　　｛
　27・10・11　iシアトル出
1え。。～27．1課一，。ソ

　　　　　　ド向
11・OO～。7・Cw

　　　　　　1

霧
雌　
O

　
程
濃
視

〃

吹出ルトアシ
帆
　
．
O
d
i

つ
」
　
　
　
●

つ
乙
　
　
つ
⊥

の
　
　
　
エ

ー
　
～
．
　
0

ワ
【
　
　
0

2
　
　
　
‘

　
　
O
o

雪

14
、7．輯Lラツ傭
　　　　　隊

ス　コ　一　ル

風と豪雨に遭い，藩論船室船状態で1

最悪の條件で・刻々に風下に圧流さ1

れたが・レ一眠で甕聞出品期
に操船を行い事：前に処理したため安1

全に長崎に入港した含半日以上航海旨

が短編出来たo

Cape　Mala附近の行逢船少い中・

を航行中レPダーで航海灯を見る前1

にレーダーで他船を発見し無事航海

出来た。

　パナマよりニューヨークえの途中

呑気のため　Diamond　Shoal　L’t　I

Shipの視認困難の所．推測位置と；

測深機の水深による海図位置とがか．

なり相異があって不安であったが．：

レーダーで魚蝋と灯船を約10二手…

前で捉えて温位を出ぜた○

　バソクーバド島を約25浬で捉え・

Juan　De　Fuca　strait，　Swiftsure　I

Bank　L，t　shipに向回した所，問も

なく灘となり，匪ダーにたよ到

て・t・aitに入り，途平骨隻の行圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　艦も無事回避しながらRace　Rocks　i

附近まで来て霧が晴れた。半日以上…

の短縮。

濃霧の中をシアをル港淺嬌解麓，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　出入港船輻証する中をPuget　Sou－i

nd　に向け出航，途中一度は一寸の

間霧が留れたが，再び霧となり，

Juan　De　Fuca　Stra童tを経て，　E
　　　　　　　　　　　　　　　　トPorlandに向けて航海し，　Colum「
bi・Ri…L’t・hipを見出すまで，　i

約270浬の間約！9時間レーダーに1

よって航海を続けた01日～2日の

短縮。

　猛吹雪の中をシアトル出航，各舶

汽笛を吹鳴し，殆ど立往生の申を無

事レーダーで避航し乍ら10時間後

太岬町に出た。

一・103：一一

マラツ濾出0・ef・thmb・・k［
附近でスコールとなり，一瞬にしてi

視界はなくなった。同地は両側に洲1
があって，交通の要路とて行翻も1

多く危険な所であるが，レーダpに1

より無事航過した。

一＿＿＿」



T

一

ほ
　
　
帳
期
－

卜｝
り

■II

I目
脂Ii
｝
：

㌫．
≧｛I

I
l

ー
ー

－
凹
帰
1
ー

ー
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
｝

MOO3－R 15 27．7． 北太亭洋i濃

　　　　　1

　　　　　…

MOO5一・R 16　　　　27．　2．　3

06．00～09。OO1

　　　　　　1
　　　　　　」

スタクトン
：水道 　

程
濃
視

霧垣踏面噺は翻ガスで漏
　1線によって本道附近に行逢錯を予知i

瞬憲票婁禦乍ら例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

琿007－R

17　　　　27．　6。11 北太李洋

18 2隠■北太韓

19　　　　27。　7．18 アリユPシ
ヤソ列島附
近

濃

剥サンフランシスコから上流のスタ1

50rn　クトン迄の水道は幅60米行程5浬1
　　回上あって・途申回頭町や喫水1
　　陣もない処である汎この樋で漉
　　1霧に逢い・銑人はレーダーで蹴l

　　lをして安全に航過した。レーダーのl

　　iない時には想像も出来ない事であl

　　lる・　　　　　　i

霧

霧

夏季の北野望航二二退引
選び特に，西行艦はアリユーシヤ：刻

　　　　　　　　　　　　　　　　ミ列島の南側を流れる順流を利剥せん1

とするが，この附近は幻日濃霧とな1

り，南寄りの風波ある疇はレーダ司

を持たない船では，行田と乗十項

心配しなけれはならない。本艦は蓮1

肋推測航法にも拘わらず・匪ダ
ーによってアリユFシャン列島の南｛
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ側30～50浬を順潮を利用し心配な1
　　　　　　　　　　　　　　　　トく航行し騰を短蹴た・叉アリ引

一シヤソ列島の北側に抜けることも｝

容易である。　　　　　　　　　　　「

　　定点観測船を霧中レーダーで捕捉l

i論欝盤＝雄藩
ゆ杖の撫に等し…

霧

・MC。9＿R12。 瞬蹴方履
　　　　　　1

　　二日間の推測航法の後Una正・・k・｝

島をレーダーに捕捉，予定より8臨
間日かったが，霧中で海流が強がつ1

たためであり，レダーの勘げで｝

障位翻曖疑し徽。　　［

27．3．3

19。00

21　　　　27．　4．16

　　
間」久米島を26浬で捕捉し1価測
1で航叢十一来た・襯門鑑
　1確保に有効である。
　l　　　　　｝

認副濃

一104．一

十塩蒸糊轡煮
て出入諸船の見張をしたが良好な映1
像を得，保安上有効であった。更に1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　入港の際，水先入はレーダーを見乍1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら．二二レーダーステーシヨ：ソより1

の指令を携帯用通信器で受け乍ら操

阻購入牒凱た・　　1

T

グ 22

2一 l酒ゼ膵
霧

23　　　27．　5．26　　　Se士ra難a　　l夜 間

・スァソゼルス雌の時も濃劃

解蟹藷言蒔鋸幽寂1
あった・　　　　　1

I

i養　
　　　　　　　　　　　　　　　ミ

l　　l
…　　　　i
　　　　　　i
．　　　　1

　通常Serraua　Bank附近は強い

　　　　　　　　船の偏位が大きい潮流があって，
が，レ内外でS．皿C。yを15．5｝

浬で撒，鮪航乱た。　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l

MOIG－R 24 ??P4 　推測位置ペルシア湾入ロロラスア

ルヘツドより40浬附近で，レーダ

〃

R皿110M

一を類し洞岬を3理に鋤た・t
針路をそれにより修正し，同岬をレi
　　　　　　　　　　　　　　　　「Fダーで20浬に捉えつN航路の短
縮が出来た。

25i27．氏14

　19．CO

27．5．15

　2400

26 27．6．25

13，00

27。6．26

12。OO

塵
確

　
2
1
4

　
程
砂
視

湾ンマオ 　ペルシヤ湾及びオマン湾附近は通

航船舶多く，砂塵の為視界不良の上

に，潮流の影響あり難所であるが，

レーダ・一により無事通ii畳出来る。

オマン三三
　　　　　｝

ペルシヤ湾

　　　　　　

視程調鵬；慰撫謡
　　　　　1

27
　　　　　　
27．5．21i。ミンク＿バ

　　　　　i一島沖

　　　　　1

濃 霧

　　　　　［

MO12－Ri28
　　　　　1

27。6．14

02．00

39。40N

24。OOW

霧

い，爾後レーダーで船位確認他船避

航して無事航海する。ペルシヤ湾入

口のリトルクオイソ附近は船舶輻奏

し，砂塵の為視程男星以内，加うる

に極めて不規則な潮流存在し，レー

ダーの装備なくしては航海まことに

危険である。

〃 29

27．　7．16　　1　噛

　20．OO　iロスアソゼ

27b21副剛港後

　前日より濃霧となり，推測航法で

近づいて行った駈．25浬でバこ／ク

ーパー島を捉え，無事ジユアンデフ

カ海挾に入った。当時方探によれば

約10浬瓦餅に誤差があり，レーダ

ーなくしてこれに頼っていたら危険

であった○

　此の附近陸岸低きため，目標物を

捉えるのに困難で，音測による測深

航法を行うも冠位の正確を期し難i

い。ためにどうしてもレーダーによ

る目標物の探知が必要でBamegat

L，t　Shipを14～15浬で探知し得

て有効であった。

濃

一105．一

霧i・スアソゼ・・咄懇霧となった

　にが．レF一ダーにより安全に心配なく

　　航海し得た○
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MO12－R

〃

30

31

27．7，25

03．CO

460－50’N

177。一12W

濃
　　
愚拙太織上で繍・灘に購わi

臨レ詣叢叢撫i
　陣寸寸た。　　　　　l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

27。7．27

01．00

44。一50’N

168。一15／E

〃

〃

1灘中レーターを糊していない｛

A・・g・M…uを1外位で捉え，i

l醗よりの方位騨を煙し撫皐
随過した・

32

〃 33

27．7．281御・・N

2α00 Pエ6朗E

27・　8。　1　　1　350－15／N

10。2。114。転55・E

　　　　　l

グ 　濃霧中Shinyo　Maruを捉え安
全に航過した○

〃
　大洋より陸岸に向い航行申，視認l
l跣立ちレー外で冷却を搬錨1

を修正し航路を短縮し得た。

MO　13－Rト34

〃 35

27．6．17

12．00

ペルシア

　　　　　三口鰍購礫保され渇

幽S・・d・…酪濃くなり，胎や｝

　1灯船の視認困難となったがレーダー

27．6．27

24．00

C6。一〇〇～N

95。一CαE

MO　14－R
36｝、τ7．131＿ン島

　　。船齢。。1附近

夜
副印度洋よリリスマ・ラ北町に接1

　　近したが，灯台消灯し，自証の確認i
　　出来ず，且つ同附近は海瀬しい叫

　　で麟位に甚しく不安を感じたが，レ：

　　一ダ・一に依り翻位確認出来た。

砂

M・15－R137

塵lB・h・e茎・及びR・・…erra行の1

　櫨b畳蹴俊を凱論

27．7．22

01。30

MO　18－R 38　　　　27．　9．　9

　　　　　　　　　　　　　　　　ISh◎al　B’nに至る時約84浬は南北；
　　　　　　　　　　　　　　　　　
に流れる潮流を受ける○この時砂塵i

を受けると視界全くなくなり，l
R・・t・・erraえの浅紅も多く屈折し1

た船路であるからレーダーは不可欠｝

である。　　　　　　　　　　　1

23転00’N陳

74。一25／W

間

神　戸　港

ク，ス，バ跡ら二＿一二
　　　　　　　　　　　　　　　　　向け航行中，スコPプ上艦5浬に漁1
舶らしき映籔か現われ，接近するも1

　　　　　　　　　　　　　　　　　灯光を認めず．之を避けようと変針｝

したが，右舷正横0．5浬に航過する1

まで灯光を発見出来なかった。もし1

　　　　　　　　　　　　　　　　　レーダーがなかったら衝突の虞れカ㍉

あった。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　1

スコ＿ル　　内地の夏季並びに南方地域では，1
　　　　　　繍こスコール将来媛けるが，1

　　　　　　荷役申これにより積荷を濡らすこと｝

　　　　　離轟欝細

一106一一

≠

1

M。！8－R139

　　　　　1

陶24瞬又雍
113．OO～15．CO．

1

濃 霧

40 27。9．25

08。OO～15．　OO

サソフラ：／
シスコ出港

濃 霧

監視して沖巌行を早目に齪到

ることは満役能率購・利用酬

る○：本船も神戸港で雲行怪しくなつ1

たので，レー外を働力せ明石応

仁の南寄りを過ぎたものは殆んど本

船附近に降雨をもたらし，明石市の

北を過ぎたものは殆ど雨とならなか

った。それぞれ鎗別の積荷によって

申止続行せしめた。

　桑港入港前，港口山鼠迄45浬の1
間を激霧の中ソーダー磯位を一調

し乍ら，機関stand　by　にして全

速航走予定時刻にPi1◎tをのせられ

た。この時Pilot　boatとLight

ShiPは輝点の大きさで判然と区別

が出来た。

　　　　　1

M。18一謔P
　　　　　1

〃 42

27．10．5

15．GO（ノ16．　oe

27．11。5

OO．　OO’r）05．00

42127．11．25一

27．11．29

　桑港出港時から濃霧の中を出港

し，ロスアンゼルスに向け1500迄

の直時間レ門ダドによってCoasti－

ngを行えたO

クリストノミ
ノレ

ミシシツピ
ー河

北太亭洋

豪 雨

煙

ネ　ネ　　リ

　クリストバル出港時折から豪雨と1

なり，防波堤入口並びに灯標を舶に

保ち安全に出港した。Unti－clutter
の切撫こよって，目標はス・一プ到

に鮮明に現われた○数時間短縮し得

た。

　New　Orleans向瀕江中，1狩獄の

ため草原を焼く煙が低迷して視界0

となった○ンドダーのない船の錨溢

する中を縫航して，幅約1浬のミシ

シッピF河をレーダーによって湖江

続行し，無事予定バースについたo

Pilotは約3時間レーダーをのぞき

つづけて操舵を命令した。

　特に太ZF洋横断中に多いことだ

が，暗夜荒天に際し，ウネリの方向

を確認することが困難なものであ

る。この時レーダFで見ると判然と

して，低気圧の移動．気象配置の概

況を知るに助けとなる。又ウネリの

長さも2浬のスケールで確認するこ

とが出来る。

　以上を見ますと，パーレン航路ではいつれも砂塵の中をペルシヤ湾オマン湾の曲折した小島

群の中の潮流の蜘鰯を進むにはレーダーカ・不可欠であることを醐している点が目立ちま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一107一
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す・この鱗と北米鱗と紛類してM牛数量繊だつた勝期他二丁て駐すと，

次の第2表第3表のようになります。

　　　　　　　　　　　　第2表　北米航路における統計

M・・1－R…12回2錐麹　　　　　　　　　　　　　　　71①②③⑤⑧鰍1囲1「1131

煙
ス
コ
ー
ル

M。・3}坐い轡｝1（エ4）12i⑬⑮

M・・5－Rl　81・塚霧（16）11｝⑰

1 1 ユ

　　　　　
MOO7－Rl
　　　　！
6121“（19）1。1
　」　　　　　　　　　　　レ　　」

2

埜・・9－Rl　4国1レ（23）！・1⑳⑳

泌・11－R「311L〃（・7）1・｝

2

囹 同

　　　　；　　　「
MO12一一R！3！6
　　　　　　　　　

M・15－Rl　3巨

M・18一Y15
合謝14936

　マ　　　　　　　　
1　1　〃　　（28）I　O

　I　　　　　　　　　　　　l

エ

11衝突（37）ゐl

lll坐洲（42）「216000

　　　　　　15■1

＿＿＿＿．L　■1
　　　　　　診「「

　　　「

　　　　l

11困　『一
1　　　i　　　1

一一窒

11・1 　　　　　

11引
1　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　二

目11■7回・雨国・1
第　3表　　パーレン航路における統計

lM。i・二Ri　313レ1築書26）1＼＼1
3

ぎ

　　　　　MO　13－R｝1　　・巨レ（35）「＼1

1い1レ（39）＼
1 1

　　　　　M。14－R1

465二合

「 L
11「「「　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鰍だつたと思わ魑ケ啄は・レヴーカ・なかったら旧したよう旧故を起したカ、非

才囑髄・筆者の主観によつ催び臨たもので種国論があるとは思・（ます．又短縮さ

糠と二七細数胴磯り観噛せん．然しそのことを一町当と認めてもら揃提の

もとに・第2表第3表の数字から亥のようなことが云えるのではな励・と存じます。

　①　北米航路ではレーダーで重大な危険を避け得る機会は年亭均にして1隻の船につき約2

　　回半ある。

（2）同じく北米鱗で・匪ダ竜装備し瀦が航麓短縮し得翻刻は1土均≧．て約3

　　日半である。

③バドレン鱗で晦猫必すレヴー治・刷れば澱である。但し資料は5，6，7，の

　　三ケ月のみである。

これから識て2番の短並数からの利益だけでも進瑞の費融50～70万円として，

少くとも4・5年で原価償却が出来ることとなる。こ隷興幡のこと鰭えに入れる欄

題にな紘唯レPダづあ騰利益は大き蕊の販るのである．レー外でこのよう暇
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に見える利益としては出入港を予定通り決行出来る点と，航海確認によって航路を短縮するこ

とによる燃料の経済等が挙げられるが，海員の不安焦燥をなくして，落着いて操船し得る無形

の利益は絶対に見逃すことが・出来す，各報告にこのことがよく惨み出ている。
　　丸
　以上の事は集った報告からであるから季節的に見たりすると或いはかたよった資料となるか

も知れないので断定は出来ないにしても，一応の結論として何かの参考となるのではないかと

思う。

　各報告の特徴については後に使用上の注意や参考意見としてまとめて述べますが瓢Gユ8－R

の荷役中レーダーを用V・能率をあげた報告は注目に値します。

　国鉄の蓮絡船では常に利益を得て居て今更枚挙にV・とまない位とV・うことで報告出来なV・程

である二三船上記してありましたQ

　3．　丁丁1こつし、て

　種：々の故障について：先づ表にして：第4表に民間船のものを第5表に国鉄のものを載せおきま

すQ

　　　　　　　　　　　　　　第　4　表　民間麗’における故障状況

資料記号 故障現象回数不良部品
原 因　　使用時間1

MG。1－R±カー劾れず　国V8・8（6SN7）縫

　　　　魔動屍ず醐。）国ζ正条謬縮 398

回心スポットのみ 1　V804（6SN7）壷掘

瞬形模様 ・IR865糖 折　損

MC。2一盈厩重複 3 1AFC観ずれ

〃 巨紐1ス縫ン纏
M。。3－Rl

　　　　【

巨iCh・・gi…h・k・ 　

隣もれ

回D・flecti・…i1 1シ・一・

MOO4－R
感度低下映平なくなる■電源四三講 陸良

．」

国指示器内セ〃糖 〃

MCO6一艮
映簾われず（x－ta互。〉国勢ラ圃蓑亀ン諏トソ鮒外

編謬嚇心輝点■使騨鞭 墜明
ヘツデイソデマーカ
1。左に癒角

1籔騨ネヂのゆるみ 嘘でネヂがゆし

【MOlo＿R 扇形模様 1AFCクリスタ・・鋼 270

融解表われず 113B24W・5R4GY綱 260

扇形模様 12錫鍛施蜜劉 510

MO　11一盈
■ブラウン管醐購 騨醐郵劇
1陰室管断線

一109一
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回

．M。12＿Rl i21Di・11・m・

扇形膜様ヒ（X－ta1振） 1

MO13＿R映墜消滅

16AL5（AFC）細
f

1 協2懲概≧訓高田
国編藤ツシ跡ル蝿レ

藁ヤイロレピ礎従不国セルシソモー外
〃

M・14－RI＋躰の放二三 1

脇模様F・・u・効力失うi1V4。1晶晶
一読
1

IT一一

MO　14－R

MO16－R

MO　17－R

塁二十㍗るにして約■澄・1調整

感度不良，STCをとれ
はF．R．M．ぼんやり表

われるが距離測定困難画

面極端に明るくなり，揮

点にハレーションあり，

スイープの端は菊の花び

らのように切れる0

4曜レンヂではスィー烈

が醐一杯に拡がら列
い。　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　I

鰐顎鱒力鰻矯釧
1

1

T903　≧震熱　　≡多釜i煙

後断線して映嫁消滅

タイムメーター停止
　1

11タイムメータP
　I

捲替不良

一真賭能鞘下新剖
装備後1ケ月

感度低下

　国鉄では各船からの報告の他に各船についての設置当初からの故障状況を添附して寄せられ

たので・何か利用される方もあると存じ一応これをも併せて各飴に分類して第5表と致しま

す6

｝　　　　　　　　　　　　　　I

i資料記号設置年月副　　現
　　　　　1　　　　　　　　　，

第5表　　国鉄における故障状況

象 不　　良　　鴇　　長 原

lTGO1－R 25。9．21 6浬以上映豫不鮮明
因子

映三三おれず
　

12×2　i新替（指示：器）
1

1源イラメハ馴7・31

離管内部細3・・1

スキャナ回転停止 lA．C．Sフューズ
「

｛切断 　

11029

〃
iA・c．・フーーズ

〃

映像不鮮明 2×2　i新学（指示器） 性能低下

1

ほ201
i

1290

罎雲斗で12潮上13B24箏 糸　障 1394

感度悪く映豫薄い
X－ra1；安定

i6AK5新兵
反身寸物標像表われず

MAG：0

i146・

マグネトロソ　亭亭 115。O

映像表われずMAG：O　V203（4C35）新替

　　　　　　　一110一

i19C・

o

9

ナ

l
TGO2－R　　　　　25．10．15

感度低下 陣唐門十
傑編9NにするとID・拾・回路

3分たっても蒸せずR曹購V孤

映像表われず

〃

｝V－816（S・・v・amp）

　　　　　　　　　　　鰐モ欝の馴56・

慶再映豫 レ・スタ・レ糖 740

ト

　　〃

厭丁霊
レライス・剛雛 748

R｝030T

の

［1書芸騨瀦路繰属橘畿31

映像表われず
　

1クリスタル　薪替
1

｝
感度低下 1V201（3B24）新替i 性能低下

2⊆．11．7
扇形購XTAL・捌6AKS－4。3A新替

i二方薄く，訳第に消滅 ｝V303（エB24），6V6，
6AKS（2本）

68

〃

〃

30浬レンヂで15浬以上
不鮭囲

トスイラク砺
替

タ
，
新

スリ
ソ
ク
ロ

A．F．　C調整
クリスタル　新替 麟羅歴欄

陸明
固定購マーカ劾れず！V8・9継 ｝
映像表われず
X＝ta1：振MAG・0
扇形映｛象

サイラトロ：／　新替

湾F．Cクリスタル十日 17C・

ON　にしてスイープ線
のみ暫らくしてスイープi逆転

スイッチ
孟乏蚕繭998；
モーター逆転

陵亡霊XTAL・振レライス・・潮干

馨艦Pソ沖図ポテソシオ・一タ調整

漏斗と指標数字二等

感度不良　TEST．M．
：正常

〃

1V513（低圧電源部）糖1

i二二表われず 1VR1・5・VR15・聴1 12・C・

iT。。4＿R
26．3．30

物標像現われず i　　　　　ド変調管　早替
136・

済テイソグ　力刺甦管鰭 　1390」

物標豫表われず
X－ta10及振

整調ソ
）
ロ
2
4

ト
B
ス
G
イ
2

ラ
2
0

ク
V

映像表われずx－t・畷翻リスタル新替
　　　　　　　　　　　1

ゑイ竸煎鍋矧 ブラウン管　ソケット

Capの接触不良 700

TOO5－R

接触不良

ライン表われず

26．1．26
竪雛1しず翻振IV・・5（6V6）縮

物標像表われずゲイン調
節効力 V101（6AK5）新替

85
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1

TOO6－R 26．2．9

少ない 吟FC・刎スタノ鯛整

避釜もスイプライIV817縮 性能低下 61
よ
一

T201発熱 R201二二
1シ。一ト
1

映豫衷われず　リレー
K201スパF・ク

1267i

IV203　新山 4311

可変距離マーカ表われず

．塑墜筆

長享固定齢P力一

層V809　i身替
　　　　　　　　　　　　1

クライス・・ン ｣1
，　　　　　　～天明

｝47・i

772｝

盛度不良で10浬位しかi
恋われない　　　　　　l
　　　　　　　　　　　I

t不二 182η

ONにするとスイ｛プ線
及ヘツデングマFカP左
に60度逆転

画面の二心左側に偏位 is・T．C調整

レミアリングスイ
」ツチがTrueと

魔甥た鰯

扇形三二 レライス・・ン纏

｛ST聯不良圃

映豫表おれずX－tai　o．1　マグネトロン　新替

1
－
L
．

　
一
　
　
i

グ『 〃

V111　（6AG7）
H150　　（200Ω）

R154　　（1kΩ）　　　新島

急
焼

で
り
・

良
玉
糸
か
機
圧
電
高
発
に
損

〃

T。。7＿Ri、弧2｝騨購

レライス・一纏1蘇餐リレー
電源電圧及周波「
数の低下　　　　1

〃 トグネ・雨糖

薇

　　　印ggl
I　　　　　　　　l

ヴ
1715C

・〃

1羅06Aコンデソレ

i137。

グ
！6371

〃

　

15Y3G新替
トグネ・・噺聾1鞭天応魎i

118631

墜郷里ず
　　　ヴ

電光形に光り映｛象消滅
発射

｛2x・
〃

　　l1218α

TOO8一盈

タイムメーター

縢縛る嬢になり12×2A籍
接点嚇損12195

性能低下

●

11
り

52
4騰表われず

23131

フューズ4002 1切断
1三七七ランシーバレ

359i

〃

1扇形映豫

8Cα

　　　　　　　　　　　　
マグネ・・ン・一ター・二三癖陶
　　　　　　　　　　　」不良

酸騨一一繍到ポテソシオ・一二嶺劉

i扇形映豫

映｛象表われず

lAFC調整

2×2　薪替

送信機赤灯滅 1デユプレクサ鍵｝

！映象表われず ｛・ンデンサー継

一112一

ψ

’

1

TOO9一：R

　　　　　送信機赤論意

　　　　i購われずMAG・・離那纏）薪替

　　　　1扇形映豫

2丘1∴鵡膝ユアル硫rAFG
　　　　蟹田にフユ「ズ鈎F5G。24本

　　　　iL5浬のレンチで籔が害副不明
　　　　iれる

　　　　i丁零憲騨獺陣決丁丁
　　　　函嶺豊。鞍餅劃

　　　　135・V　　　　l
　　　　　フューズF5002切断
　　　　lAFC作動せず　　　　l
　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　’i3・4月F5002購4本1

　　　　騰不糊　　　i

灘騨と共卜形賑1電濾シ＿，VIG12
iわれるQ
L
層形癒欄鮒回
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　．
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可変距離マーカ表われず　V807（6AG7）新旧 i11871
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以上のようであるが，これを原因別に整理して見ると夫々次の第6表及び第7表のようにな

・る○

　　　　　　　　　　　　　　第6表　 民［琶運ナヨ晋古父障統計
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費日56211
　　　　　　i・1　　　　目　1目i塒間計

中i・囹3■155いill・11・陶4・
　この表から言えることはやはり真塞管関係が最も多V・ことである。その他のものについての

比較はジこの調査の前後の故障状況が分らないので，羽田することは無理であって大約の傾向

が分るのではないかと思う。ただ故障の中で特に眼を引くものが二三あるからこ，れを取出して

見ると。

一114一
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　④　Defiection　Coi1のシヨPト（MOO3－R）

　（ロ）一航海毎にヘツデイングマ陣力が左え1度偏よる（MCO6）

　叉両者通じてブラウン管の不良のない乙とはまだ寿命が来ていないからであろうが，国鉄で

は亭均各船2000時間位使用してV・るから，一応ブラウン管の寿命は今の所200時閤以上だ

と云える。

　マグネトロンはこれに対し既に8件の不良があり，この夫々の使用時間を調べると，

　　MOO1－Rでは398時間，　TOO1－Rでは1500時闇，　TOO6－Rでは1年後（丁度）

　　（推定1000時闇前緩），TOO7－Rでは790時闇と1＄00時間，　TOO9－Rでは231時闇

　　と591時間，TGユ0－Rでは758時闇

　のような時間で切れている6乙れに対してまだ切れていなV・般は国鉄で7隻以上あるので一

概に云えな〉・が，ブラ『ウン管より寿命は短：かいようで早いもので500時聞前後，平均して2000

時間位になるのではないかと推察される。

4。特異現象について

特異現象についての報告もかなりありまし夜が，これを分類しますと次の5種類に大別出来

ます。

　④　他般レβダFの干渉

（ロ）異常伝播

　の偽像

　←）Sand　Stormの映像

　㈹　其の他

　以上5種類に、分けて報告を載せ筆者の考えを附して諸賢の御批判を仰ぎたいと存じます。

　④　他船レーダーの干渉につV・て

　ζれについてはレーダーの説明書にも蓮べてありま：すが，筆者が日本航海学会誌第4．5合

併号に，P．P．1．に表われた現象についてと題して，　P．P．1．の坐標の面からこの問題と次の異

常伝播の時の表われ方を論じましたように，窟手船のパルスが入って，ある認識されるような

形で表われるためには，

　i　互いにビームが向き合ってV、る時表われる。

　iiパルス繰返数が同じような値であること。

　iii波長が同じようであること。

　が三品としてあげられる。即ちiQだめもし相手般との距離が遠い時は互V・に主ビームが向

き合った時だけであるから当然相手船の方向に，ある細い角度幅（お互いにアンテナが回転し

ていうからその相対的の向き合い角）の中に点々とパルスが表われるわけである。この点はス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーユ15一一

瀞
、



一
I
　
　
I
　
J
卜

一

¶
1
1

　
髄
闇

　
　
　
－
．
一

　
　
　
　
　
ト
r
瀞

　
　
　
　
　
　
川
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
山

111

イープの上に一つづつ出るのであるが，スイープの密度は非常に密なので一直線上に点々と表

われるように見える。この点と点との距離は，自船と相手般のレーダーのパルス練返数の些少

の違いを：表わ’し，もしどちらも繰返数は公称ユ000であるが，厳密に云って1．2％の違Vr，即

ちユG12と1000であったならば，点と点とは4浬の間隔になる。この故に他艀レーダーの干

渉の南つた時はレンヂを小さく切換・これば余り影響を受けなくなるのである。次にお互いが段

々近づくにつれて，自船のSide　lobeで受けるようになり，相手船のSide　lobeをも受信す

るようになり，途にはお互V・にアンテナがどこを向いていても受信する程近くなって，P．　P．1

三面に影響が表われるようになるわけである。この時でもRCAの説明書のように縞麗な渦巻

型になって画面を妨げることは滅多にないことで，このためには先程武つた点と点との間隔が

つまって蓮絡して見えるようになる必要があり，それにはパルス繰返数が殆ど正確に一致しな

ければならなV’・。然し現在のレーダーはそれ程の正確さがトリガ門回路にないから滅多にない

乙εになるのである。

　この意味から他船レーダーの干渉は標準として第一図のような形に表われるのが普通で，同

図イ，ロ，ハ，二と毅々に近くなった状況である。又お互いのアンテナ回転速度や，使用レン

ヂ，パルス繰返数等によってホのように表われる場合も考えられるし，この他数種の場同が考

えられる。叉以上の表われ方はスキャン毎に多少角度なり，位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図他船レPダー干渉図形の例

相なり変って行くものである。　　　　　　　　　「㌻蜘　魑ハ　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　ぐコ　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　コ

斎各糊楓に関鰍ものにつ嚇して○（：う○◎

　：MOC6－R（中央汽般中柴丸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r↑へ，

沖縄醜鷲輯必工面民心からあ肪敵漁況晩　　　　覧ノ

様にパラパラと出るのは何かの干渉によるのではないかと思われるが如何なるものであろう

か。

　乙れは確しかにレーダーのパルスを受信したもので，沖縄のレーダー監視哨のものと考えら

れる。即ちここに対水上艦艇用3c溢　レーダー而も多分RCA製品があるのでないかと考え

　’第え韻　　　　られる。

　　　　　　　　　　　　　MOG9－R（日本郵船有馬丸）

　　　　　　　　　　　　　レーダーの相互子渉として第2図のような図形のi報告がありまし

／（　蝿痴れ醗の一ダー囎を上げた購手船蠣を主
ビーム及びサイドビームで受信したものと考えられます。又もしこ

れが，本当に他船い一ダーの干渉とすれば，全く特殊な場合で，相

し手船のレーダみのパルス繰返数と自船のそれが正確に一致した時で

ある筈で，而も第2図のような図形がもし相手船と同じ距離，即ち

一116一
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絹手艦映像と重なってみるならば，それこそ千載で偶のチャンスで干渉とは考えられません。、

　MO10－R（日東商般日栄丸）

　前に並べたような映像が図入りで詳細な報告があった。その中で，第1図イのようなのは相

手船と20浬位離れている時，11浬以内に近づくとハのようになる。但しこの報告申直角方

向のものは不規則な方向と書いてあるが，それはビ門ムが向き合っているのは1スキャγの間

には短時闇で一二本のパラパラ線が出るだけブζが，次のスキャンになると，スキャナ回転速度

の差だけすれた所に表われ。二三スキャンするとビームが合わなくなるから，パラパラが表わ

れないスキャンも出て来るわけである。そうしますと一見不規則のようでありますが，やはり

そこに規則正しく一定の法則に従って出て居るわけである。

　㈲異常伝播について

　　異常伝播のため観認距離以上の所から物標を探知し得る例が報告されている。又視認距離

以上には愚か30。k搬もはなれた所の陸岸が探知された例も詳しく図を添付して報告があっ

た。

　MOO8－R、（日本油槽船あらぴあ丸）

・昭和27年3月～4月Gulf　of　Oman及：Persian　Gulf気温90。E前後，気圧995～990

　湿度85～95％　天候半晴　風力1～3海上卒穏

　当地域に於て異常大気状態の影響のためか，レンヂの；最大距離40浬にて大型船舶が明瞭に

スコープ上に反射され，而も路々倍位の大きさの映像が表われる。丁度近距離の船が普通の状

態の時，スコンプ上に示す反射像の大きさ位である。勿論40浬以上にても明瞭に反射像を得

る事が出来ると思われをが本装置ではその限界が知り得ない。

　三陸岸等は比較的彊く反射せす通常の視認距離迄近接せねばスコープ上には表われて来な

V、○

　昭和27年7月18日　170⑪　ペルシヤ湾内　260－46／N　51。一581E　風向west

　天候疇　海上白波僅少　視程良好

　以前にもペルシャ湾内に於て夜間偽像らしいものが表れπことがあったが，左記日時に於い

ては三間であったから，明らかに偽像であることを確認した，最初左30度約8浬に船らしい

ものが現われ，本船が進むに従って近づき左90度約1浬で消滅した。現認距離内であるし書

間であったから，8糎双眼鏡で捜したが，途に何物も発見することが出来なかった。普通船の

映像は申心より見て横に緬長いものであるが，この時の偽像の形は縦に細長いように見受けら

れ，た。

　MOユ0－R（日東商般日栄丸）

　昭和27年5月14日19GOオマン湾入ロ，風向West風力1misty

　500t以上の鋼般は距離40浬で確実に捕捉した。高さ20～30米の三等も40浬で明瞭に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一117一
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捕捉した・レーダースキャナの水面上の高さ25米．通常鯉鵬映像捕綴溜巨離ま20～

25浬であるが・オマン湾ペルシヤぞ蛮内にて40浬レンヂの日夕凋にて極めて明瞭に捕捉，40

浬以上のレンヂがあ繊恐らくもっと遠くまで出たと思われる．この現象は5月1媚と15

日の酬認められた・16日以後は同轍所に於いて駄型船は25浬が鰍限度であった。

　昭和25年6月26日　0210～0430　オマン湾内　西の風　風力2

　27日ユ300より26日2400までのオマン湾及ペルシヤ湾の航海中は異常伝播状態の存在

があって汰型鱗は殆ど40浬以上の星巨離から看翻出来た．同航反隈計2嚇皆以上．レヴ

略キヤ塙二上26米・高さ7米～10米の小島群D・i狙・niy・t　l・d，をも40浬で翻

（26日0400往航海及び26日2000復航海）するような状況であったが，上記26日0210

～0430の闇は特に次のよう罐岸の偽像力・得られた．（第3図参照）（海図N。．316ユ参照）

0210の位置m・・C・t灯台から357．29浬の地点より，真錨316・速プコ！5。5ktで航行

中・恥かに陸地解の鰍と思煉るもQ醐現した．骸は職填るく（40浬附近の

実像より梢暗い程度）過去の経験よP判別して陸地の像と認めざるを得なかったが，偽豫の方

向には，百数十浬から百姓附近までは陸岸のなV・ところなV・ので，その原因は判然としなV・が

レ・一グーがやや異常なぼど高感度を示し，高さ10米の島を40浬で捕捉してV・た所から推し．

　　　　　　　　　　　　　第3図日栄丸偽｛象スケッチ
　　a　　G210
　　　　4G浬レンヂ
　　　　　　　　　ぐ

　　　スコーノしの如く見ナ｝

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　9’5　　　　〒撰；
　　　　　ふ　ココこ
　　　螺農一§藝謹聖

　　d　O250
，全く陸．岸く思・き蜘象となソ．FTC

2・鳳U藁の細部に幌る肱態
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以下全部2G浬’レンゲ

f　o3田
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暮　0320 h　o330
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　i6340
　再び次第に明瞭に

　旧師し家1ノ陸地の女臥

／ノ

禽ノノ
　再び雲の如くに…見わろ

k　o∠レQO

て恐らくRus　AI　Jaba1附近が受縁されたと思われる。パルス繰返数ユ150から見て・1周

欄標瀞一÷26・kmであるから・反射が第3囲のスイープ躁つたとし9偽鯨の距

離8浬にこれを加えれば276kmとなり当痔の船位から・恥s　AI　Jabo1からの距離285km

陸岸で270kmと比較して見て，この偽嫁はRus　AI　Jabal及附近のAI　Batina陸岸であ

る乙とが想像される。最初かすかに偽籐が発見された時からすれば・畢に300kmに達する。

当時の状況を写真撮影しようとしたが・失敗したのでスケッチ（第3図）を添附します・気象

状態次の如し。，

　西の風1～2上海1・一2．気温31ρ5C　水温30℃　気圧995ミリ・『一ル　視程5～6浬

　筆老注

　　以上の難論の樋2はつに粥ら紅・その1は翻醗の籔で　灘轟
　あり，その2第はスイPプ又は第3スイプー（Second　sweep・Therd　　窮・・・・・・・・…

　ると，第4図から分るように略算して，r2＝2Rhア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一119一



　　　D＝・＋・’訂頭『（v冴h∫＋～／癬）

地球の半径を近似的に64・・kmとすれ〃れれで必要野馬学的な視野醜力、得られる

カ㍉光の場合はref・act三・n編るのでこ拗多少のびる．搬に航儲の計算としては

魁1廃のびることにしている・叉レーダーの場合はこ禰もつとのびて，地球の半

径を4腱とし磯何学的に求めることに等熱演変零れている鵬）こ慨計

算して表にすると次回表のようになる．但し第7表ではD－K妬＋嚇）として

b灘跡夫々三二与論れ礁Dカ・哩にな砺合と謹にな置合紛成K
の値が表にしてあるものである。

　　　　　　　　　　　　　第7表D－K（・煽＋v勘に於けるKの目高
　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆへ

　　1一　⊥」塑で爵漏煽蔚IDが浬で出る（Nau，三。。互藤1「

　　この表から灘の大聾二二2・一2・湿㊥値はスキャ塙25糊手船もこの位の

所から難出来るとして→応うなづける・但し耀船でもマストの上飯射するとは一期え

ら鰍励楠方醐でK回忌大きくなるとして大略近磯になる．そ椰4曜以上

から擦燗来ると吹と二三である・又7一・・和幅群もそうであると吹とは竣

のびて匠鵬旅d・ctの存在と見ら鵬一駄Kの二丁記の麹働大隠う

に見受けられ礁鱗講々Checkして晩だ七言二曹瓶動紐気翫
温等の資料と共に御通蜘ただけると幸甚と十七す。

　　その2につ匠竣碗ますと・この繊の地形1ま第六のよう漸で，×印醐伽あ

る・ここで第3スかプ咳糠る鞘計え硯ると，職旅その圏内にR。、AI」。b。1

の陸齢ある・しかしこの囎の形を盤して見ると・2・・の融浬レンヂで聯6図

のよう剛・0250嚇の2・浬レンヂで聯7図のよう㍑る．購醗膿際唖離力、

らパルス罐周㈱融雛する距欝⑳2倍矧喰鵬雄贈ど変肱く劾驚から，

この鵬1150分の1激回す轍建は7・浬と譜第5図の大き倒置この倍唖

離の翫この円が第3スかプの轄磯溢する雛である．それと先割興のスケッ

チを撫し硯ると凱勘ようであるの蔦一寸断定出瓢鳳この騎の如く左の方力§

一撒齢である時瞑常伝播がどの様姓じて，どの翻が窺知されて鴨力吋分ら舳

し沖心附近はSTCが脚て・5灘まで鰍齢消磁るとすれば，スケッチのよう

になる縄蜘なv’・煤2スイープによるALBAT・NAの囎製三っているか蜘

鰍い・そして・・32・一・4・・醸って表燥てい碩北方向喉は第2スイープによる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一ユ20一一・一
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門
彦ASHAKIRDの反射弓とよく一i致する。

　筆者が航海学会誌で述べたように，図形は非常に変形して見えるから，列島群とかいうもの

でない限り正確にそうであるとは一寸確しかめられないと思う。砂塵の映像じゃなかったかと

も考えられなV一・であろうか。この場所で再び同じような異常状態となり，同じような映像が表

われて立証されればよいと思う次第である。

　MOO8－R．の2番目の報告にある左30度8浬に表われた輝点が左90度1浬で消滅し

変とV・うのは確しかに乙の第2又は第3スイープによる偽懲である。因みに航海学会誌第4・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一121一・・
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5合併号にのせた線の変形の様子を示す図を第8図にのせた。但し第8図では分り易くする

ため外側に対し内側の大きさを：5倍に拡大してある。

　　　　第　6　図

0210に於ける40浬レソヂの
第：3スィFプ図形

第8図第2知づに諭姻形の
　　　表わ耽方、外側の莫実線が
　　　内側の臭実線のよう、1こなつマ
　　　表われろ　　　　　r・

　言
　　　　　　　　　　　ξ

＼
＼
＼
～

汐
〃

　　　　　第　7　図

　0250に於ける20浬レンヂの

　第3スイープ図形

　　　μ／　醐惚
　　　　ノ　ノ　　　　　ノ

粥ぐぞ搾

　総括して異常伝播による第2又は第3スイ’

一プの映像については次のようなことが言え

る。

　量　方位は変らないので，大抵の図形は放射

状になる。

　h　STCのきいている時は，遠距離で例え

ば8浬違っても反射強度は変らないから，中心

附近に来ると消える。、

　㊨　偽像について

　偽籐の種類をあげて見ると，前述の異常伝播

によるものの他にiSide　lobeによるものii

自船と相手船の間を：数回往復する場合，iii自船

のマストや煙突が鏡になる場合，iiii岸壁のビ

ルや崖が鏡となる場合，等がある。

　いつれもどのような方位でどのような距離に表われるかを考えれば解決される。

　iの場合は：方位はその物標と直角の方向｝さ距離は等しv・距離に表われる。しかもSide　lobe

で受信する位であるから，感度も上って受信ビーム幅も相当広くなっている筈で，円孤となっ

て映像が表われる。この場合についての報告がMO10－Rにあるからここに紹介する。

　他船が距離1。5浬以内にある時Gainを最大となし，　STCを殆んど利かせないで見ると

船と直角方向に等距離に，叉反方向に，135度方向に数多くの像が同心円的に現われる乙とが

ある。爾ユ浬になると像は全く同心円となる。極めて見難いものとなるが，Gainを下げるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一122一

’華

φ
一

とによって救われ．る。

　とある。これは相手が船の場合に限らす，岸壁のビルや，懸崖であっても表われる。そして

反射が彊くなければならないので，船ならば，自分に横腹を見せた時であり，懸崖なぞではそ

の面が自船の方離向欧場創俵鰍るものである・

　ii　の場合についても同船から報告があるからこれをの

せると他船が正横附近にあるとき（並行して）は，第2反

射が2倍の距離に明瞭に表われるd他船が反航して来て正

横前2点附近距離2。5浬にて：第2反射像が5浬に薄く表わ

れ，正横2．3浬で最も彊烈に現われ正横後2点附近2．5浬

で5浬にあった像が消滅した。

　とあるが，これも相手の反射が強く，しかもその反射は

自船からも彊く反射し返えすことを必要とするため，自船

の正横附近にあって，而も相手船も回船に横腹を見せてい

る状態の時に表われるわけである。

　iiiの場合についての：報告を：次に紹介する。

　MOO9－R

　　　　第　9　図
数倍の距離に出る偽豫（日栄丸）

　　　　8浬しンヂ

　　　　　　正横前2臭附近．
　　　　　　1より算2叛：射が
　　　　　　現南屋し亥台め正
　　　　　　横後21莫附近ま7・

＼＼ご／

　レンヂを1浬～2浬にした時Fore　Masし及びMain　Mastの反射により相対方位で353。

及び183。附近に第10図のような偽像を生する。Gainを減少すれば消すことが出来る。

　　　　第10図
：有馬丸報皆マストによる偽像

　　　　　353。　　　　　　　　0。

傅。

直
一
Φ
～

　MO10－R

　他船と行逢う時，近距離（2浬以内）に於て正横後2点附

近より距離1．5浬にて艦マストの方向に，略等距離に他船

の像が現われ，1た。それ，は真像が遠ざかるにつれて遠ざかり，

編方向2．5浬附近よP次第に薄れ2．8浬で消失した。

使用レンヂは4浬，これは艦マストが鏡の作用をしたため

であることは明らかである。即ち，この偽像は通常マスト

の陰影に相当するところに表われたものである。本船マス

トの陰影は右船首6。から8。であり，物標がこの間にあれ

ば全く見えなV・。第11図参照。

　以上のようであるが，詳しく報告がありこれに注を：つけ

たす必要はなV・ようである。ただマストの陰影についてはスコール等の中に入った時明瞭に見

られるが，陸地がその方向にある時は陰影として気がつかな場合が多いようであるが，何かの

機会に確しかめてもらいたV・と思います。

　iiiiの場合については報告はあPませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ユ23一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹　其の他の特異現象につい℃

　　　　　　　第11図　　　　以上の伽ろv・ろ特異現象について雛があ賊
　　　　日栄丸報告マストによる偽像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したので次に書いておきます。
　　　　　　　4ブ写しン手“

　　　　　　　　…三四、、・8り　　　MCO3－R　3月1。日0時～4時，バルバツク
　　　　　　　　　冷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海峡附近，SE　3，．BC∋Slght，　good「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バルバツク海映通過援，同地は地方磁気あること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を通達によって知り，相当不安を以て，極力自差を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定し併せてレーダーにより，避険線齪巨離により

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知りつつ航行中，突然他の輝点を認め陸地との識別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　困難となり，或いは暗岸に近接せるや不安を憶え天

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測により位置を確認す。この特異現象不明。同地附

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近は陸地よP20～25浬位に暗岸あり，25浬以内に

近寄れす。暗夜のため陸地は視認し得す。

　MO13一R　6月3日　120020一一〇5：N　122－03　E　S　3。　b。海上2．視程5浬

洋上のス㍗・吸甑近くの雲は陸地と同様鯛なタザツトとして表門纏がある。6

月3日バリンタ晦峡附近に於て・この現象鰹験した．即ち6月3旺午頃レーダーを発

動した所左舷ユ0浬位の所に鮮明なる而も可なり大なるターゲットが現われたが，同方位には

陸地は見あたらす唯その位置と覚しきあたりに低曝とその影が以下く二三て居るのみ

であった。レンヂ20浬～40浬。

MOユ5譲9月6日040025～25N　113－16W　W4　C．、1ight．9。。d

上記購場所で当痔海上は薄舘であったが，渤輝き比較的視界は良好であった．レー外

に艦右5度附近に殆ど雨雫臥して常に過般と思断る概，映像が映ったので，肉眼で見

張を厳重にしたが・結局それらし蝿のはなく約2時予後に到蛸滅した。

　餌008一只オマン湾及ペルシヤ湾

この地域ではS謝S旗mの反射により，屡々恰か蠣岸線の如き映像をスコープ上に認

めることがある・こ祓スールの如く徐々に移動しやがて消葬るが，スコー，レの三三の

如くその翻が不鯛ではなく・暫テ方向の最前線に非常1鰍糊で海鞭の反臓に酷似して

いるため・地理不案内又は雛不灘の際1まそれと知る迄切継戸迷う駄がある。

　5．硬用上の注意又は参考となる意見等

簸鞭用上の注意又鯵考と泌三等紛類して次にまとめて見る。（擁内膿料記
号）。

　④　映像に関する注意又は意見

　　　波浪高い時漁船を映像面に捕捉出来なV・ことがある。（Moe2一：R，　MOO9一：R）

一124一一一

ぞ
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　霧中では15浬以上の標目が表われないことがあり，又雪に覆われた山々も反射が弱い為か

　出ない時がある。

　（MOO7－R）（1）

　風力3以上の時は海面反射強く，6浬以下は海面反射で物標の視認が困難である。（MCO7－R）

　濃霧又は濃i雪は映像として相当弾く表われるので，反射像の弱いものはかくれる。例えば木

造譜はかくれ，蓮；絡船は出せる。（TO⑪1－R）

　砂塵の映像はスコールと違って陸地のようにふちがはっきつしていて迷わされる。（MO◎8

－R）

　犬吠崎を捕捉出来なかった。（6月11日20浬）；其の後の航海では捕捉出来た○（MOG7－R）

　Light　Ship（Bameggat）をユ5浬で探知，但しスコール中で，　WuiterdrのLight雛ip

を12浬に認めている。雨天の時は1G～20％感度が減退する。（MOG9－R）

　久米島（326米）を：26浬　鳥島（25米）を17浬よP探知した。（MOC9－R）

　アンドロス島最大17浬（学事時）でキャッチするのが普通である。（MCO8一良）

　オマン湾ペルシャ湾では異常伝播の状態となって遠距離から受信すること多V・。（MOIO－R）

　（ロ）レーダーによる航法についての注意又は意見

　雷雨申の障害物はレーダーで発見され難いから，雷を伴う騨雨に突入する時は，余程手前か

ら減速して置く必要がある。（MGO1－R）

　偽像についてはその船固有のものと充分会得していても，或いは丁度小型船がそこにいるか

も知れぬという危険があるから注意を要する。（MOO1－R）

　霧中降雨中レーダーで充分キャッチ出来る時は，霧中信号減速等の必要を感じないb（MOO2

－R）

　真方位指示は，指示器の位置によっては誤判する恐れがあるから，一般に柑対方位指示を用

い，特に必要ある時のみ真方位指示を用いることにしている。（MO◎2－R）

　マーカー上の映像はマーカー線で陰蔽されるから，亭常はすべてのマーカPは消して置く方

がよい。（MGO2－R）

　定期航路船はレーダーによって定期励行が可能である。（MOO1－R）（MOO9一：R）

　レーダーに表われなくても，見張によって流木や漂流物を：癸見し回航しているから，レーダ

ーを過信して見張を怠ってはならな》・。（MO15－R）

　町営物標の変化する海面でレーダーを作動し，実物とレーダーの映像を比較して研究するこ

とは，霧中叉は夜閤の時の操船に役，立つ。（MO15－R）

　他鷲レーダーの干渉のため映像混乱を来す恐れがあるから乱用は避けるべきである。（MO17

－R）

　荷役中レーダーを用いスコールの行方を知って能牽をあげられる。（MO18－R）（2）

一］25一



　ウネリの方向をレーダーで探知し，避航に役立たせる。（MO18－R）

　守錨当直の際レーダーによP走錨を早期にi発見出来る。（TOO2－R）

　相当屯数以上の船舶は1／一ダーを設備すべき規則を設けるべきである。（TOO7－R）

　レーダー映像面に危険区域を表示出来たらよい。（TO14－R）

　北太不洋の夏分は嘉日ガスでレーダーが必要である。又相手船を認めた時は，無線で蓮絶し

合ρて不安なく航海が出来る。（MOO3－R，　MOO5－R）

　スマトラ北東岸は目立つた特徴のない単調な海岸線であP，又距離が遠いと海岸線表われす，

背景の顕著な山賑線を海岸線と誤認することがある。（MOO8一：R）

　ペルシヤ航路は砂塵が甚しく，潮流が旧くしかも小島群の中の曲折した航路でレーダーは必

要不可欠がある。（MOIG－R，　MO14－R）

　㊨機器の面につV・ての注意又は意見

　真方位指示装置はないが充分である。（MOO3－R）

　機器の取扱調整につき技術の公開を秘匿することが多分にある。もっと充分明らかにして欲

しい。（MOO4－R）

　年1～2回の講習を開V・て欲しい。

　動揺甚しい時は時々物標が画面力泌消えるが，之れを何時も画面に表わすことが出来ないか

一考の余地あり。

　（MOO6－R）（3）

　レンヂは50浬位まで歓しい。（MOO7－R）

　可変距離目盛の最大を30浬までにして欲しV・。（MOO7一鉛

　スキャナ回転速度15凱p．m。では少し遅い。（MOO7－R）

　真室管が欧洲型で補充が困難である。（MO11－R）

電圧の昇降により，ヘツデイングマーカーカミ偏角し，偏角量も不安定（最大5度）で常に調

整を必要する。（MOユ1－8）

　舶用レーダドの故障の原因は高湿気によるものが多い。インディケータ及びトランシPバは

夫々キャンバスカバーを附した方がよい。又レーダー用モータールームは必要以外開放しない

ようにすべきである。（MO13－R）

　過電圧過電流をさけるため，使用後は各adlustのツマミーを応0にもどして置くべきであ

る。（MO13一：R）

　ケルビンでは出力7kWで，実用測定距離はユ5浬，金属以外の小目標は6叩上で，せめて

20浬以東i実に測定し得ることが望ましV・。（MO17－R）

　8眠スキャナはビーム幅1度で画面が非常に鮮明である。（MO工8－R）

　ホPンのウインドウに雪がつもり，その中に煤煙が混入して映像が表われむく・なることあ

一126一一
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り。（TOO1－R）

　可琴と固牢のマーカーが合わ粘くなることあり，この誤差はンンヂに勾Pご定もしでなけれ

嬢・了．あうレγヂで比例的にも除ってv・なv・。（Too1－R）．

　陣底入聞1♀20．時間で71ラ．亨、ン管ρ寿命綜来て》・るが映縁鮮明である。（TOOlrR）一

　レーダー取付は当時の最初の冬は導附管の中に水が溜って感度の低下を来たした6その後セ

ロハンで外気と絶縁してなおρた。又機外に興研管の水中部分のあるQは感心しなかった。

（TOO3－R）

　軍年の上下によつで峡像揮搦形になったり，全然出なかつ判りするから・ジ自動電圧調整器が

博しv〕。（TGO4－R，　TOO6rRr、TO107R，．　TO12－R）

　灯三等に接近する時0．5浬以内になると，映像が消附する¢～でSTCのない場合も必要で

ある。（MOO4－R）

．5串サイクルが・サ・ずぞル低下Q限界で・．自動周波数調整器が平群で阿る。．（TOO5－R，　TOO

6－R）

スキ聲回転部の注灘際し乳マークを見るに船の傾斜につやて溝意し鮒ればならない。

（TOO5－R）

　寒冷地でホーンの先の氷結を防ぐため，長時間使用しなv・時はカバーをかけること。（TOO5

－R）

脚軍漸び伽ダ潭源のメP卵を指示黙欲し％（T・137R）L．

騨町噸軟つ匠の騨状態は第9表帯し・、（TO・9－R　CT・耳3－R）・，．

　予備品の真三管の中にも不良品のあることを心掛けておかなければならない。（TO11－R）

　予備真塞管は使用球全部について備え置く乙と。急場には類似管でソケットのみ附加するこ

とによって代用し得る。（MOO－R）

　　　　　　　　　　　　第　9　豪　電源電圧の変動に対する作動状態

TOO9－R の　　調　　査 TO13－Rの調．査
AC． 状、 態， lDciMG｛映像「スブ；チ

115VMO5　　画面良好 7・v回せずi無しi・N

120V
　画面護るζ感度増すが焦点幾分ぼける○
卜一使用可能o

18a9V発馴良好i〃，

80ヤド〃1消爽　〃
1COV

90V

画面幾分暗くなり，感度低下し，『 ¥心部大
きくなり，焦点もぼけるが，使屋可能。

使用不能

以上のことから少くも85V以上

必要と思われる注

　大体以上のような注意や意見が出たが，そのうち2，3補足して置きπいものがあるので，

注番号を附しておいだが，それらを説明したいと思います。

　注（1）霧中ではユ5浬以上の目標が表われなくなることがあるという御意見について，よく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一127：一・
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観察されたものと感じます・大気物水蒸気によ三三の厳は当然探耀巨離の減少を

来す筈です魁実際の例としてどの位のものカ㍉・どの程度に減少するかの賓料は傘と

れない・又雪に覆煉た山確伽ては友射鰯鴫か鵬塒莇ると㊥御意卿

一寸変な気がします・特鱈のあるなしは反射の鰯に耀影響がな鳳うに齢れる

がどうでしょう。

注（2）これは2節の鋤に吋のべて紳たように，非常に特異加ヴーの使肪法であ

　　つて・このように荷役能率の増進にまでレーダーが効用があると㊥ことは，一寸気力・

　　つかなV’ことでした。これは意欲と努力の結果おのつから見出されたものと存じ，只頭

　　が下がる肺がします・このよう赫り鵬灘よつて貨物の種類によっては，非常に能

　　牽増進に役立つことと信じます。

注（3）小雛し塒にはビ仏の方向が変わるので，このように物標二面か蛸え・ること

　　があると同時に・筆者が航海詩会会誌第7号にのべたように，方位にも誤差が表われ

　　る・詐れらをさけるために・ジンバル装置でスキャナをささえて略ことも考えられて

　　いる魁船用レヴーでは末だこのよう附置のつ駿もの観受け瀞．軍用を主と

　　していろいろ考えられているようである。．

5・む　　す　　び

以上でレーダーの禾臆及び使用上の注興国報告についての第一轍繊ますカ㍉職とめ

嬬嶺の惣は鞘の主齢多分に入って略と思ったの蔦一酪報労そ魔蜘紹介

して何旅利用され郭様鯵考と泌ようにしたつもりです．これ齢ろ略の鰻力、厳

討批判して晩だくこと醐望はす．叉盤でも，この結果巌肥すると購喋際に翻

をとって駿飾て・批判した結果醍非雛して腋だ鵬よ猫願附します．叉鞘の

まと肪狽ｽよったものと存じ鍾々蛸や抜けた所備りますから韻の御三回忌旧

く御知らせ下さることを御待ち致します。

叉礁らの難期他は灘防止課が紐保安庁から蓮儲に拗ましたので，下記に旧

い致します。

　　一実千代駆丸ノ内運瀦海運局櫨調整部灘野州融航法研究会

ノ

ψ
一

：第七部　事務局報告

　本研究会も発足以来既に三ケ年目に入り委員及び幹事各位の御努力によって斯界の癸展に大

きな貢献をして来たことは御同慶に堪えません。今回研究報告第三輯を発刊するに当り次の事

項を報告致します。

1．　事務局移転について

　　従来海上保安庁海事検査：部海難防止課が事務局を担当して参りましたが，昨年八月の機

　構改革によって同課は運輸省海運局海蓮調整部海務課に変：更移転になり，従って事務局の

　所掌は何処にすべきか，いろいろ検討された結果，昨年十二月四日の合同部会によって引

　続き海務課でやる乙とになりました。

2．　今・後の方針について

　　一九四八年の「海上における入門の安全のための国際会議」で承認され最：絡議定書の附

　属書第四として附記されている「勧告」において，レーダー等を装備した船舶の航海及び

　レーダー性能について各国政府に対して勧告が行われています。この勧告に従って，海上

　における衝突防止，水先案内，水上障害物流見及び船位の決定等に資するため，レーダー

　ロラン等の電波航法器具の発達改善及び装備の奨励を図る必要があります。当研究会は，

瞭まで融三朝関して纏的覇噺究を行って来まし燃今後は個個の賄白勺テ

　一マについて深く堀り下げ斯界の発展に寄与したV・と思いますので，関係各位の一層の御

　協力を：御願い致します。

3。故田山利三郎氏の追悼

　　当研究会のために創立以来御尽力下さった田山利三郎氏（海上保安庁水路部測量課長）

　は，明神礁の調査に赴きその目的半ばにして十二月十九日不幸行方不明の身となられまし

　た。氏の生前の御努力に対し衷心より感謝すると共に，今回の不慮の災難に対し謹みて哀

　悼の意を表しその御冥福を御所り致します。
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絡りに臨み，本誌癸刊に際して貴重な資料を提供して下さった皆々様の御労苦に対しまして

厚く御礼申上げますQ
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暫 電波航法研究報告（第3輯）

昭和28年4月1日　印刷

昭和28年4月5日　発行
非売　品

　　　　東京都千代田区丸の内一丁目一番地

　　　　運輸省海蓮調整部海務課内

葬薯壽　　電波航法研究会

印刷駈 白 泉 社
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修イ

1

：LJRCマジソソーダーは全部難産部

　品を使用しておりますから，部品
勢の補給修理其他に御不便をかける

　ことが御座居ません

2。特に職前，職後を通じての研究の

　精華であるJRCマグネ》ロシは弊
　社の誇りとするところであります

3。回路は弊仕濁特のものでありまし

　て，米英の各種のマ寡ン玩一ダー
｝，の回路を比較愛々した結果を綜合

誌　致したものであります。

、
蓼

総

　　　　ヨ　

繍幽ギ、で叢論i暗1　　　四竃

、

　　螢業　品　目

商船用無線機各種測定器
漁船用無線機　各種眞空管
船内獲聲装置　超短波無線機

方向探知機ロラン受信機
　　　　　の魚群探知機マリン・レーダー

（

、雲・　　　繍繍餐姦三三．三三

〔
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　　　　　MARINERS　PATHFI：NDER　RADAR
ModeI

特畳：

　Mode1；1302　　波長3・2cm

14G1　ユ402　　波長ユOcm
！404　　　　　　　　波長　3．2C獅

OI6吋映像管附　　　　○入荷迅速

○室中線逆回転可能
○スペリー及アンシユソツ・ンヤィロ連動可能
○リフレクション・プロッター装着可能
　　　　　　　　（新発明。自他船航跡記録装置）

特長　最・」・型電力消費最小

關粗
日　本　総　代　：理　店

彫

《三

丁丁東京都中央区日本橋室町三丁目三番地（三井別館）
　　　電話日本橋（24）7280～7289・5810～5816
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水 洋 ノ翼’

浜
（船舶用電波機器製造業者の任意団体）

⑧会の目的

◎事業内容

　　　　　会　　社

二く長lll日撫蚕齢会社隊者臨市上滋93・

会員相互の協力により船舶無線通信工業の進歩発達を
期する

会務蜘予のため技術，業務，財務の三：委員会を設け各

：舷門的研究調・査を行ふ

　　　　会員名簿r順不ノ
　　各d＿所　在一些厩甜釦聾者良名

副会長陳紬信濃式套社雁市山畑の48耳

1（王17）3611－191二一

顧問1

1（117）3771－5瞬三千雄

東京都灘谷区長谷戸49 1（46）361ヨ小屋良吉

一鑑壁璽鑓鐘1塗壁千劉の・931（37）δ111－31田…
事陵翠雲株式会社陳京継区茶棚壬曽爾
〃＿陣京芝灘気株式会社1川崎市鋤面∫一『｝一一一‘一

…群鱗槻鮒ll強者齢函元広駒弓『一．『｛

〃撫電讐無雛式会昏睡市観区画諭廟⊥．一．

・1神戸諜癩会社i鯨都中央区日本画驕3の而擁685

〃「ウ・・蕪瞬発社陣塑墜1騨西轟病衙繭5

．彗i株塑旦鯉笹墜煙塵区丸病三山侮疏21・扁一郵

i（45）2131一細躰政一

1（117）2571－5障癒；’

ll㊥溜1二F隊三里露

！（118）314・瞬一癬一

　　　5296＿8陣藤孝
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　隙伯■

擁電論式会社鯨都中央区蝉茸師恥寂彌一一一謁重緬

会廊幡気蝶株式会社陳藤趣元高済葡…一　　『㎝一

引北上鰍株式会社情理繭踊・画壼1
」一塑壁郷聯巫i璽壁越区醗2山内）1（33）1多177・51鉗’麟

電槽電櫛歯会社凍京継区芝西久保桜川町酬（43）lll釧町田写声

！．輿認こ引亜飼1冠i

i　　　睡條次郎
　　　　　　」

　　腿電撫繍式会在隔翻！i町7璃芝内

一略瞬語語団藁京者厭；塁蝿薩ハ
〃1『墾電樺一株弐套．株J解チ代1姦拡厚鱗喜1

二面離株式会社瞬都麟四竹容・商め一

■岩樋徽当会二野晦区反麺面一一一
州撫趣隔一魎副区三擁孤1（49）3365

〃
一
〃

隣制電墾爽覇京都天駆下溝薦1ヨ

！三三測繍式会社1鯨湘黒区日曝5の2658

1（・3）器ll『チli舞こ可

i（117）2571－51鶴清二郎

i争！）一法＝二三『三三

璽9）橿｝ユ画悟三一、

痙λそ呪一一騨慮掴、

1（39）223！－4陣立・㎡

　　　7438三一一一．三一

〃

事
霧一． 二陣二者三二富現町39一

　　　　　1（46）曝1端貌
安丁丁内1（45）2131一一6i北田傑二一
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